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一 

《
は
じ
め
に
》 

『
万
川
集
海
』
（
ま
ん
せ
ん
し
ゅ
う
か
い
、
ば
ん
せ
ん
し
ゅ
う
か
い
、
旧
字
体
表
記
：
萬
川
集
海
）

と
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
忍
術
伝
書
で
あ
る
。
福
島
嵩
仁
の
「
『
万
川
集
海
』
の
伝
本
研
究
と
成
立
・
流

布
に
関
す
る
考
察
」
に
よ
り
、
著
者
は
冨
治
林
傳
五
郎
保
道
（
ふ
じ
ば
や
し
で
ん
ご
ろ
う
や
す
み
ち
）

で
あ
る
と
確
定
で
き
た
［1

］

。
全
二
二
巻
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
丙
辰 

仲
夏
五
月
に
藤
林
左
武
次

保
武
に
よ
る
序
が
あ
り
、
そ
の
書
名
に
お
い
て
「
細
い
川
も
た
く
さ
ん
集
め
れ
ば
海
に
な
る
」
と
い
う

意
味
で
つ
け
ら
れ
、
す
べ
て
の
忍
術
の
流
儀
を
ま
と
め
上
げ
た
。 

戦
乱
が
落
ち
着
い
た
江
戸
時
代
前
期
中
葉
に
大
成
し
た
忍
術
書
で
、
伊
賀
・
甲
賀
の
古
今
四
九
流
派

で
一
子
相
伝
と
さ
れ
た
忍
術
書
か
ら
の
抜
粋
を
体
系
的
に
集
大
成
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
写
本
や
類

本
が
各
流
派
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
写
本
は
大
原
勝
井
家
本
な
ど
が
今
に
伝
わ
る
。
ま
た
、
甲

賀
の
大
原
数
馬
・
上
野
八
左
衛
門
・
隠
岐
守
一
郎
ら
が
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
年
）
四
月
、
寺
社
奉

行
・
松
平
輝
延
を
通
じ
て
江
戸
幕
府
に
献
上
し
た
内
閣
文
庫
本
が
有
名
で
あ
る
。
総
論
的
な
「
序
」

「
凡
例
」
「
目
録
」
「
問
答
」
を
収
め
た
一
巻
に
次
い
で
、
「
正
心
（
せ
い
し
ん
）
」
二
巻
、
「
将
知

（
し
ょ
う
ち
）
」
四
巻
、
「
陽
忍
（
よ
う
に
ん
）
」
三
巻
、
「
陰
忍
（
い
ん
に
ん
）
」
五
巻
、
「
天
時

（
て
ん
じ
）
」
二
巻
、
「
忍
器
（
に
ん
き
）
」
五
巻
の
、
全
二
二
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
「
正
心
」
で
は
、
忍
術
の
倫
理
的
側
面
を
強
調
し
、
仁
義
忠
信
を
守
る
よ
う
説
い
て
い
る
。
「
忍

器
」
で
は
水
蜘
蛛
な
ど
様
々
な
忍
器
に
つ
い
て
、
口
伝
の
部
分
を
除
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
「
陰
人
ノ
上
手
十
一
人
」
の
記
述
も
あ
る
。
「
口
伝
あ
り
」
「
鍛
錬
に
よ
る
べ

し
」
と
い
う
記
述
を
除
い
て
、
技
術
を
詳
細
に
説
明
す
る
方
針
が
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
、
『
忍

術
問
答
（
由
来
之
章
）
』
『
忍
道
梯
階
論
（
に
ん
ど
う
て
い
か
い
ろ
ん
）
』
『
和
漢
忍
利
証
語
抄
（
わ

か
ん
に
ん
り
し
ょ
う
ご
し
ょ
う
）
』
の
三
巻
を
付
録
さ
せ
て
完
本
と
し
て
い
る
。 

忍
者
学
に
お
い
て
、「
忍
者
」
に
関
す
る
歴
史
や
文
学
的
な
研
究
が
多
か
っ
た
が
、「
忍
術
」
に
対
す
る

研
究
は
少
な
い
。
勿
論
こ
の
忍
術
書
の
集
大
成
と
さ
れ
る
『
万
川
集
海
』
へ
の
研
究
も
多
く
は
な
い
。
こ

こ
近
年
、
中
島
篤
巳
に
よ
り
『
完
本 

万
川
集
海
』［2

］

が
出
版
さ
れ
た
こ
と
や
、
福
島
嵩
仁
の
「
『
万
川
集

海
』
の
伝
本
研
究
と
成
立
・
流
布
に
関
す
る
考
察
」
な
ど
に
よ
り
、
『
万
川
集
海
』
へ
の
研
究
は
活
発
化

し
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
『
万
川
集
海
』
に
は
漢
文
の
引
用
が
沢
山
あ
る
こ
と
で
、
研
究
に
困
難
を
与
え
て

し
ま
う
。
中
国
人
で
あ
る
私
こ
そ
、
こ
の
部
分
に
力
を
入
れ
た
く
、
こ
れ
ら
の
漢
文
引
用
を
究
明
し
た
い
。 

本
論
文
で
は
、
「
『
完
本 

万
川
集
海
』
国
書
刊
行 

中
島
篤
巳 

訳
註
」
に
基
づ
き
、
『
万
川
集
海
』
に

あ
る
中
国
古
典
書
籍
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
、
詳
し
い
分
析
を
通
し
、
比
較
研
究
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、 

そ
の
引
用
か
ら
の
影
響
、
引
用
自
体
の
相
応
し
さ
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
漢
文
引
用
は
概
ね
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
、
兵
法
書
か
ら
の
引
用
。
二
、

儒
教
古
典
か
ら
の
引
用
。
三
、
文
芸
作
品
と
歴
史
書
か
ら
の
引
用
、
で
あ
る
。
ま
た
九
カ
条
の
不
明
な
引



二 

用
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
論
文
は
五
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
武
経
七
書
の
引
用
、

（
二
）
他
の
兵
法
書
の
引
用
、（
三
）
儒
教
書
籍
の
引
用
、（
四
）
歴
史
書
と
文
芸
作
品
の
引
用
（
五
）
不

明
な
引
用
と
疑
問
点
で
あ
る
。
主
に
『
万
川
集
海
』
原
文
に
書
か
れ
た
内
容
と
元
の
中
国
古
典
の
内
容
と

比
較
し
、
両
方
の
意
味
、
矛
盾
す
る
か
ど
う
か
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。 

こ
の
論
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
日
本
の
本
は
あ
ま
り
参
照
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
中
国
の
古
典
籍
を

多
く
参
照
し
た
。 

             



三 

《
第
一
章
》
武
経
七
書
の
引
用 

古
代
中
国
の
兵
法
は
戦
国
時
代
（B

.C
.45

3

～B
.C
.2
21

）
か
ら
漢
代
（B

.C
.2
06

～2
20

）
ま
で
に
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
完
成
を
見
て
い
る
。
『
孫
子
』
・
『
呉
子
』・
『
尉
繚
子
』・
『
司
馬
法
』・
『
六
韜
』
・『
三
略
』

な
ど
は
、
お
お
む
ね
こ
の
時
代
に
か
け
て
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
唐
代
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
の

『
李
衛
公
問
対
』
の
ほ
か
、
特
に
新
た
に
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
。
漢
代
、
古
代
中
国
で
は
儒
家
思
想

が
統
治
理
念
と
な
り
、
「
武
」
で
は
な
く
、「
文
治
主
義
」
旨
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
軍
事
力
が
非
常

に
低
下
し
て
し
ま
う
。
北
宋
時
代
（
九
六
〇
～
一
一
二
七
）
に
、
た
び
た
び
北
方
異
民
族
の
侵
入
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
軍
事
教
育
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
た
。
一
〇
四
三
年
、
四
代
皇
帝
仁

宗
（
在
位
一
〇
二
二
～
一
〇
六
三
）
の
命
に
よ
り
『
武
経
総
要
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
一
〇
六
四
年
に

は
、
「
武
挙
」
と
呼
ば
れ
る
上
級
武
官
試
験
の
科
目
と
し
て
、
『
孫
子
』
・
『
呉
子
』
・『
司
馬
法
』
・『
六

韜
』
・
『
三
略
』
の
兵
法
書
に
関
す
る
筆
記
試
験
を
行
う
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。
一
〇
八
〇
年
、
先
の
五

書
に
『
尉
繚
子
』
・
『
李
衛
公
問
対
』
を
加
え
た
七
書
の
校
訂
が
行
わ
れ
、
兵
学
の
教
科
書
と
し
て
刊
行

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
が
「
武
経
七
書
」
あ
る
い
は
単
に
「
七
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
武
経
七

書
は
、
古
代
中
国
北
宋
朝
廷
の
時
代
に
発
行
さ
れ
た
初
め
て
の
軍
事
教
科
書
で
あ
る
。
中
国
の
軍
事
歴

史
学
に
お
い
て
は
、
極
め
て
重
要
な
存
在
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

〈
第
一
節
〉
日
本
に
伝
わ
っ
た
兵
法 

吉
備
真
備
と
中
国
兵
法 

中
国
兵
法
を
日
本
に
伝
え
る
最
も
古
い
人
は
吉
備
真
備
で
あ
る
と
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
奈
良

時
代
の
人
で
、
吉
備
地
方(

今
の
岡
山
県)

の
下
級
武
官
の
子
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
は
東
宮
学
士 

(

天

平
十
三
年
、
七
四
一)

、
春
宮
大
夫
か
ら
大
宰
大
貳
を
経
て
造
東
大
寺
長
官
と
な
り
、
累
進
し
て
参
議
・

中
衛
大
将
か
ら
称
徳
朝
に
は
右
大
臣(

天
平
神
護
二
年
、
七
六
六)

に
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

真
備
は

前
後
二
回
に
わ
た
っ
て
渡
唐
し
た
が
、
最
初
は
元
正
天
皇
の
時
で
、
二
十
二
歳(

霊
亀
二
年
、
七
一
六)

の
若
い
学
生
と
し
て
、
十
九
年
間
唐
に
あ
っ
て
、
経
史
を
初
め
諸
学
の
研
鑽
を
積
ん
だ
の
で
あ
る
。
か

く
て
学
識
豊
か
な
真
備
は
、
帰
朝
後
前
記
の
よ
う
な
栄
進
の
道
を
進
ん
だ
が
、
彼
の
栄
進
の
端
緒
が
軍

学
・
兵
法
に
関
係
あ
っ
た
と
は
、
『
吉
備
真
備
』(

人
物
叢
書)

の
著
者
の
宮
田
俊
彦
氏
の
見
解
で
あ

る
。 ま

た
、
実
は
中
国
兵
法
の
伝
来
は
、
す
で
に
吉
備
真
備
以
前
に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
立
証
す
る
も
の
は

『
日
本
書
紀
』
の
天
智
天
皇
十
年
正
月
の
条
に
あ
る
記
事
で
、
真
備
の
帰
朝
よ
り
六
十
五
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。 
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『
日
本
書
紀
』
編
纂
者
の
兵
法
知
識 

『
日
本
書
紀
』
は
元
正
天
皇
の
養
老
四
年(

七
二
○) 

舎
人
親
王
並
び
に
太
安
麻
呂
等
に
よ
り
編
纂
さ

れ
、
漢
文
で
書
か
れ
た
日
本
の
最
初
の
官
撰
の
国
史
で
あ
る
が
、
彼
ら
編
纂
者
が
中
国
兵
書
に
よ
る
兵

法
知
識
を
す
で
に
修
得
し
て
い
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
継
体
天
皇
の
二
十
一
年(

五
二
七) 

筑
紫
の
磐

井
が
叛
い
た
と
き
、 

討
伐
の
詔
と
し
て
下
さ
れ
た
文
が
あ
り
、
そ
の
文
中
に
、 

良
将
之
軍
也
、
施
恩
推
恵
、
恕(

お
も
ん
は
か
り
て)

 

己
治
人
、
攻
如
河
決(

さ
く
る)

、
戦
如
風
発

(

た
つ)

。
（
『
日
本
書
紀
』
巻
十
七
） 

と
あ
る
の
は
、
字
句
に
前
後
は
あ
る
が
、
『
三
略
』
の
上
略
に
見
え
る
思
想
で
あ
り
、
ま
た
つ
づ
い

て
出
さ
れ
た
詔
に
、 

大
将
民
之
司
命
、
社
稷
存
亡
於
是
乎
在
云
々(

『
日
本
書
紀
』
巻
十
七) 

と
あ
る
の
は
、
『
孫
子
』
作
戦
篇
の
最
終
の
句
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
は
『
日
本
書
紀
』
編

纂
時
を
遡
る
こ
と
一
九
〇
年
以
前
の
継
体
天
皇
頃
に
、
『
三
略
』
や
『
孫
子
』
に
見
る
よ
う
な
中
国
の

兵
法
思
想
が
日
本
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詔
勅
が
書
か
れ
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
書
紀
編
集
者
が
、
奈
良
時
代
前
後
に
普
及
し
た
中
国
の
兵
法
知
識
を
借

り
て
、
詔
勅
の
意
を
表
現
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。 

平
安
時
代
の
中
国
兵
法 

平
安
時
代
に
は
い
っ
て
中
国
兵
法
は
知
識
人
の
間
に
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中

で
も
『
孫
子
』
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
桓
武
天
皇
の
延
暦
八
年(

七
八
九)

五
月
癸
丑 

(

十
二

日)

の
詔
に
お
い
て
、
征
東
大
使
が
蝦
夷
征
討
の
遅
滞
を
詰
責
さ
れ
た
と
き
、
「
夫
兵
貴
拙
速｣
、
未
聞

巧
遅
」(

『
続
日
本
紀
』
巻
四
○)

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
孫
子
』
作
戦
篇
に
「
兵
聞
拙
速
、
未
観

巧
之
久)

」
と
あ
る
語
の
援
用
で
あ
る
。
ま
た
源
義
家
の
飛
雁
乱
列
の
故
事
も
孫
子
学
の
反
映
で
あ
る
し

か
し
て
平
安
時
代
に
は
純
然
た
る
中
国
兵
書
の
ほ
か
に
、
天
文
・
陰
陽
・
五
行
な
ど
の
書
が
学
問
の
対

象
と
な
り
、
平
安
時
代
人
の
思
想
構
成
に
影
響
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
宇
多
天
皇
の
寛
平
年
間(

八
八

九
～
八
九
七)

に
、
藤
原
佐
世
が
勅
命
に
よ
っ
て
撰
し
た
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
よ
っ
て
、
当
時
日

本
に
存
在
し
た
、
こ
れ
ら
の
関
係
書
目
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
兵
家
の
部
で
は
『
司
馬
法
』
三
巻(

斉
相
司
馬
穰
苴
撰)

・
『
孫
子
兵
法
』
二
巻 

(

呉
将

孫
武
撰)

・
『
孫
子
兵
法
書
』
一
巻(

巨
詡
撰)

・
『
孫
子
兵
書
』
三
巻(

魏
武
解)

・
『
孫
子
兵
法
八
陣

図
』
二
巻
・
『
続
孫
子
兵
法
』
二
巻(

魏
武
帝
撰)

・
『
太
公
六
韜
』(

周
文
王
師
姜
望
撰)

・
『
太
公
陰

録
符
』
一
巻
・
『
黄
石
公
三
略
記
』
三
巻(

下
邳
神
人
撰)

・
『
黄
帝
蚩
尤
兵
法
』
一
巻
・
『
太
公
明
金

匱
用
兵
法
要
記
』
一
巻
・
『
太
公
謀
世
六
甲
法
』
一
巻
・
『
武
林
』
一
巻(

王
略
撰)

・
『
六
軍
鏡
』
三

巻
・
『
軍
誡
』
三(

李
定
遠
撰)

・
『
兵
書
対
敵
推
変
逆
順
法
』
・
『
真
人
水
鏡
』
十
巻
・
『
軍
勝
』
十

巻
・
『
魏
武
帝
兵
書
』
十
三
巻
・
『
兵
書
接
要
』
三
巻 

(

魏
武
帝
撰)

・
『
雲
気
兵
法
』
一
巻
・
『
投
壺
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経
』
二
巻
・
『
象
戯
経
』
一
巻
・
『
弾
棊
法
』
一
巻
・
『
玉
帳
』
・
『
兵
書
要
略
』
・
『
金
海
』
三
七

巻(
隋
蕭
吉
撰)

・
『
梁
武
帝
兵
法
』
二
巻
な
ど
、
ま
こ
と
に
多
種
多
様
で
あ
る
。 

天
文
家
の
部
で
は
、
『
天
文
要
集
』
三
巻
・
『
天
文
占
書
』
四
巻
・
『
天
官
星
占
』
六
巻(

陳
卓

撰)

・
『
流
星
占
』
一
巻
・
『
彗
星
占
』
二
巻
・
『
日
月
五
星
占
図
』
一
巻
・
『
五
星
廿
八
宿
占
』
一

巻
・
『
雲
気
讖
図
』
一
巻
・
『
日
月
讖
図
』
一
巻
・
『
定
天
論
』
三
巻
・
『
唐
七
曜
符
天
暦
』
一
巻
な

ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。 

五
行
家
の
部
で
は
『
五
行
大
義
』
一
巻
・
『
九
宮
経
』
四
巻
・
『
六
壬
経
』
二
巻
・
『
易
髄
要
決
』

一
巻
・
『
周
易
筮
』
四
巻
・
『
遁
甲
』
六
巻
・
『
遁
甲
秘
要
』
一
巻(

葛
洪
撰)

・
『
三
元
九
宮
遁
甲
』

三
巻
・
『
遁
甲
立
成
』
六
巻
・
『
大
唐
陰
陽
書
』
五
十
一
巻
・
『
新
撰
陰
陽
書
』
五
十
巻(

呂
才
撰)

・

『
瑞
応
図
』
十
五
巻
・
『
符
瑞
図
』
十
巻(
顧
野
王
撰)

・
『
新
撰
宿
曜
経
』
七
巻
等
の
ほ
か
多
数
の
書

目
を
挙
げ
て
い
る
。 

し
か
し
兵
法
書
以
外
に
、
天
文
・
五
行
書
の
す
べ
て
が
、
後
世
の
日
本
兵
法
に
影
響
し
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
が
、
思
想
的
に
も
技
術
的
に
も
相
当
色
々
な
多
く
の
も
の
が
採
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
事
実
で

あ
る
。 

大
江
家
兵
法
の
伝
流
伝
説 

源
義
家
が
大
江
匡
房
に
兵
法
を
学
び
、
飛
雁
の
列
を
乱
す
の
を
見
て
伏
兵
が
あ
る
の
を
知
り
、
勝
利

を
得
た
と
い
う
故
事(

『
古
今
著
聞
集
』
武
勇
第
十
二)

は
、 

白
河
天
皇
の
永
保
年
間(
一
○
八
一
～
一

○
八
三)

に
あ
っ
た
奥
州
後
三
年
役(

秋
田
県
横
手
市
金
沢
付
近)

の
と
き
の
伝
説
で
あ
っ
て
、
一
般
周
知

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
孫
子
』
行
軍
第
九
に
あ
る
「
鳥
起
者
伏
也
、
獣
駭
者
覆
也
」
と
い
う
兵
法

知
識
を
実
戦
に
利
用
し
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
代
随
一
の
碩
学
と
称
せ
ら
れ
た
大
江
匡

房
が
『
孫
子
』
を
始
め
と
す
る
中
国
の
兵
法
哲
理
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

以
来
大
江
家
は
兵
法
学
に
縁
の
あ
る
家
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
中
世
以
後
兵
法
家
に
お
い
て
信
奉

さ
れ
た
伝
説
に
よ
れ
ば
、
中
国
兵
法
の
伝
来
系
譜
は
ほ
と
ん
ど
大
江
系
統
に
集
約
さ
れ
る
と
と
も
に
、

他
方
義
家
以
後
源
氏
に
伝
流
す
る
も
の
で
あ
る
。 

後
世
の
兵
法
家
の
伝
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
古
兵
法
は
軍
神
摩
利
支
天
に
発
す
る
と
し
、
伏
義
・
神

農
・
黄
帝
の
時
代
を
経
て
、
堯
・
舜
・
湯
王
の
時
代
に
至
り
、
大
上
老
君 

(

老
子)

・
太
公
望
・
黄
石

公
・
張
良
へ
伝
わ
り
、
履
陶
公
か
ら
応
神
天
皇
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
日
本
で
は
そ
の
後
廃
絶
し
た
。
し

か
し
中
国
で
は
履
陶
公
の
伝
は
陳
石
公
・
謙
石
公
と
伝
わ
り
、
そ
れ
よ
り
十
六
伝
し
て
竜
取
将
軍
文
石

公
の
と
き
、
大
江
維
時
が
入
唐
し
て
兵
法
の
奥
義
を
受
け
、
維
時―

重
光―

匡
衡―

成
衡―

匡
房
へ
と

伝
統
を
継
い
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
世
起
こ
っ
た
上
泉
流
兵
法
の
伝
統
伝
説
で
あ
る
が
、
大

江
維
時
の
兵
法
伝
来
説
は
他
の
諸
流
に
も
そ
の
ま
ま
同
じ
よ
う
に
信
用
さ
れ
て
い
る
。 
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大
江
維
時
は
村
上
天
皇
の
応
和
三
年(

九
六
三)

六
月
七
日
、
七
十
六
歳
を
も
っ
て
没
し
た
が
、
こ
の

と
き
従
三
位
中
納
言
で
あ
っ
た
。
彼
は
醍
醐
朝
以
来
文
章
博
士
・
大
学
頭
・
東
宮
学
士
等
を
つ
と
め
た

碩
学
で
、
博
聞
強
記
を
も
っ
て
聞
え
た
人
で
あ
る
『
大
日
本
史
科
』(

一
ノ
十
一)

所
収
の
『
大
江
系

図
』
に
よ
れ
ば
、
維
時
は
醍
醐
天
皇
の
延
長
年
中(

九
二
三
～
九
三
〇)

入
唐
し
、
明
州
の
竜
頭
に
従
っ

て
『
三
略
』
の
骨
法
を
学
ん
だ
と
記
し
、
他
の
『
大
江
氏
系
図
』(

『
続
群
書
類
従
』
第
七
系
図
部
所

収)

お
よ
び
『
諸
家
系
図
纂
』
に
は
入
唐
の
の
ち
、
「
七
書
軍
勝
」
を
伝
受
し
、 

朱
雀
天
皇
の
承
平
年

中(

九
三
一
～
九
三
七)

 

帰
朝
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
維
時
の
入
唐
説
は
『
公
卿
補
任
』
や
『
尊
卑
分

脈
』
な
ど
の
確
か
な
資
料
に
は
見
え
な
い
か
ら
、
そ
の
信
憑
性
は
稀
薄
で
あ
る
が
、
後
世
の
兵
法
家
は

い
ず
れ
も
、
こ
の
兵
法
伝
来
説
を
信
じ
て
お
り
、
彼
は
そ
の
将
来
し
た
中
国
兵
書
を
和
訳
し
て
『
訓
閲

集
』
を
撰
述
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
［3

］

。 

江
戸
時
代
の
兵
法 

近
世
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
兵
法
学
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
包
蔵
し
つ
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
流
派
兵

法
が
出
現
し
た
。 

ま
た
、
一
五
九
九
年
、
徳
川
家
康
の
命
に
よ
っ
て
日
本
で
も
活
版
印
刷
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
時
に

は
兵
法
書
の
う
ち
、
『
六
韜
』
と
『
三
略
』
が
ま
ず
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
六
〇
六
年
に
は
、

『
孫
子
』
や
『
呉
子
』
な
ど
も
含
め
、
「
武
経
七
書
」
が
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で

「
武
経
七
書
」
は
写
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
印
刷
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
「
武
経
七

書
」
は
飛
躍
的
に
広
ま
っ
て
い
く
。 

〈
第
二
節
〉
『
孫
子
』 

『
孫
子
』
は
、
紀
元
前
五
〇
〇
年
頃
の
中
国
春
秋
時
代
の
軍
事
思
想
家
・
孫
武
の
作
と
さ
れ
る
兵
法 

書
で
、
武
経
七
書
の
一
つ
で
あ
る
。
古
今
東
西
の
軍
事
理
論
書
の
う
ち
、
最
も
著
名
な
も
の
の
一
つ
で

あ
り
、
紀
元
前
五
世
紀
中
頃
か
ら
紀
元
前
四
世
紀
中
頃
あ
た
り
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
［4

］
。 

 

『
孫
子
』
以
前
は
、
戦
争
の
勝
敗
は
天
運
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
強
か
っ
た
。
孫
武
は
戦

争
の
記
録
を
分
析
・
研
究
し
、
勝
敗
は
運
で
は
な
く
人
為
に
よ
る
こ
と
を
知
り
、
勝
利
を
得
る
た
め
の

指
針
を
理
論
化
し
て
、
本
書
で
後
世
に
残
そ
う
と
し
た
。 

 

日
本
へ
の
伝
来 

『
孫
子
』
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
最
初
に
実
戦
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
史
料
的
に
確
認
で
き
る
の

は
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
年
）
条
で
あ
る
。
当
時
、
反
藤
原
仲
麻
呂
勢
力
に
属
し

て
い
た
こ
と
で
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
吉
備
真
備
の
も
と
へ
、
『
孫
子
』
の
兵
法
を
学
ぶ
た
め
に
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下
級
武
官
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
数
年
後
に
起
き
た
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
で
は
実
際

に
活
用
し
て
い
る
。 

律
令
制
の
時
代
、
『
孫
子
』
は
学
問
・
教
養
の
書
と
し
て
貴
族
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
大
江
匡

房
は
兵
学
も
修
め
て
い
た
が
、
『
孫
子
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
源
義
家
に
教
え
授
け
て
い
る
。
実
戦

に
お
い
て
積
極
的
に
試
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
源
義
家
が
前
九
年
・
後
三
年
の
役
の
折
、
孫
子
の
「
鳥

の
飛
び
立
つ
と
こ
ろ
に
伏
兵
が
い
る
」
と
い
う
教
え
を
活
用
し
て
伏
兵
を
察
知
し
、
敵
を
破
っ
た
話

（
古
今
著
聞
集
）
が
名
高
い
。
た
だ
し
古
今
著
聞
集
が
発
行
さ
れ
た
の
は
後
三
年
の
役
の
約
一
七
〇
年

後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
兵
法
が
『
孫
子
』
で
あ
る
と
の
記
載
も
存
在
し
な
い
［5

］
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『
万
川
集
海
』
で
は
、
『
孫
子
』
か
ら
の
引
用
が
最
も
多
く
、
直
接
引
用
し
た
部
分
は
全
部
で
三
十

箇
所
で
あ
る
。
ま
た
『
孫
子
』
の
理
論
は
『
万
川
集
海
』
に
深
く
影
響
を
与
え
た
。
本
論
文
で
は
、
直

接
引
用
の
内
容
に
つ
い
て
、
比
較
し
、
分
析
す
る
。 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
序
・P4

97

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
凡
兵
者
國
之
大
事
死
生
存
亡
之
道
也
」 

現
代
語
訳
：P

3
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

軍
事
は
国
の
生
死
存
亡
の
根
幹
を
な
し
、
国
家
安
泰
の
基
本
と
な
る
極
大
事
で
あ
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
始
計
） 

「
孫
子
曰
：
兵
者
，
國
之
大
事
，
死
生
之
地
，
存
亡
之
道
，
不
可
不
察
也
、
」 

比
較
： 

『
孫
子
』
で
は
、
こ
れ
を
以
て
始
ま
る
、
軍
事
に
つ
い
て
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
万
川

集
海
』
の
序
文
に
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
た
。
特
に
問
題
は
な
い
。 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P
50
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
用
間
篇
曰
周
之
興
也
呂
牙
左
商
」 

現
代
語
訳
：P

4
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

周
が
建
国
さ
れ
た
時
、
呂
芽
と
い
う
人
物
が
商
に
居
た
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
昔
殷
之
興
也
，
伊
摯
在
夏
。
周
之
興
也
，
呂
牙
在
殷
、
」 

比
較
： 

『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
『
用
間
篇
』
は
一
番
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
古
代
中
国
兵
法
書
に
お

い
て
、
『
孫
子
』
は
初
め
て
間
諜
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
た
兵
法
書
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
伊
摯
」
と

「
呂
牙
」
が
間
諜
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
も
『
孫
子
』
が
始
め
と
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
こ
の
二
人
が
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間
諜
で
あ
る
こ
と
が
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
万
川
集
海
』
で
は
、
こ
の
二
人
の
間
諜
を

例
に
し
て
、
間
諜
の
真
実
性
や
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。 

な
お
、
『
万
川
集
海
』
原
文
で
は
、
呂
牙
左
商
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
「
在
」
を
間
違
え
て
「
左
」

に
書
い
て
し
ま
っ
た
と
推
測
す
る
。 

伊
摯
と
呂
牙
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

伊
摯
（
伊
尹
） 

殷
氏
内
部
の
王
族
か
ら
分
化
し
た
殷
族
の
首
領
で
あ
る
伊
尹
は
部
族
が
ひ
ど
い
災
難
に
遭
い
、
一
族

を
率
い
て
、
有
莘
氏
に
寄
宿
し
た
。
伊
尹
に
は
才
能
が
あ
る
の
で
、
「
庖
正
」
（
一
族
の
日
常
生
活
に

用
い
る
材
料
、
物
な
ど
の
後
方
勤
務
）
と
い
う
官
職
に
務
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
有
莘
氏
は
姫
を
湯
に

嫁
い
だ
時
に
、
護
送
官
員
と
し
て
一
緒
に
商
に
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
商
で
活
躍
し
た
と
い
う
［6

］

。 

伊
尹
は
間
諜
と
し
て
夏
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
つ
い
て
： 

文
献
に
よ
る
と
、
伊
尹
は
確
か
に
夏
朝
に
長
く
活
動
し
て
い
た
（
『
孫
子
』
用
間
篇
、
『
孟
子
』
公

孫
丑
上
、
『
呂
氏
春
秋
』
慎
大
）
。
ま
た
、
夏
に
い
る
う
ち
に
、
夏
王
桀
の
妻
で
あ
る
妹
喜
と
付
き
合

い
、
情
報
収
集
を
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
中
に
、
少
々
疑
問
が
あ
る
。 

一
、
伊
尹
は
ど
う
や
っ
て
妹
喜
と
つ
き
あ
っ
た
の
か
。
伊
尹
は
元
々
た
だ
の
有
莘
氏
の
護
送
官
員

で
、
身
分
が
低
い
。
ま
た
趙
岐
が
『
「
孟
子
」
公
孫
丑
上
』
に
作
っ
た
註
に
よ
り
、
商
湯
は
伊
尹
を
夏

桀
に
推
薦
し
だ
が
、
夏
桀
に
重
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
故
に
、
伊
尹
は
夏
桀
、
ま
た
妹
喜
と
直
接
に

連
絡
を
取
る
の
は
か
な
り
難
し
い
。 

二
、
伊
尹
は
頻
繫
に
夏
と
商
の
間
に
往
来
し
て
い
た
（
『
孟
子
』
：
五
就
湯
、
五
就
桀
者
、
伊
尹

也
）
。
こ
れ
は
上
智
の
間
諜
と
し
て
は
有
り
得
な
い
話
で
あ
る
。
間
諜
の
身
分
が
ば
れ
や
す
い
。 

三
、
古
代
文
献
に
、
伊
尹
は
誠
に
夏
桀
に
仕
え
た
い
と
い
う
の
も
あ
る
。
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
：

治
亦
進
、
乱
亦
進
、
伊
尹
也
。
〔
湯
の
治
に
も
、
夏
の
乱
に
も
構
わ
な
い
が
、
出
世
し
た
い
〕
） 

清
華
簡
『
赤
鵠
之
集
湯
之
屋
』
の
発
見
で
、
こ
れ
ら
の
疑
問
点
の
解
決
に
と
て
も
助
か
っ
た
。 

こ
の
簡
文
で
は
、
伊
尹
、
商
湯
、
商
湯
の
妻
で
あ
る
紝
荒
、
夏
桀
で
、
こ
の
四
人
に
言
及
す
る
。
簡

文
に
よ
る
と
： 

伊
尹
は
料
理
が
上
手
な
の
で
、
主
人
で
あ
る
紝
荒
は
「
赤
鵠
之
羹
」
を
食
べ
さ
せ
よ
と
伊
尹
に
命
じ

て
、
二
人
は
一
緒
に
こ
っ
そ
り
と
そ
れ
を
食
べ
た
。
こ
の
こ
と
は
商
湯
に
気
付
か
れ
、
伊
尹
は
怒
っ
た

商
湯
を
避
け
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
に
夏
に
行
っ
た
。
そ
の
時
、
伊
尹
は
商
に
も
う
戻
れ
な
い
と
思

い
、
真
心
に
夏
に
仕
え
た
い
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
伊
尹
と
商
湯
の
連
盟
に
最
初
は
矛
盾
も
あ
り
、

隙
は
な
く
も
な
い
と
い
え
る
。
伊
尹
は
夏
に
着
い
た
時
、
ち
ょ
う
ど
夏
桀
が
病
気
に
か
か
り
、
そ
し

て
、
伊
尹
は
無
意
に
夏
桀
の
病
を
治
し
た
と
い
う
。
こ
れ
で
、
な
ぜ
伊
尹
は
夏
桀
、
ま
た
妹
喜
と
接
触

で
き
た
の
か
分
か
っ
た
。
夏
桀
の
命
の
恩
人
に
な
っ
た
伊
尹
は
宮
廷
へ
も
行
け
、
妹
喜
と
接
触
す
る
こ
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と
も
可
能
に
な
っ
た
。
だ
が
、
夏
桀
の
暴
政
に
不
満
を
持
ち
、
最
後
商
湯
に
戻
っ
た
。
（
伊
尹
が
し
ば

し
ば
商
と
夏
を
往
来
す
る
こ
と
は
商
と
夏
の
取
捨
に
関
係
す
る
可
能
性
が
高
い
） 

以
上
、
商
湯
と
伊
尹
の
君
臣
関
係
は
長
い
時
間
を
経
て
、
形
成
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
過
程
は
す
べ

て
順
調
と
は
言
え
な
い
。
伊
尹
は
商
湯
に
使
え
、
ま
た
出
て
夏
桀
に
就
職
し
、
ま
た
商
湯
に
戻
る
と
い

う
。
沢
山
夏
の
情
報
を
手
に
入
れ
た
の
で
、
夏
を
滅
ぼ
す
の
に
種
を
入
れ
た
［7

］

。 

伊
尹
は
自
ら
が
間
諜
で
あ
る
覚
悟
を
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
相
手
の
情
報
を
沢
山
手
に
入
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
戦
争
に
重
大
な
作
用
が
効
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。 

呂
牙
（
呂
尚
） 

呂
尚
（
出
生
不
明
～B

.C
.10

15

年
）
ま
た
は
太
公
、
称
姜
太
公
、
太
公
望
、
斉
太
公
、
太
公
、
師
尚

父
、
呂
望
、
子
牙
と
も
言
う
。
彼
の
真
実
の
歴
史
に
つ
い
て
、
史
料
が
少
な
く
、
主
流
の
政
治
文
化
で

あ
る
儒
家
思
想
及
び
近
代
疑
古
思
想
に
よ
り
、
彼
に
対
す
る
認
識
は
ま
だ
曖
昧
で
明
晰
で
は
な
い
。
た

だ
し
そ
の
基
本
は
分
か
っ
て
い
て
、
即
ち
、
周
王
を
補
佐
し
て
殷
を
滅
ぼ
す
こ
と
で
あ
る
。 

呂
尚
が
入
周
す
る
理
由
と
機
会
： 

『
史
記
・
斉
太
公
世
家
』
に
よ
り
、
呂
尚
一
族
は
呂
国
で
生
ま
れ
、
夏
商
の
時
期
に
は
既
に
庶
人
に

な
り
、
東
海
（
現
在
の
山
東
省
安
邱
県
の
周
辺
）
に
世
代
に
住
ん
で
い
た
。
文
献
に
よ
り
、
呂
尚
は
半

生
を
経
っ
て
も
重
用
さ
れ
ず
、
不
遇
で
生
活
が
苦
し
い
と
い
う
。 

「
太
公
田
、
不
足
以
償
種
。
漁
、
不
足
以
償
綱
。
」
（
太
公
は
農
業
を
し
て
、
種
の
元
が
取
れ
な

い
。
漁
を
し
て
、
綱
の
元
も
取
れ
な
い
。
）
（
『
繹
史
』
卷
十
九
引
『
説
苑
』
） 

嘗
て
「
老
婦
之
逐
（
太
公
は
年
を
取
っ
た
妻
に
駆
逐
さ
れ
た
）
」
に
な
り
、
当
時
の
人
に
「
逐

夫
」
・
「
出
夫
」
と
軽
蔑
し
て
言
わ
れ
た
。(

『
戦
国
策·

秦
策
五
』) 

ま
た
「
売
肉
于
朝
歌
．
肉
上
生
臭
不
售
」
（
太
公
は
殷
の
首
都
で
あ
る
朝
歌
で
肉
屋
を
や
っ
た
が
、

肉
が
腐
る
ま
で
も
売
れ
な
い
。
） 

(

『
説
苑·

尊
賢
』) 

出
世
し
よ
う
が
、
「
嘗
事
紂
．
紂
无
道
．
去
之
」
（
嘗
て
紂
に
仕
え
、
紂
が
無
道
で
、
辞
め
た
。
）

（
『
韓
詩
外
傳
』
卷
八
） 

そ
れ
か
ら
、
殷
商
を
出
て
、
散
宜
生
な
ど
に
よ
り
、
呂
尚
を
推
薦
し
、
周
に
仕
え
た
。
（
呂
尚
は
ど

う
や
っ
て
周
に
仕
え
た
の
か
は
い
く
つ
の
説
が
あ
り
、
定
論
は
な
い
が
、
一
番
有
名
な
の
は
：
呂
尚
は

西
伯
が
賢
徳
だ
と
聞
い
て
、
渭
と
い
う
川
で
お
釣
り
を
す
る
こ
と
で
、
西
伯
に
会
っ
た
。
）
呂
尚
は
周

に
行
っ
て
、
そ
の
功
績
ま
た
殷
を
倒
す
た
め
の
謀
略
は
、
主
に
以
下
と
な
る
。 

文
王
の
時
期
： 

一
、
周
の
実
力
を
蓄
積
し
て
隠
す
、
殷
紂
を
滅
ぼ
す
方
針
を
作
る
。 

二
、
慎
ん
で
紂
と
の
君
臣
関
係
を
修
復
す
る
。 
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三
、
公
開
的
に
殷
紂
と
の
君
臣
関
係
を
維
持
す
る
当
時
に
、
国
内
で
暗
中
に
殷
を
克
す
る
た
め
の
準

備
を
す
る
。 

四
、
戦
備
を
す
る
と
同
時
に
周
り
に
同
盟
を
求
め
る
。 

五
、
「
西
伯
」
の
名
で
、
計
画
的
に
殷
に
従
わ
な
い
国
を
討
伐
す
る
。 

以
上
の
五
つ
で
、
周
密
な
策
に
よ
り
、
軍
事
征
伐
が
順
調
に
進
み
、
牧
野
の
戦
い
の
時
ま
で
は
、
周

の
勢
力
範
囲
は
朝
歌
に
近
づ
い
た
。 

武
王
の
時
期
： 

一
、
滅
商
の
戦
に
お
い
て
、
総
帥
に
傑
出
し
て
務
め
て
い
る
。 

二
、
王
朝
交
替
に
あ
た
り
、
新
政
を
出
し
、
国
を
安
定
さ
せ
る
。 

三
、
武
王
を
補
佐
す
る
国
の
監
護
者
で
あ
る
［8

］

。 

以
上
の
三
つ
で
、
呂
尚
は
優
れ
た
才
能
で
、
新
し
く
で
き
た
国
で
あ
る
周
を
繁
栄
さ
せ
た
。 

呂
尚
は
間
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
： 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
呂
尚
は
長
年
殷
に
住
ん
で
い

た
こ
と
は
事
実
だ
と
言
え
る
。
こ
の
間
、
農
民
、
商
人
、
漁
師
な
ど
を
沢
山
体
験
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
朝
歌
に
関
す
る
事
は
沢
山
知
ら
れ
る
。
故
に
、
後
の
戦
争
に
大
き
く
作
用
し
た
だ
ろ
う
。 

以
上
よ
り
、
伊
尹
と
呂
尚
は
間
諜
で
あ
る
と
い
う
決
断
は
し
か
ね
る
が
、
向
こ
う
の
情
報
を
把
握
し

た
（
特
に
伊
尹
）
こ
と
に
よ
り
、
戦
争
に
勝
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。 

③
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P

51
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
兵
法
曰
微
乎
々
〃
無
所
不
用
間
」 

現
代
語
訳
：P

5
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

兵
法
を
学
ぶ
者
で
間
者
を
使
わ
な
い
者
は
存
在
し
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
微
哉
，
微
哉
，
無
所
不
用
間
也
、
」 

比
較
： 

『
孫
子
直
解
』
：
嘆
其
微
之
又
微
妙
之
又
妙
也
。
夫
將
與
間
不
可
相
疑
將
疑
間
有
覆
舟
之
禍
間
疑
將

有
害
巳
之
計
。
（
大
意
：
微
で
あ
り
、
妙
で
あ
り
、
将
と
間
に
は
疑
が
な
く
あ
る
べ
き
、
将
は
間
を
疑

す
れ
ば
全
滅
に
な
れ
、
間
は
将
を
疑
す
れ
ば
害
を
及
ぼ
さ
れ
る
。 

『
宋
本
十
一
家
注
孫
子
』
：
杜
牧
曰
言
每
事
皆
須
先
知
也
。
梅
堯
臣
曰
微
之
又
微
則
何
所
不
知
。
王

皙
曰
丁
寧
之
當
事
事
知
敵
之
情
也
。
張
預
曰
密
之
又
密
則
事
無
巨
細
皆
先
知
也
。
（
大
意
：
杜
牧
曰
：

す
べ
て
も
先
に
知
る
べ
し
。
梅
堯
臣
曰
：
微
小
な
事
に
も
注
意
す
れ
ば
な
ん
で
も
知
ら
れ
る
。
王
皙

曰
：
相
応
し
い
丁
寧
と
は
敵
の
す
べ
て
を
知
る
こ
と
。
張
預
曰
：
機
密
で
何
で
も
先
に
知
る
。
） 
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主
に
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
①
疑
を
持
た
な
く
間
を
使
う
。
②
す
べ
て
の
こ
と
を
先
に
早
く
知
っ
て

お
く
。
『
万
川
集
海
』
で
は
、
こ
れ
を
引
用
し
て
、
常
に
間
諜
を
用
い
て
、
す
べ
て
を
知
る
と
い
う
主

張
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
頻
繁
に
引
用
さ
れ
た
。 

④
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P

51
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
兵
書
曰
不
在
聖
智
不
能
用
間
不
在
仁
義
不
能
使
間
不
在
微
妙
不
能
得
間
之
實
矣
」 

現
代
語
訳
：P

5
2

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

君
主
に
聖
人
の
智
が
無
け
れ
ば
間
者
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
く
、
仁
儀
が
無
け
れ
ば
間
者
を
使
う

こ
と
も
で
き
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
非
聖
智
不
能
用
間
，
非
仁
義
不
能
使
間
，
非
微
妙
不
能
得
間
之
實
、
」 

比
較
： 

将
は
賢
明
、
仁
義
を
持
た
な
け
れ
ば
、
間
が
上
手
く
使
え
な
い
。
間
は
微
妙
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ

れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
が
得
ら
れ
な
い
。
将
に
対
し
て
、
こ
の
覚
悟
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。
『
万
川

集
海
』
で
は
、
忍
術
問
答
の
最
後
に
こ
れ
を
引
用
し
て
、
将
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
正
心
、
将
知
の
編
を
展
開
す
る
。 

⑤
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・532

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
明
君
賢
將
以
上
智
為
間
ト
必
為
大
功
」 

現
代
語
訳
：P

6
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

明
君
、
賢
将
は
上
智
を
以
て
間
と
行
動
す
る
な
ら
必
ず
大
功
成
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
故
明
君
賢
將
，
能
以
上
智
為
間
者
，
必
成
大
功
，
此
兵
之
要
，
三
軍
之
所
恃
而
動
也
、
」 

比
較
： 

『
孫
子
直
解
』
：
故
明
哲
之
君
賢
德
之
將
能
以
上
智
之
士
為
間
于
敵
者
必
成
大
功
此
兵
之
要
三
軍
之

所
以
倚
恃
而
動
也
。
（
大
意
：
賢
将
は
上
智
者
を
間
者
に
し
て
い
た
ら
必
ず
大
功
を
遂
げ
る
。
こ
れ
は

兵
の
要
で
全
軍
は
こ
と
を
以
て
動
く
） 

『
孫
子
書
校
解
引
類
』
：
言
反
間
至
重
當
以
上
智
者
爲
之
。
上
智
為
間
則
能
得
敵
之
情
而
不
受
敵
之

佞
。
（
大
意
：
反
間
は
一
番
重
要
で
、
上
智
者
と
す
べ
き
。
上
智
者
を
間
に
し
て
敵
の
実
情
を
知
り
、

敵
の
陰
謀
を
避
け
る
） 

上
智
者
と
い
う
の
は
賢
明
で
知
恵
あ
る
者
。
こ
の
よ
う
な
間
者
を
使
う
こ
と
で
、
大
功
を
遂
げ
る
。

将
だ
け
が
賢
明
で
あ
れ
ば
、
物
足
り
ず
、
間
諜
は
自
身
も
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
千
里
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馬
と
伯
楽
の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。
『
万
川
集
海
』
で
は
、
此
処
は
将
と
忍
者
の
あ
る
べ
き
関
係
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
た
め
、
特
に
問
題
が
な
い
。 

⑥
『
万
川
集
海
』
原 

文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
2

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
地
形
者
兵
之
助
也
料
敵
制
勝
計
險
阨
遠
近
上
將
之
道
也
知
此
而
用
戰
者
必
勝
不
知
之
而
用
戰

者
必
敗
ル
」 

現
代
語
訳
：P

3
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

地
形
は
兵
の
味
方
で
あ
る
。
名
将
は
そ
の
險
阻
遠
近
を
計
っ
て
作
戦
で
敵
を
倒
す
の
が
常
で
あ
る
。

こ
れ
を
心
得
て
い
る
者
は
勝
ち
、
心
得
て
い
な
い
者
は
負
け
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
地
形
） 

「
夫
地
形
者
，
兵
之
助
也
。
料
敵
制
勝
，
計
險
阨
遠
近
，
上
將
之
道
也
。
知
此
而
用
戰
者
，
必
勝
；
不

知
此
而
用
戰
者
必
敗
。
」 

比
較
： 

地
形
篇
か
ら
引
用
さ
れ
た
。
地
形
篇
は
主
に
地
形
に
つ
い
て
、
そ
の
種
類
、
特
徴
、
又
重
要
性
な
ど

を
論
じ
て
い
る
。
『
万
川
集
海
』
で
は
、
忍
び
は
戦
争
前
に
敵
地
に
忍
び
込
み
、
地
形
を
暗
記
し
、
地

図
を
描
く
。
地
図
が
あ
れ
ば
、
助
け
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
前
の
文
章
に
書
い
て
あ
る
た
め
、
引
用
に

適
し
て
い
た
だ
ろ
う
。 

⑦
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
2

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
又
曰
不
知
山
林
險
阻
沮
澤
之
形
者
，
不
能
行
軍
」 

現
代
語
訳
：P

6
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

山
林
の
険
阻
さ
や
沢
の
峻
緩
を
知
ら
ず
に
軍
を
送
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
九
地
） 

「
是
故
不
知
諸
侯
之
謀
者
，
不
能
預
交
，
不
知
山
林
險
阻
沮
澤
之
形
者
，
不
能
行
軍
，
不
用
郷
導
者
，

不
能
得
地
利
，
此
三
者
不
知
一
，
非
霸
王
之
兵
也
。
」 

比
較
： 

引
用
⑥
の
す
ぐ
後
に
書
か
れ
て
い
る
。
山
林
、
川
、
湿
地
な
ど
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
場
合
で
は
、

軍
を
動
か
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、
地
形
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
文
は
地

形
篇
で
な
く
、
九
地
篇
で
あ
る
。 

⑧
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
為
兵
之
事
也
在
順
詳
ニ
敵
ノ
意
合
力
一
向
千
里
ニ
メ
殺
將
，
是
謂
巧
ミ
能
成
事
」 
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現
代
語
訳
：P

6
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

軍
事
は
、
微
に
入
り
細
を
穿
っ
て
敵
の
作
戦
を
利
用
し
、
時
が
来
た
ら
一
丸
と
な
っ
て
た
だ
一
目
散

に
千
里
を
走
る
よ
う
に
一
気
に
敵
将
を
殺
す
。
こ
れ
こ
そ
巧
に
し
て
能
く
事
を
成
す
者
で
あ
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
九
地
） 

「
故
為
兵
之
事
，
在
于
順
詳
敵
之
意
，
併
力
一
向
，
千
里
殺
將
，
是
謂
巧
能
成
事
。
」 

比
較
： 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
故
に
、
兵
を
持
ち
、
作
戦
す
る
の
は
、
慎
ん
で
敵
の
意
図
を
考
察
し
て

か
ら
兵
力
を
集
中
し
て
攻
撃
し
、
千
里
で
も
、
敵
将
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
謀
略

を
巧
み
に
活
か
し
、
敵
を
打
ち
取
る
こ
と
で
あ
る
。 

『
孫
子
書
校
解
引
類
』
：
詳
張
賁
作
佯
是
也
順
奉
順
之
也
。
（
張
賁
に
よ
り
「
詳
」
は
「

佯
い
つ
わ
る

」
と

さ
れ
て
い
る
、
「
順
」
は
従
う
と
さ
れ
て
い
る
。
） 

こ
の
文
の
元
の
意
味
は
謀
に
よ
り
、
敵
を
倒
す
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と
を

指
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
た
の
は
、
忍
び
を
用
い
る
こ
と
で
、
敵
の
状
態
を
事
前
に

知
り
、
巧
み
な
戦
略
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

⑨
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
4

「
完
本
『
万
川
集
海
』
」
） 

「
孫
子
曰
出
其
所
不
趨
カ
趨
其
所
不
意
行
千
里
而
不
勞
者
行
於
無
人
之
地
攻
而
必
取
者
ハ
攻
其
ノ
所
不

守
也
。
」 

現
代
語
訳
：P

6
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

趨
か
ざ
る
そ
の
所
に
出
で
て
、
意
わ
ざ
る
そ
の
所
に
趨
く
。
千
里
を
行
き
て
労
せ
ざ
る
は
、
無
人
の

地
を
行
き
て
攻
め
、
守
ら
ざ
る
そ
の
所
を
攻
め
る
な
り
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
虚
実
） 

「
出
其
所
不
趨
，
趨
其
所
不
意
；
行
千
里
而
不
勞
者
，
行
于
無
人
之
地
也
；
攻
而
必
取
者
，
攻
其
所
不

守
也
、
」 

比
較
： 

忍
び
を
用
い
て
、
敵
の
不
備
の
と
こ
ろ
へ
入
り
、
情
報
を
と
り
、
こ
れ
を
以
て
、
勝
利
を
も
た
ら
す

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
引
用
は
相
応
し
い
。 

⑩
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
親
フ
メ
而
離
之
亦
曰
伐
交
」 

現
代
語
訳
：P

6
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

親
し
く
し
て
こ
れ
を
離
す
、
交
わ
り
を
伐
る
。 

『
孫
子
』
原
文
： 
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「
一
、
兵
者
，
詭
道
也
。
故
能
而
示
之
不
能
，
用
而
示
之
不
用
，
近
而
示
之
遠
，
遠
而
示
之
近
。
利
而

誘
之
，
亂
而
取
之
，
實
而
備
之
，
強
而
避
之
，
怒
而
撓
之
，
卑
而
驕
之
，
佚
而
勞
之
，
親
而
離
之
。
攻
其

無
備
，
出
其
不
意
，
此
兵
家
之
勝
，
不
可
先
傳
也
。
（
始
計
）
」 

「
二
、
故
上
兵
伐
謀
，
其
次
伐
交
，
其
次
伐
兵
，
其
下
攻
城
（
謀
攻
）
」 

比
較
： 

忍
び
を
敵
方
に
潜
入
さ
せ
、
讒
言
で
敵
の
和
を
砕
き
、
隙
を
作
る
。
故
に
「
親
而
離
之
」
。
ま
た
敵

と
隣
国
の
関
係
を
攪
乱
し
、
外
交
の
手
段
で
、
利
を
も
ら
う
。
故
に
「
伐
交
」
。 

⑪
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
上
兵
伐
謀
」 

現
代
語
訳
：P

3
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

優
秀
な
兵
は
謀
略
を
以
て
伐
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
謀
攻
） 

「
故
上
兵
伐
謀
，
其
次
伐
交
，
其
次
伐
兵
，
其
下
攻
城
。
」 

比
較
： 

忍
び
を
用
い
て
、
敵
の
隠
謀
密
計
を
聞
き
取
る
。
敵
の
作
戦
を
把
握
し
て
お
け
ば
、
容
易
に
勝
利
で

き
る
。
『
孫
子
』
の
「
謀
」
は
具
体
的
に
指
す
こ
と
は
な
く
、
敵
と
比
べ
、
深
く
考
え
、
敵
の
意
図
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
謀
略
で
敵
の
作
戦
を
破
壊
し
、
敵
を
敗
北
さ
せ
る
。
こ
れ
が
「
伐

謀
」
と
い
う
。 

⑫
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
微
哉
々
無
所
不
用
間
明
君
賢
將
所
以
動
而
勝
人
成
功
出
于
衆
者
先
知
也
先
知
者
不
可
取
於
鬼

神
不
可
象
於
事
不
可
驗
於
度
必
取
於
人
而
知
敵
之
情
者
也
五
間
俱
ニ
起
莫
知
其
道
是
謂
神
紀
人
君
ノ
宝
之

是
兵
也
要
三
軍
所
倚
テ
而
動
也
、
」 

現
代
語
訳
：P

7
0
 

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

明
君
名
将
は
動
く
と
勝
ち
、
そ
し
て
大
功
を
た
て
る
。
愚
将
と
の
違
い
は
、
名
将
は
ま
ず
敵
を
知
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
鬼
神
に
祈
っ
た
り
、
先
入
観
を
も
っ
た
り
、
回
数
を
重
ね
る
だ
け
で
は
駄

目
で
あ
る
。
明
君
名
将
は
必
ず
人
を
使
っ
て
敵
情
を
知
る
の
で
あ
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
微
哉
，
微
哉
，
無
所
不
用
間
也
。
故
明
君
賢
將
，
所
以
動
而
勝
人
，
成
功
出
于
眾
者
，
先
知
也
；
先

知
者
，
不
可
取
于
鬼
神
，
不
可
象
于
事
，
不
可
驗
于
度
；
必
取
于
人
，
知
敵
之
情
者
也
。
五
間
俱
起
，
莫

知
其
道
，
是
謂
神
紀
，
人
君
之
寶
也
。
故
明
君
賢
將
，
能
以
上
智
為
間
者
，
必
成
大
功
，
此
兵
之
要
，
三

軍
之
所
恃
而
動
也
。
」 
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比
較
： 

こ
の
内
容
は
多
数
に
合
わ
せ
て
引
用
さ
れ
た
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
： 

微
妙
、
微
妙
！
い
つ
、
ど
こ
で
も
間
諜
を
使
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
故
に
明
智
な
君
主
、
賢
明
な

将
軍
は
動
か
し
た
ら
必
ず
勝
ち
、
そ
の
功
績
は
大
衆
よ
り
遥
か
に
超
え
る
こ
と
は
、
事
前
に
敵
を
調
査

し
、
敵
情
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
事
前
に
敵
を
知
る
に
は
、
鬼
神
に
祈
っ
た
り
、
占
っ
た
り
、
経

験
を
基
づ
い
て
推
測
し
た
り
、
日
月
星
の
位
置
と
度
数
に
よ
り
計
算
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
必

ず
敵
情
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
敵
情
の
虚
実
を
把
握
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

五
つ
の
間
諜
を
同
時
に
使
い
、
十
分
に
作
用
を
活
か
す
れ
ば
、
味
方
の
意
図
が
隠
さ
れ
、
敵
を
迷
わ

せ
る
。
こ
れ
が

神じ
ん

紀き

と
言
い
、
國
君
の
宝
で
あ
る
。 

故
に
明
智
な
君
主
、
賢
明
な
将
軍
は
上
智
あ
る
者
を
間
諜
と
し
て
使
っ
た
ら
、
必
ず
大
功
を
と
る
。

こ
れ
が
兵
の
要
で
あ
り
、
軍
隊
全
体
も
間
諜
の
提
供
し
た
情
報
に
よ
り
、
相
応
し
い
行
動
を
と
る
わ
け

で
あ
る
。 

用
間
の
大
切
さ
、
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
間
諜
が
い
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
失
敗
に
な
る
。
忍

び
も
同
じ
く
、
非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
。 

⑬
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
相
守
数
年
以
爭
一
日
之
勝
而
愛
爵
祿
百
金
不
知
敵
之
情
者
不
仁
之
至
也
非
人
之
將
也
非
主
之

佐
也
非
勝
之
主
也
」 

現
代
語
訳
：P

7
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

何
年
も
対
峙
し
て
い
る
の
に
、
昇
級
や
法
外
の
褒
美
を
求
め
て
一
日
だ
け
の
勝
を
争
う
例
も
あ
る
。

敵
の
情
報
に
疎
い
の
は
将
の
仁
徳
が
部
下
に
行
き
届
い
て
い
な
い
証
だ
。
こ
れ
で
は
部
下
の
上
に
立
つ

べ
き
資
格
も
な
く
、
主
君
の
助
け
に
も
な
ら
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
孫
子
曰
：
凡
興
師
十
萬
，
出
征
千
里
，
百
姓
之
費
，
公
家
之
奉
，
日
費
千
金
，
内
外
騷
動
，
怠
于
道

路
，
不
得
操
事
者
，
七
十
萬
家
，
相
守
數
年
，
以
爭
一
日
之
勝
，
而
愛
爵
祿
百
金
，
不
知
敵
之
情
者
，
不

仁
之
至
也
，
非
人
之
將
也
，
非
主
之
佐
也
，
非
勝
之
主
也
。
」 

比
較
： 

⑫
の
後
に
す
ぐ
付
い
て
い
る
、
「
孫
子
」
の
元
の
意
味
と
し
て
、
事
前
に
敵
情
を
知
る
の
が
大
変
重

要
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
用
間
を
上
手
に
使
う
こ
と
。
こ
こ
に
は
特
に
問
題
が
な
い
。 

⑭
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
用
而
示
之
不
用
」 
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現
代
語
訳
：P

7
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

間
者
を
用
い
て
も
、
用
い
た
事
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
始
計
） 

「
兵
者
，
詭
道
也
。
故
能
而
示
之
不
能
，
用
而
示
之
不
用
，
近
而
示
之
遠
，
遠
而
示
之
近
。
利
而
誘

之
，
亂
而
取
之
，
實
而
備
之
，
強
而
避
之
，
怒
而
撓
之
，
卑
而
驕
之
，
佚
而
勞
之
，
親
而
離
之
。
攻
其
無

備
，
出
其
不
意
，
此
兵
家
之
勝
，
不
可
先
傳
也
。
」 

比
較
： 

『
七
書
直
解
』
：
本
用
其
人
而
示
敵
以
不
用
。
（
そ
の
人
を
用
い
る
が
、
敵
に
用
い
な
い
よ
う
に
見

せ
る
）
。
忍
び
は
隠
密
性
が
高
い
た
め
、
常
に
ば
れ
な
い
よ
う
に
行
動
す
べ
き
で
、
将
軍
も
こ
の
点
に

つ
い
て
も
心
掛
け
る
は
ず
で
あ
る
。 

⑮
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
事
莫
密
於
間
」 

現
代
語
訳
：P

7
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

用
間
以
上
の
秘
密
は
他
に
は
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
故
三
軍
之
事
，
親
莫
親
于
間
，
賞
莫
厚
于
間
，
事
莫
密
于
間
，
非
聖
智
不
能
用
間
，
非
仁
義
不
能
使

間
，
非
微
妙
不
能
得
間
之
實
。
」 

比
較
： 

何
の
こ
と
で
も
、
間
諜
よ
り
秘
密
の
も
の
は
な
い
。 

＊
こ
の
引
用
の
す
ぐ
あ
と
に
、
『
十
一
家
注
孫
子
』
の
引
用
も
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
出
口
入
耳
将
与

間
聞
知
其
事
而
已
」
。
こ
れ
は
元
々
別
の
文
だ
が
、
引
用
の
際
に
一
つ
の
文
に
し
た
。 

「
杜
牧
曰
出
口
入
耳
也
『
密
』
一
作
『
審
』
」
：
杜
牧
曰
：
口
で
話
し
た
ら
、
他
人
の
耳
に
入
る
。

密
は
「
審
」
と
も
さ
れ
て
い
る
。
（
「
審
」
：
謹
慎
、
慎
む
） 

「
張
預
曰
惟
將
與
間
得
聞
其
事
非
密
與
」
：
張
預
曰
将
と
間
だ
け
は
そ
の
事
が
聞
け
る
か
ら
、
秘
密

で
は
な
い
か
。 

忍
び
の
秘
密
性
が
説
か
れ
て
い
る
た
め
、
疑
問
な
い
。 

⑯
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
有
間
事
未
発
而
先
聞
者
則
聞
ト
与
所
告
者
皆
死
」 

現
代
語
訳
：P

7
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

間
者
の
事
が
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
に
其
の
事
を
聞
く
者
が
あ
れ
ば
、
聞
く
者
と
告
げ
た
者
と
を

即
刻
殺
せ
。 
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『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
間
事
未
發
而
先
聞
者
，
間
與
所
告
者
皆
死
。
」 

比
較
： 

機
密
情
報
が
漏
れ
た
ら
、
軍
隊
は
勿
論
、
国
に
も
被
害
を
及
ぼ
す
の
で
、
厳
し
く
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

『
宋
本
十
一
家
注
孫
子
』
：
梅
堯
臣
曰
殺
間
者
惡
其
泄
殺
告
者
滅
其
言
。
（
梅
堯
臣
曰
：
間
者
を
殺

す
の
は
機
密
情
報
を
漏
ら
し
た
の
で
あ
り
、
被
告
者
を
殺
す
の
は
こ
れ
以
上
で
、
他
の
人
に
情
報
を
漏

ら
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
） 

矛
盾
が
な
い
引
用
で
あ
ろ
う
。 

⑰
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

54
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
非
聖
者
不
能
知
間
ノ
實
」 

現
代
語
訳
：P

7
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

主
君
が
聖
智
で
な
け
れ
ば
、
間
者
の
実
際
を
知
る
事
は
出
来
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
故
三
軍
之
事
，
親
莫
親
于
間
，
賞
莫
厚
于
間
，
事
莫
密
于
間
，
非
聖
智
不
能
用
間
，
非
仁
義
不
能
使

間
，
非
微
妙
不
能
得
間
之
實
。
」 

比
較
： 

完
全
引
用
で
な
く
、
別
の
文
と
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
文
を
作
っ
た
「
忍
者
可
召
仕
次
第
ノ
事
」
の
所

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
全
部
十
件
の
事
で
、
こ
れ
を
見
極
め
る
の
に
、
主
君
に
必
ず
知
恵
深
く
賢
明
で

あ
る
人
を
要
求
す
る
。
故
に
非
聖
者
不
能
知
間
ノ
實
。 

⑱
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
七
・
将
知
四
・P

55
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
形
兵
之
極
リ
至
於
無
形
則
深
間
不
能
窺
智
者
モ
不
能
謀
ヿ
」 

現
代
語
訳
：P

8
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

兵
の
形
が
理
想
の
極
み
で
あ
れ
ば
無
形
と
な
り
、
無
形
で
あ
れ
ば
有
能
な
間
者
で
あ
っ
て
も
偵
察
不

能
で
あ
り
、
智
者
で
あ
っ
て
も
謀
略
が
か
な
わ
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
虚
実
） 

「
故
形
兵
之
極
，
至
于
無
形
；
無
形
，
則
深
間
不
能
窺
，
智
者
不
能
謀
。
」 

比
較
： 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
故
に
敵
に
形
を
示
す
手
段
は
無
限
で
あ
る
。
最
高
の
境
界
は
無
形
で
あ

る
。
無
形
で
あ
れ
ば
、
深
く
隠
れ
て
い
る
間
諜
で
も
わ
が
虚
実
が
わ
か
ら
ず
、
智
者
で
も
相
応
し
い
謀

略
が
た
て
ら
れ
ぬ
。 
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敵
忍
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
軍
評
判
や
備
定
な
ど
を
す
る
方
法
で
、
重
要
な
の
は
命
令
に
従
う
こ
と

だ
と
説
か
れ
て
い
る
。
士
卒
は
将
の
下
知
を
直
ち
に
素
直
に
従
う
こ
と
か
ら
、
隙
が
少
な
い
と
い
え

る
。 『

万
川
集
海
』
で
は
、
「
孫
子
」
と
違
い
、
常
に
具
体
的
な
内
容
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
引

用
も
そ
う
で
あ
る
。
矛
盾
と
は
い
え
な
い
が
、
理
論
に
従
い
、
具
体
的
な
や
り
方
を
説
明
し
て
い
る
。 

⑲
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

56
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
善
戰
者
無
智
名
無
勇
名
」 

現
代
語
訳
：P

9
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

善
戦
す
る
者
に
知
名
無
く
勇
名
な
し
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
軍
形
） 

「
古
之
善
戰
者
，
勝
于
易
勝
者
；
故
善
戰
者
之
勝
也
，
無
智
名
，
無
勇
功
。
」 

比
較
： 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
「
平
素
か
ら
名
前
と
技
術
を
秘
匿
し
て
お
く
事
」
と
述
べ
ら
れ
、
忍
び
（
使

わ
れ
る
手
）
に
要
求
す
る
。
す
な
わ
ち
、
忍
び
は
ど
ん
な
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
常
に
自
分
が
忍
び
で

あ
る
こ
と
を
隠
れ
て
お
き
、
い
ざ
と
な
る
と
、
密
か
に
大
功
を
遂
げ
て
、
名
を
残
さ
な
い
と
い
う
。
こ

れ
こ
そ
が
著
者
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
、
『
孫
子
』
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
将
軍
の
こ
と
（
或
い
は
主
君
、
使
う
手
）
を
言
っ
て
い

る
。
現
代
語
訳
で
す
る
と
、 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
昔
、
戦
争
に
長
け
る
と
言
わ
れ
る
人
は
い
つ
も
容
易
く
敵
に
勝
つ
と
見

え
る
。
そ
れ
で
、
戦
争
に
長
け
る
人
の
勝
利
は
、
知
恵
の
名
声
は
な
く
、
武
勇
の
戦
功
も
な
い
。 

つ
ま
り
、
能
く
戦
う
将
軍
は
戦
争
を
起
こ
す
た
び
に
簡
単
に
勝
た
れ
る
た
め
、
目
立
た
な
い
で
済

む
。
そ
れ
で
智
名
、
勇
功
な
ど
も
な
い
。 

両
方
は
対
象
が
違
う
が
、
『
万
川
集
海
』
の
ほ
う
が
間
違
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
『
孫
子
』
の
理
論

を
参
考
に
し
て
、
新
に
忍
び
に
要
求
す
る
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ
る
。 

⑳
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

56
2

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
始
ニ
ハ
如
處
女
後
ニ
ハ
如
脱
兔
敵
不
及
拒
」 

現
代
語
訳
：P

9
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

始
め
に
は
処
女
の
如
く
、
後
に
は
脱
兎
の
如
く
、
敵
拒
む
こ
と
及
ば
ず
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
九
地
） 

「
是
故
始
如
處
女
，
敵
人
開
戸
，
後
如
脱
兔
，
敵
不
及
拒
。
」 

比
較
： 
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『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
決
戦
の
前
に
処
女
の
よ
う
に
沈
着
し
、
後
は
逃
げ
出
し
た
兎
の
よ
う
に

迅
速
に
行
動
す
る
こ
と
で
、
敵
を
迷
わ
せ
抵
抗
で
き
な
く
な
る
。 

こ
の
部
分
は
く
ノ
一
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
男
が
難
し
い
場
合
で
は
「
く
ノ
一
」
を
利
用
し
て
、

敵
が
思
え
な
い
こ
と
で
、
任
務
を
達
成
す
る
。
故
に
「
始
ニ
ハ
如
處
女
後
ニ
ハ
如
脱
兔
敵
不
及
拒
」
の

よ
う
で
あ
る
。 

㉑
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

56
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
非
聖
智
不
能
用
於
間
非
仁
義
不
能
使
於
間
非
微
妙
不
能
得
於
間
之
實
三
軍
之
事
莫
親
於
間
賞

莫
厚
於
間
事
ハ
莫
密
於
間
」 

現
代
語
訳
：P

1
00

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

将
は
聖
知
で
な
け
れ
ば
間
者
を
使
う
事
は
叶
わ
ず
、
仁
義
が
無
け
れ
ば
間
者
を
使
う
事
も
出
来
な

く
、
心
細
や
か
で
な
け
れ
ば
間
者
を
使
う
事
は
出
来
な
い
。
全
軍
に
対
し
て
も
、
間
者
ほ
ど
直
接
影
響

を
及
ぼ
す
者
は
な
く
、
褒
賞
も
間
者
ほ
ど
厚
い
者
も
な
く
、
事
の
中
味
は
間
者
よ
り
密
接
で
あ
る
も
の

は
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
故
三
軍
之
事
，
親
莫
親
于
間
，
賞
莫
厚
于
間
，
事
莫
密
于
間
，
非
聖
智
不
能
用
間
，
非
仁
義
不
能
使

間
，
非
微
妙
不
能
得
間
之
實
。
」 

比
較
： 

重
複
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
、
恩
賞
が
少
な
い
者
を
間
諜
と
し
て
用
い
る
場
合
に
お
け

る
将
軍
の
や
り
方
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
で
あ
る
。
「
非
聖
智
不
能
用
於
間
」
「
非
微
妙
不
能
得

於
間
之
實
」
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。 

㉒
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

56
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
反
間
者
因
其
敵
間
而
用
之
又
曰
必
索
敵
人
之
間
之
來
間
我
者
，
因
而
利
之
導
而
舍
之
故
反
間

可
得
使
也
因
是
而
知
之
故
ニ
郷
間
内
間
可
得
而
使
也
因
是
而
知
之
故
ニ
死
間
ハ
為
誑
事
可
使
告
敵
因
是
而

知
之
故
生
間
可
使
如
期
五
間
之
事
主
必
知
之
知
之
必
在
反
間
故
反
間
不
可
不
厚
」 

現
代
語
訳
：P

1
02

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

反
間
は
そ
の
敵
間
に
よ
っ
て
こ
れ
を
用
い
る
云
々
。
敵
の
間
者
が
来
て
味
方
を
偵
察
す
る
者
を
捕
ま

え
、
そ
れ
に
利
を
与
え
て
反
間
に
し
、
味
方
と
し
て
留
め
て
置
く
。
こ
れ
で
反
間
が
出
来
た
の
で
、
今

度
は
こ
の
反
間
を
使
っ
て
敵
の
様
態
を
知
る
事
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
反
間
の
人
間
関
係
で
敵
の
住
民

を
郷
間
と
し
、
官
人
は
内
間
と
し
て
使
う
事
が
出
来
る
。
郷
間
、
内
間
か
ら
敵
状
を
知
り
得
る
の
で
、

今
度
は
死
間
を
送
り
込
ん
で
敵
に
偽
の
情
報
を
流
す
。
さ
ら
に
得
ら
れ
る
情
報
も
増
え
て
敵
状
の
詳
細



二〇 

を
知
り
、
仕
上
げ
は
生
間
を
好
機
に
使
う
こ
と
に
な
る
。
君
主
は
五
間
の
使
い
方
の
心
得
が
必
須
で
あ

る
。
将
軍
は
、
反
間
が
最
重
要
で
あ
る
事
を
理
解
し
、
厚
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
反
間
者
，
因
其
敵
間
而
用
之
。
必
索
敵
間
之
來
間
我
者
，
因
而
利
之
，
導
而
舍
之
，
故
反
間
可
得
而

使
也
。
因
是
而
知
之
，
故
郷
間
内
間
可
得
而
使
也
；
因
是
而
知
之
，
故
死
間
為
誑
事
，
可
使
告
敵
；
因
是

而
知
之
，
故
生
間
可
使
如
期
。
五
間
之
事
，
主
必
知
之
，
知
之
必
在
于
反
間
，
故
反
間
不
可
不
厚
也
。
」 

比
較
： 

 

天
唾
術
と
は
天
に
向
か
っ
て
唾
を
吐
け
ば
唾
が
自
分
に
落
ち
る
の
と
同
じ
で
、
敵
か
ら
味
方
に
入
っ

た
忍
者
が
、
か
え
っ
て
敵
の
害
に
な
る
こ
と
と
現
代
語
訳
で
書
か
れ
て
い
る
。
天
唾
術
は
「
五
間
」
の

「
反
間
」
に
あ
た
る
。
引
用
さ
れ
た
内
容
だ
が
、
反
間
の
意
味
、
そ
し
て
反
間
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

事
で
あ
る
た
め
、
相
応
し
い
。 

㉓
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

57
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
兵
者
詭
道
也
故
能
而
示
之
不
能
用
而
示
之
不
用
近
而
示
之
遠
遠
而
示
之
近
」 

現
代
語
訳
：P

1
03

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

兵
者
は
詭
道
〔
人
を
欺
い
て
進
道
〕
な
り
、
故
に
能
く
て
も
能
く
な
い
よ
う
に
振
る
舞
い
、
用
い
て

も
用
い
な
い
よ
う
な
ふ
り
を
す
る
。
近
づ
い
て
も
遠
ざ
か
る
よ
う
に
示
し
、
遠
ざ
か
っ
て
も
近
づ
く
よ

う
に
振
舞
う
云
々
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
始
計
） 

「
兵
者
，
詭
道
也
。
故
能
而
示
之
不
能
，
用
而
示
之
不
用
，
近
而
示
之
遠
，
遠
而
示
之
近
。
」 

比
較
： 

敵
忍
が
味
方
の
城
陣
に
忍
び
込
ん
で
塀
下
の
石
塁
辺
り
に
来
た
ら
、
気
づ
か
な
い
ふ
り
を
し
て
味
方

の
計
略
事
な
ど
を
偽
り
話
で
さ
り
げ
な
く
聞
か
せ
、
敵
忍
を
味
方
の
忍
者
と
し
て
利
用
す
る
。
こ
れ
も

「
反
間
」
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
か
ら
、
趙
奢
が
敵
の
間
者
に
間
違
っ
た
情
報
を
持
た
せ
、
敵
を
敗
北
さ

せ
る
事
を
例
に
し
て
挙
げ
、
そ
れ
か
ら
こ
の
引
用
が
出
た
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
兵
を
用
い
て
戦
争
を
す
る
こ
と
は
常
に
変
幻
す
る
詭
詐
の
事
で
あ
る
。

故
に
戦
い
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
味
方
が
弱
く
て
戦
争
で
き
な
い
ふ
り
を
し
、
兵
を
用
い
て
行
動

し
よ
う
と
す
る
と
き
に
用
い
な
い
ふ
り
を
し
、
近
く
で
行
動
し
よ
う
と
す
る
時
に
遠
く
で
行
動
す
る
ふ

り
を
し
、
遠
く
で
行
動
し
よ
う
と
す
る
時
に
近
く
で
行
動
す
る
ふ
り
を
す
る
。 

忍
び
の
使
い
道
も
詭
道
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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㉔
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
九
・
陽
忍
中
・P

57
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
凡
軍
之
所
欲
擊
城
之
所
欲
攻
人
之
所
欲
殺
必
先
知
其
守
將
左
右
謁
者
門
者
舍
人
之
姓
名
令
吾

間
必
索
知
之
」 

現
代
語
訳
：P

1
06

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

敵
軍
を
討
つ
時
、
敵
城
を
攻
撃
す
る
時
、
そ
し
て
敵
要
人
を
殺
す
時
必
ず
ま
ず
そ
の
将
の
側
近
、
取

次
人
、
門
番
、
舎
人
〔
高
官
付
き
の
雑
務
係
〕
の
姓
名
を
知
り
、
間
者
を
放
っ
て
こ
れ
ら
を
索
知
さ
せ

る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
凡
軍
之
所
欲
擊
，
城
之
所
欲
攻
，
人
之
所
欲
殺
；
必
先
知
其
守
將
，
左
右
，
謁
者
，
門
者
，
舍
人
之

姓
名
，
令
吾
間
必
索
知
之
。
」 

比
較
： 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
凡
そ
す
べ
て
の
攻
め
よ
う
と
す
る
敵
軍
、
城
池
、
必
ず
消
滅
す
る
敵
の

人
員
、
我
が
方
は
必
ず
事
前
に
敵
の
将
軍
、
そ
の
心
腹
、
来
客
の
接
待
を
す
る
官
員
、
当
番
、
謀
士
な

ど
の
人
の
名
前
を
知
っ
て
お
き
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
我
ら
の
間
諜
に
全
面
的
に
間
違
い
な
く
把
握
さ
せ

る
と
命
じ
る
。 

『
万
川
集
海
』
： 

畧
本
術
七
箇
条 

一
、
敵
ノ
城
陣
ノ
様
体
ハ
不
及
言
ニ

敵
方
ノ
老
中
物
頭
奉
行
近
習
又
ハ
出
頭
人
或
ハ
軍
者
奏
者
使
番

等
ノ
姓
名
又
居
宅
ノ
在
所
ハ
テ
能
々
尋
問
ヒ

識
ス
ベ
キ
也
。 

ほ
ぼ
同
じ
の
内
容
な
の
で
、
問
題
な
し
。 

㉕
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
・
陽
忍
下
・P

59
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
仗
而
立
者
飢
也
」 

現
代
語
訳
：P

1
23

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

杖
で
立
つ
者
は
餓
え
て
い
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
行
軍
） 

仗
而
立
者
，
飢
也
。 

比
較
： 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
敵
の
飢
え
て
疲
れ
た
様
子
を
察
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
引
用
さ
れ
た
。 

城
陣
を
外
か
ら
窺
う
十
か
条 

九
、
敵
は
気
持
ち
が
弛
ん
で
締
ま
り
が
な
い
の
か
、
飢
え
て
疲
れ
た
の
か
を
見
る
事
。 

『
宋
本
十
一
家
注
孫
子
』
：
杜
佑
曰
依
仗
矛
戟
而
立
者
，
飢
之
意
。
（
杜
佑
曰
：
杖
、
矛
戟
な
ど
に

偏
っ
て
立
つ
者
は
飢
え
て
い
る
） 
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『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
敵
兵
が
拄
杖
を
し
て
立
つ
の
は
飢
え
る
意
味
で
あ
る
。 

周
り
の
草
木
、
城
中
の
煙
、
馬
の
い
な
な
き
な
ど
に
よ
り
、
敵
が
飢
え
て
い
る
の
を
判
断
す
る
。 

最
後
に
「
仗
而
立
者
飢
也
」
と
引
用
し
て
、
信
憑
性
を
高
く
し
、
一
つ
の
方
法
と
し
て
も
勉
強
す
べ

き
で
あ
る
。
疑
問
点
が
な
い
。 

㉖
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
・
陽
忍
下
・P

59
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
有
險
阻
潢
井
蒹
葭
林
木
翳
薈
者
必
謹
覆
索
之
此
伏
姦
之
所
也
」 

現
代
語
訳
：P

1
25

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

険
阻
、
水
溜
り
、
葦
、
森
林
、
草
木
の
茂
み
が
あ
る
所
は
必
ず
丁
寧
に
こ
れ
を
捜
索
せ
よ
。
伏
姦
の

居
る
所
で
あ
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
行
軍
） 

「
軍
旁
有
險
阻
、
潢
井
、
蒹
葭
、
林
木
、
翳
薈
者
，
必
謹
覆
索
之
，
此
伏
姦
之
所
也
。
」 

比
較
： 

『
万
川
集
海
』
： 

伏
蟠
の
有
無
を
見
分
け
る
五
箇
条 

一
、
伏
蟠
が
隠
れ
居
る
場
所
は
森
、
林
、
藪
、
谷
合
、
山
影
、
堤
の
裏
、
溝
川
の
中
、
葦
の
茂
み
の

中
、
深
野
、
麦
畑
な
ど
で
あ
る
。 

そ
れ
か
ら
、
『
孫
子
』
の
引
用
が
あ
る
。
伏
兵
が
あ
る
場
所
の
紹
介
と
し
て
、
と
て
も
相
応
し
い
。 

㉗
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
・
陽
忍
下
・P

59
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
鳥
起
者
伏
也
」 

現
代
語
訳
：P

1
26

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

鳥
が
飛
立
つ
時
は
伏
兵
が
い
る
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
行
軍
） 

「
鳥
起
者
，
伏
也
。
」 

比
較
： 

こ
れ
が
と
て
も
有
名
だ
が
、
鳥
の
様
子
に
よ
り
、
伏
兵
の
有
無
を
判
断
す
る
。
疑
問
な
し
。 

㉘
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
・
陽
忍
下
・P

59
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
獸
駭
者
覆
也
」 

現
代
語
訳
：P

1
26

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

獣
が
驚
く
の
は
伏
兵
な
り
。
『
孫
子
』
原
文
：
（
行
軍
） 
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『
孫
子
』
原
文
：
（
行
軍
） 

「
獸
駭
者
，
覆
也
。
」 

比
較
： 

こ
れ
も
伏
兵
に
つ
い
て
の
内
容
だ
が
、
伏
兵
が
来
る
と
、
山
野
の
獣
は
驚
か
さ
れ
、
必
ず
走
出
る
。

伏
兵
の
判
断
方
法
と
い
う
こ
と
で
特
に
疑
問
は
な
い
。 

㉙
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
一
・
陰
忍
上
・P

61
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
無
約
而
請
和
者
謀
也
」 

現
代
語
訳
：P

1
33

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

約
無
く
し
て
和
を
請
う
は
謀
な
り
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
行
軍
） 

「
無
約
而
請
和
者
，
謀
也
。
」 

比
較
： 

現
代
語
訳
の
本
文
を
あ
げ
る
： 

「
十
四
、
敵
が
和
を
請
う
時
は
実
と
計
と
を
考
え
て
大
将
と
評
議
を
重
ね
て
対
応
す
る
事
。 

敵
を
討
つ
と
思
う
時
は
、
必
ず
心
が
揺
れ
動
く
。
だ
か
ら
そ
の
動
揺
を
見
破
る
目
利
き
が
肝
要
で
あ

る
。
『
孫
子
』
に
「
約
無
く
し
て
和
を
請
う
は
謀
な
り
」
と
あ
る
。
」 

引
用
さ
れ
た
内
容
は
一
つ
の
注
意
点
と
し
て
、
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。 

㉚
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
一
・
陰
忍
上
・P

61
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孫
子
曰
朝
氣
ハ
鋭
昼
ノ
氣
惰
暮
氣
ハ
歸
避
其
鋭
ノ
氣
擊
其
惰
気
」 

現
代
語
訳
：P

1
35

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

朝
気
は
鋭
、
昼
の
気
は
惰
、
暮
気
は
帰
。
其
の
鋭
気
を
避
け
て
其
の
惰
気
を
撃
つ
。 

『
孫
子
』
原
文
：
（
軍
争
） 

「
是
故
朝
氣
鋭
，
晝
氣
惰
，
暮
氣
歸
；
故
善
用
兵
者
，
避
其
鋭
氣
，
擊
其
惰
歸
，
此
治
氣
者
也
。
」 

比
較
： 

こ
れ
が
惰
気
に
入
る
術
八
箇
条
の
所
で
の
引
用
で
あ
る
。 

本
文
に
お
い
て
、
「
此
語
軍
法
ノ
事
ノ
ミ
二
メ
忍
者
ノ
用
ニ

非
ス

ナ
ド
心
得
テ
必
ス

忽

ユ
ル
カ
セ
ニ
ス
ル

ヿ
」
ま

た
「
鋭
」
「
惰
」
「
歸
」
に
つ
い
て
、
た
だ
い
う
だ
け
で
、
そ
の
解
釈
は
な
い
。 

引
用
さ
れ
た
内
容
は
実
に
忍
び
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
著
者
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
人
の
「
鋭
」

「
惰
」
「
歸
」
は
ど
う
や
っ
て
分
か
る
だ
ろ
う
。
或
は
最
初
は
始
ま
り
の
た
め
「
鋭
」
で
あ
る
、
そ
れ

か
ら
「
惰
」
、
最
後
は
「
歸
」
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
は
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
「
鋭
」
「
惰
」
「
歸
」

と
い
う
理
論
は
『
万
川
集
海
』
で
は
他
の
所
に
も
触
れ
て
い
る
。 
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ま
と
め
：  

以
上
の
三
十
箇
条
は
『
孫
子
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
最
初
の
序
か

ら
、
巻
十
一
ま
で
、
幅
広
く
引
用
さ
れ
た
こ
と
で
孫
子
思
想
に
強
く
影
響
さ
れ
た
と
い
え
る
。
例
え

ば
、
忍
者
の
隠
密
性
か
ら
「
兵
は
詭
道
な
り
」
、
「
よ
く
戦
う
者
の
勝
つ
や
、
智
名
な
く
、
勇
功
な

し
」
。
忍
者
は
で
き
る
だ
け
戦
い
を
避
け
る
こ
と
か
ら
「
上
兵
は
謀
を
伐
つ
」
「
戦
わ
ず
に
し
て
人
の

兵
を
屈
す
る
は
、
善
の
善
な
る
も
の
な
り
」
な
ど
。 

な
お
、
こ
の
三
十
の
引
用
の
中
に
は
「
用
間
篇
」
は
一
番
多
く
、
十
一
あ
り
、
「
用
間
篇
」
の
内
容

も
殆
ど
引
用
さ
れ
た
。
「
五
間
」
の
「
郷
間
」
、
「
内
間
」
、
「
反
間
」
、
「
死
間
」
は
す
べ
て
陽
忍

の
術
に
あ
た
る
［9

］

。
「
生
間
」
は
生
き
返
っ
て
情
報
を
出
す
こ
と
で
、
任
務
を
遂
げ
て
戻
る
忍
者
に
あ

た
る
。 

現
代
語
訳
の
箇
所
は
特
に
問
題
が
な
い
。
『
孫
子
』
は
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
世
界
で
も
有
名
な
兵

法
書
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
『
万
川
集
海
』
で
は
『
孫
子
』
か
ら
の
引
用
が
最
も
多
い
。
そ
の
内
容
か

ら
み
る
と
、
著
者
は
十
分
『
孫
子
』
を
読
ん
で
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、
参
考
に
し
て
『
万
川
集
海
』

を
書
い
た
と
推
測
す
る
。
あ
る
所
は
少
々
不
自
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
孫
子
』
の
全
体
引
用
か
ら
み

る
と
、
特
に
お
か
し
く
な
い
。 

忍
び
は
日
本
独
自
の
職
業
と
文
化
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
、

『
孫
子
』
が
一
番
古
い
。
初
め
て
「
間
」
に
つ
い
て
論
じ
た
兵
法
書
で
あ
り
、
『
万
川
集
海
』
の
ほ
か

に
、
い
く
つ
か
の
忍
術
書
に
も
「
五
間
」
を
多
く
引
用
し
た
こ
と
か
ら
、
『
孫
子
』
は
忍
び
の
起
源
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
時
代
に
合
わ
せ
て
『
孫
子
』
の
影
響
と
と
も
に
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
忍
者
は
、

『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
陽
忍
の
他
、
高
い
暗
殺
技
術
を
持
つ
陰
忍
も
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
陰
忍
は

（
ま
た
は
忍
器
）
『
孫
子
』
に
は
な
い
。
『
孫
子
』
全
篇
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
使
う
手
に
用
い
る
兵

法
で
あ
り
、
理
論
的
な
謀
略
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
万
川
集
海
』
に
お
い
て

は
、
使
わ
れ
る
手
す
な
わ
ち
忍
者
に
具
体
的
な
や
り
方
を
説
明
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
具

体
的
な
や
り
方
は
『
孫
子
』
の
理
論
に
強
く
影
響
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
『
万
川
集
海
』
で
は
、
た

だ
の
引
用
で
は
な
く
、
こ
の
引
用
の
道
理
を
も
考
え
、
そ
の
道
理
に
従
い
、
ふ
さ
わ
し
い
行
動
あ
る
い

は
や
り
方
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
『
孫
子
』
は
君
主
と
将
に
要
求
す
る
こ
と
と
違
い
、

『
万
川
集
海
』
は
忍
者
に
強
く
「
正
心
」
（
仁
義
忠
信
）
を
求
め
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。 
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〈
第
三
節
〉
『
六
韜
』 

『
六
韜
』
は
、
中
国
の
代
表
的
な
兵
法
書
で
、
武
経
七
書
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
『
三
略
』

と
併
称
さ
れ
る
。
「
韜
」
は
剣
や
弓
な
ど
を
入
れ
る
袋
の
こ
と
で
、
秘
訣
を
意
味
し
て
い
る
。
一
巻
に

「
文
韜
」
「
武
韜
」
、
二
巻
に
「
龍
韜
」
「
虎
韜
」
、
三
巻
に
「
豹
韜
」
「
犬
韜
」
の
六
〇
編
か
ら
成

り
、
全
編
は
太
公
望
呂
尚
が
周
の
文
王
・
武
王
に
兵
学
を
指
南
す
る
設
定
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
で

も
「
虎
の
巻
（
虎
韜
）
」
は
、
兵
法
の
極
意
と
し
て
慣
用
句
に
も
な
っ
て
い
る
。 

一
九
七
二
年
、
山
東
省
銀
雀
山
に
お
い
て
前
漢
代(

B.C
.2
06

～8)

の
墳
墓
か
ら
現
行
本
『
六
韜
』
の

一
部
が
竹
簡
と
し
て
出
土
し
た
。
『
六
韜
』
の
原
形
が
、
戦
国
時
代
末
期
か
ら
前
漢
代
に
か
け
て
す
で

に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
兵
法
書
と
し
て
の
『
六
韜
』
は
、
呂
尚
に
仮

託
し
て
、
後
世
の
人
が
書
い
て
、
後
漢
代
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

日
本
で
は
、
朝
廷
の
書
物
を
管
理
し
て
い
た
大
江
維
時
が
一
〇
世
紀
初
め
の
九
三
〇
年
頃
、
唐
か
ら

『
六
韜
』
『
三
略
』
お
よ
び
『
軍
勝
図
』
（
諸
葛
亮
の
八
陣
図
）
を
持
ち
か
え
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
兵

書
を
「
人
の
耳
目
（
じ
も
く
）
を
惑
わ
す
も
の
」
と
し
、
大
江
家
に
の
み
伝
え
、
他
家
に
秘
し
て
、
し

ば
ら
く
の
間
は
広
ま
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
大
江
家
が
兵
書
を
伝
え
た
の
は
、
古
代
で
は
天
皇
の
勅

命
で
や
む
を
え
ず
の
場
合
）
。
こ
の
ほ
か
、
源
義
経
が
陰
陽
術
師
の
鬼
一
法
眼
か
ら
譲
り
受
け
た
と
い

う
伝
説
や
、
大
化
の
改
新
の
際
に
中
臣
鎌
足
が
暗
唱
す
る
ほ
ど
読
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
る
［1

0

］

。
『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
『
六
韜
』
か
ら
の
引
用
は
全
部
で
六
箇
条
で
あ
る
。 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
六
韜
曰
是
以
疾
雷
不
及
掩
耳
迅
電
不
及
瞑
目
」 

現
代
語
訳
：P

6
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

疾
雷
に
耳
を
覆
う
必
要
な
く
、
迅
電
に
目
を
閉
じ
る
必
要
も
な
い
。 

『
六
韜
』
原
文
：
（
龍
韜
軍
勢
） 

「
善
者
，
見
利
不
失
，
遇
時
不
疑
。
失
利
後
時
，
反
受
其
殃
。
故
智
者
從
之
而
不
釋
，
巧
者
一
決
而
不

猶
豫
。
是
以
疾
雷
不
及
掩
耳
，
迅
電
不
及
瞑
目
。
」 

比
較
： 

『
孫
子
』
引
用
の
⑨
の
す
ぐ
あ
と
、
こ
の
引
用
が
あ
る
。 

現
代
語
訳
で
の
意
味
だ
が
、
少
々
理
解
し
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
元
の
意
味
は
： 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
よ
く
作
戦
で
き
る
者
は
有
利
の
状
況
が
見
つ
か
る
と
決
し
て
手
放
さ
な

い
、
有
利
の
機
会
が
あ
る
と
決
し
て
躊
躇
し
な
い
。
も
し
機
会
を
失
っ
て
時
機
に
外
れ
れ
ば
、
か
え
っ

て
自
分
に
害
を
も
た
ら
す
。
故
に
機
智
の
人
は
戦
機
を
し
っ
か
り
掴
ん
で
決
し
て
手
放
さ
な
い
、
知
恵
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の
人
は
こ
と
を
決
め
た
ら
決
し
て
躊
躇
し
な
い
。
（
故
に
戦
争
の
時
に
は
動
き
は
）
突
然
の
雷
の
よ
う

に
耳
を
覆
う
暇
が
な
い
、
走
り
の
電
の
よ
う
に
目
を
閉
じ
る
瞬
間
も
な
い
（
よ
う
に
速
く
す
べ
き
で
あ

る
）
。 

忍
び
を
用
い
て
、
敵
の
不
意
不
備
の
と
こ
ろ
に
忍
び
込
ん
で
、
躊
躇
せ
ず
に
素
早
く
行
動
す
る
。
こ

の
点
は
重
要
だ
と
著
者
が
強
調
し
て
い
る
。 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
太
公
ノ
曰
諸
有
隱
事
大
慮
當
用
書
不
用
符
主
以
書
遣
將
將
以
書
問
主
書
皆
一
合
シ
テ
而
再
離
シ
三
發

シ
テ
而
一
知
ス
再
離
ト
者
分
書
為
三
部
三
發
メ
而
一
知
ス
ル
ト
者
言
ハ
三
人
ゴ
ト
ニ
人
操
一
分
相
參
而
不

使
知
情
也
此
ヲ
謂
陰
書
敵
雖
聖
知
莫
之
能
識
」 

現
代
語
訳
：P

7
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

隠
し
事
へ
の
配
慮
は
書
に
す
べ
き
で
、
割
り
符
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
主
君
は
書
で
将
に
伝
達
し
、

将
は
書
で
質
問
す
べ
き
で
あ
る
。
皆
が
集
合
し
、
書
を
再
離
し
て
分
け
持
ち
、
三
発
し
て
一
知
す
る
。

「
再
離
」
と
は
書
を
三
片
に
分
け
る
こ
と
で
あ
り
、
「
三
発
し
て
一
知
す
る
」
と
は
三
人
に
各
一
片
を

手
渡
す
の
で
三
人
が
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て
初
め
て
情
報
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
れ
が
隠
書
で
あ
り
、
敵
が
聖
智
で
あ
っ
て
も
解
読
す
る
事
は
出
来
な
い
。 

『
六
韜
』
原
文
：
（
龍
韜
陰
書
） 

「
太
公
曰
：
諸
有
陰
事
大
慮
，
當
用
書
，
不
用
符
。
主
以
書
遺
將
，
將
以
書
問
主
。
書
皆
一
合
而
再

離
，
三
發
而
一
知
。
再
離
者
，
分
書
為
三
部
。
三
發
而
一
知
者
，
言
三
人
，
人
操
一
分
，
相
參
而
不
相
知

情
也
。
此
謂
陰
書
。
敵
雖
聖
智
，
莫
之
能
識
。
」 

 

比
較
： 

こ
れ
が
「
隠
書
」
の
と
こ
ろ
に
引
用
さ
れ
た
が
、
隠
書
の
や
り
方
と
し
て
、
紹
介
す
る
。
現
代
語
訳

の
と
こ
ろ
に
は
問
題
な
し
。
「
當
用
書
，
不
用
符
」
に
つ
い
て
、
こ
の
「
符
」
は
確
か
に
「
八
符
」
を

指
し
て
い
る
。
「
八
符
」
は
『
六
韜
・
龍
韜
陰
符
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
の
後
な
ぜ
符
を
使

わ
な
い
の
か
と
い
う
理
由
も
書
い
て
お
り
、
特
に
問
題
が
な
い
。
『
六
韜
』
の
「
陰
書
」
の
は
じ
め
の

と
こ
ろ
に
そ
の
理
由
も
書
か
れ
て
い
る
。 

六
韜
の
原
文
：
「
引
兵
深
入
諸
侯
之
地
，
主
將
欲
合
兵
，
行
無
窮
之
變
，
圖
不
測
之
利
。
其
事
煩
多
，

符
不
能
明
。
」
（
龍
韜
陰
書
） 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
軍
を
率
い
て
、
敵
国
に
深
く
進
行
す
る
場
合
、
國
君
と
将
軍
は
兵
を
集

め
、
敵
情
に
よ
り
、
霊
活
の
作
戦
を
し
、
敵
の
不
意
の
と
こ
ろ
か
ら
勝
利
を
取
ろ
う
と
す
る
が
、
事
情

が
複
雑
ま
た
繁
多
で
、
陰
符
で
は
事
情
の
説
明
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
、
陰
書
を
使
う
。 
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③
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

56
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
六
韜
曰
鷙
鳥
將
擊
早
飛
歛
翼
猛
獸
將
搏
弭
耳
俯
伏
聖
人
將
動
必
有
愚
色
。
」 

現
代
語
訳
：P

9
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

鷹
が
ま
さ
に
攻
撃
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
飛
ん
で
い
て
も
早
く
翼
を
お
さ
め
、
猛
獣
が
ま
さ
に
攻
撃

し
よ
う
と
す
る
時
は
耳
を
倒
し
て
低
く
伏
す
。
聖
人
が
ま
さ
に
動
こ
う
と
す
る
時
は
必
ず
愚
人
の
よ
う

に
振
舞
う
。 

『
六
韜
』
原
文
：
（
武
韜
發
啓
） 

「
鷙
鳥
將
擊
，
卑
飛
歛
翼
；
猛
獸
將
搏
，
弭
耳
俯
伏
；
聖
人
將
動
，
必
有
愚
色
。
」 

比
較
： 

同
じ
の
と
こ
ろ
に
『
六
韜
』
と
『
孫
子
』
の
引
用
が
あ
る
。
（
『
孫
子
』
引
用
の
⑲
を
参
照
す

る
。
） 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
鷙
鳥
は
攻
撃
を
発
動
し
よ
う
と
す
る
時
に
必
ず
低
い
所
か
ら
も
翼
を
お

さ
め
、
猛
獣
は
攻
撃
を
発
動
し
よ
う
と
す
る
時
に
必
ず
耳
を
倒
し
て
低
く
伏
す
。
聖
賢
は
行
動
を
し
よ

う
と
す
る
時
に
、
先
に
必
ず
人
に
愚
か
な
様
子
を
見
せ
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、
攻
撃
や
行
動
を
す
る
前
に
慎
ん
で
自
分
の
目
的
を
隠
す
の
が
明
智
で
あ
る
。 

著
者
は
忍
び
が
常
に
自
分
の
正
体
を
隠
し
て
い
る
の
を
心
掛
け
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
が
明

智
で
あ
り
、
始
計
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
。 

④
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

56
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
老
子
大
智
無
智
大
謀
無
謀
」 

現
代
語
訳
：P

9
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

大
智
に
は
智
は
な
く
、
大
謀
に
は
謀
な
し
。 

『
六
韜
』
原
文
：
（
武
韜
發
啓
） 

「
大
智
不
智
，
大
謀
不
謀
；
大
勇
不
勇
，
大
利
不
利
。
」 

比
較
：
（
同
じ
場
所
で
、
複
数
引
用
の
一
つ
で
あ
る
、
『
孫
子
』
引
用
の
⑲
と
『
六
韜
』
引
用
の
③
を

参
照
す
る
。
） 

問
題
点
だ
け
注
目
す
る
。
原
文
の
「
老
子
大
智
無
智
大
謀
無
謀
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
老
子
』
（
ま

た
は
『
道
徳
経
』
）
に
は
該
当
す
る
も
の
は
な
い
、
『
六
韜
』
に
あ
る
が
、
字
が
少
々
違
っ
て
い
る

が
、
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
原
文
の
「
老
子
」
と
は
恐
ら
く
間
違
っ
て
い
る
と
推
測
す
る
、
正
し
い
の

は
『
六
韜
』
だ
ろ
う
。 

忍
び
は
平
素
か
ら
名
前
と
技
術
を
秘
匿
す
る
事
と
説
か
れ
て
い
る
。
忍
者
は
動
こ
う
と
す
る
と
き
に

一
般
人
に
な
り
、
鷙
鳥
や
猛
獣
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。
故
に
大
智
無
智
大
謀
無
謀
で
あ
る
。 
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⑤
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
・
陽
忍
下
・P

58
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
六
韜
曰
凡
三
軍
悦
懌
ノ
士
卒
畏
法
敬
其
將
命
相
喜
以
破
敵
相
陳
以
勇
猛
相
賢
以
武
威
此
強
徴
也
三
軍

數
驚
士
卒
不
齊
相
恐
以
敵
強
相
語
以
不
利
耳
目
相
属
妖
言
不
止
衆
口
相
惑
不
恐
法
令
不
重
其
將
此
弱
徵

也
」 

現
代
語
訳
：P

1
20

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

三
軍
の
士
卒
が
心
底
喜
び
、
軍
規
を
畏
れ
、
将
の
命
令
を
敬
い
、
相
喜
ん
で
敵
を
撃
破
し
、
皆
勇
猛

で
、
武
威
を
賢
と
す
る
の
は
強
い
証
拠
で
あ
る
。
一
方
、
三
軍
の
士
卒
が
頻
繁
に
驚
き
、
個
々
ば
ら
ば

ら
で
、
敵
が
強
い
と
思
い
込
ん
で
皆
が
恐
れ
、
口
を
開
け
ば
不
利
と
言
い
、
耳
目
に
妖
言
が
惑
わ
し
あ

い
、
軍
規
を
恐
れ
ず
、
そ
の
将
を
尊
敬
し
て
い
な
い
等
は
弱
い
証
拠
で
あ
る
。 

『
六
韜
』
原
文
：
（
龍
韜
兵
徵
） 

「
武
王
問
太
公
曰
：
「
吾
欲
未
戰
先
知
敵
人
之
強
弱
，
豫
見
勝
負
之
徵
，
為
之
奈
何
？
」 

太
公
曰
：
「
勝
負
之
徵
，
精
神
先
見
，
明
將
察
之
，
其
敗
在
人
。
謹
候
敵
人
出
入
進
退
，
察
其
動
靜
，

言
語
祅
祥
，
士
卒
所
告
。
凡
三
軍
説
懌
，
士
卒
畏
法
，
敬
其
將
命
，
相
喜
以
破
敵
，
相
陳
以
勇
猛
，
相
賢

以
威
武
，
此
強
徵
也
。
三
軍
數
驚
，
士
卒
不
齊
，
相
恐
以
敵
強
，
相
語
以
不
利
，
耳
目
相
屬
，
祅
言
不

止
，
眾
口
相
惑
，
不
畏
法
令
，
不
重
其
將
，
此
弱
徵
也
。
」 

比
較
： 

敵
の
強
弱
を
察
知
す
る
三
箇
条 

三
、
敵
軍
の
勝
敗
は
士
卒
の
気
持
ち
や
言
葉
で
察
知
す
る
事 

こ
の
部
分
の
内
容
は
全
部
引
用
の
内
容
で
あ
る
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
： 

武
王
は
大
公
に
問
う
：
戦
の
前
に
敵
の
強
弱
を
知
り
、
勝
敗
の
兆
し
を
予
測
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
。 

大
公
曰
く
：
勝
敗
の
兆
し
は
ま
ず
敵
軍
の
将
士
の
精
神
面
か
ら
表
現
さ
れ
、
明
智
の
将
軍
は
事
前
に

察
知
で
き
る
が
、
こ
の
兆
し
を
利
用
し
て
敵
を
倒
す
か
否
か
は
人
の
主
観
努
力
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

る
。
よ
く
敵
の
進
出
状
況
を
注
意
し
、
そ
の
動
静
を
観
察
す
る
。
話
の
中
に
あ
る
吉
凶
の
兆
し
と
士
卒

が
話
し
た
内
容
に
留
意
す
る
。
凡
そ
全
軍
が
喜
び
合
い
、
法
令
を
恐
れ
、
将
軍
の
命
令
に
従
い
、
互
い

に
敵
を
と
る
の
を
喜
と
し
、
勇
猛
で
敵
を
殺
す
の
を
雑
談
と
し
、
武
威
を
誇
り
と
す
る
の
が
軍
隊
の
戦

闘
力
が
強
い
兆
し
で
あ
る
、
返
っ
て
、
全
軍
が
頻
繁
に
驚
き
、
士
卒
が
混
乱
し
て
列
が
乱
れ
、
お
互
い

に
敵
の
強
さ
を
以
て
恐
れ
、
作
戦
不
利
を
伝
え
、
流
言
が
止
ま
ら
な
く
、
嘘
で
惑
わ
せ
、
法
令
を
恐
れ

な
い
、
将
軍
を
敬
わ
な
い
の
が
軍
隊
の
弱
い
兆
し
で
あ
る
。 

軍
隊
の
精
神
面
か
ら
、
実
の
状
況
ま
で
、
よ
く
観
察
す
れ
ば
、
敵
の
強
弱
を
判
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
忍
び
は
敵
の
情
報
を
取
る
に
は
、
軍
隊
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
。 

こ
の
内
容
に
よ
り
、
敵
情
を
察
知
し
、
勝
負
を
予
測
す
る
。 



二九 

⑥
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
一
・
陰
忍
一
・P

62
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
六
韜
曰
三
軍
禍
起
狐
疑
」 

現
代
語
訳
：P

1
37

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

三
軍
の
禍
は
狐
疑
よ
り
起
る
。
〔
狐
疑
：
狐
は
疑
い
深
い
性
質
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
人
の

こ
と
を
疑
う
こ
と
〕 

『
六
韜
』
原
文
：
（
軍
勢
） 

「
故
曰
：
無
恐
懼
，
無
猶
豫
。
用
兵
之
害
，
猶
豫
最
大
；
三
軍
之
災
，
莫
過
狐
疑
。
善
者
，
見
利
不

失
，
遇
時
不
疑
。
失
利
後
時
，
反
受
其
殃
。
」 

比
較
： 

忍
術
の
三
病
に
つ
い
て
：
恐
怖
、
敵
を
軽
ん
じ
る
、
思
案
過
ぎ
。
三
病
の
説
明
の
後
に
こ
の
引
用
が

あ
る
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
故
に
恐
怖
は
な
く
、
躊
躇
も
な
い
。
兵
を
用
い
る
害
は
躊
躇
で
、
最
大

で
あ
る
。
三
軍
の
災
は
狐
疑
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
善
者
は
利
を
見
つ
け
て
見
逃
さ
な
く
、
時
機
が
あ

る
と
躊
躇
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
利
を
失
い
、
時
機
に
外
れ
た
も
の
は
災
い
を
も
た
ら
す
。 

総
じ
て
、
忍
者
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
時
機
を
見
逃
さ
ず
、
躊
躇
は
な
く
素
早
く
行

動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
三
病
の
こ
と
を
常
に
心
掛
け
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。 

ま
と
め
： 

全
体
の
引
用
か
ら
み
る
と
、
矛
盾
が
な
く
特
に
問
題
が
な
い
と
判
明
し
た
。
た
だ
、
引
用
の
①
「
六

韜
曰
是
以
疾
雷
不
及
掩
耳
迅
電
不
及
瞑
目
」
の
現
代
語
訳
だ
が
、
「
（
故
に
戦
争
の
時
に
は
動
き
は
）

突
然
の
雷
の
よ
う
に
耳
を
覆
う
暇
が
な
い
、
走
り
の
電
の
よ
う
に
目
を
閉
じ
る
瞬
間
も
な
い
（
よ
う
に

速
く
す
べ
き
で
あ
る
）
。
」
と
訳
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
（
攻
撃
や
戦
争
な
ど
の
）
速
度

の
速
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
引
用
④
の
と
こ
ろ
だ
が
、
著
者
が
間
違
っ
て
「
六
韜
」
を
「
老
子
」
と
書
い
た
と
推
測
す
る
。

（
『
万
川
集
海
）
で
は
『
老
子
』
（
道
徳
経
）
の
引
用
も
あ
る
） 

〈
第
四
節
〉
『
三
略
』 

『
三
略
』
は
、
中
国
の
兵
法
書
で
あ
り
、
「
武
経
七
書
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
『
黄
石
公
記
』
『
黄

石
公
三
略
』
と
も
称
さ
れ
る
。
上
略
、
中
略
、
下
略
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
た
め
「
三
略
」
と
い

う
。
太
公
望
が
書
き
、
神
仙
の
黄
石
公
が
選
録
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
内
容
に
は
、
殷
や
周
の
頃

は
戦
車
戦
で
あ
る
の
に
、
ま
だ
存
在
し
な
い
は
ず
の
騎
馬
戦
の
言
及
が
あ
り
、
同
様
に
使
用
さ
れ
な
い

「
将
軍
」
と
い
う
言
葉
も
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
後
世
の
人
物
が
太
公
望
や
黄
石
公
に
仮
託
し
て
書



三〇 

い
た
偽
書
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
牽
強
付
会
の
由
来
と
そ
の
内
容
と
は
別
物
で
あ
り
、
古
か

ら
価
値
の
有
る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
数
多
の
兵
書
の
中
か
ら
選
び
抜
か
れ
て
、
神
宗
に
よ
っ
て
「
武
経

七
書
」
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
書
き
手
が
同
じ
太
公
望
と
い
う
こ
と
で
、
通
常
、
『
六
韜
』
と
併
称
さ

れ
る
。 

な
お
、
日
本
の
戦
国
武
将
の
北
条
早
雲
は
、
「
夫
れ
主
将
の
法
は
、
務
め
て
英
雄
の
心
を
攬
り
、
有

功
を
賞
禄
し
、
志
を
衆
に
通
ず
」
と
い
う
最
初
の
一
節
を
聞
い
た
だ
け
で
、
兵
法
の
極
意
を
悟
っ
た
と

い
う
（
『
甲
陽
軍
艦
』
品
第
一
一
）
。 

成
句
「
柔
能
く
剛
を
制
す
」
の
出
典
で
あ
る
。
名
言
と
し
て
（
後
述
書
）
、
「
智
を
使
い
、
勇
を
使

い
、
貪
を
使
い
、
愚
を
使
う
」
（
智
者
・
勇
者
は
も
ち
ろ
ん
、
貪
欲
者
や
愚
者
を
も
上
手
く
使
い
こ
な

す
。
指
導
者
は
ど
の
よ
う
な
者
で
も
使
い
こ
な
す
）
が
あ
る
［1

1

］

。 

『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
『
三
略
』
の
引
用
は
全
部
で
六
ヶ
所
あ
る
。 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
一
・P

51
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
軍
讖
ニ
モ
柔
能
制
剛
弱
能
制
強
」 

現
代
語
訳
：P

5
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

柔
よ
く
剛
を
制
し
、
弱
よ
く
強
を
制
す
。 

『
三
略
』
原
文
：
（
上
略
） 

「
軍
讖
曰
：
柔
能
制
剛
，
弱
能
制
強
。
柔
者
，
德
也
。
剛
者
，
賊
也
。
弱
者
，
人
之
所
助
。
強
者
，
怨

之
所
攻
。
柔
有
所
設
，
剛
有
所
施
，
弱
有
所
用
，
強
有
所
加
，
兼
此
四
者
，
而
制
其
宜
。
」 

比
較
： 

こ
こ
で
は
義
理
の
勇
と
血
気
の
勇
と
の
違
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

義
理
の
勇
は
柔
軟
で
あ
り
、
血
気
の
勇
は
剛
強
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
軍
讖
曰
：
柔
は
剛
に
克
つ
、
弱
は
強
に
克
つ
。
ふ
さ
わ
し
い
柔
と
は
徳

で
あ
り
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
強
は
災
い
で
あ
る
。
弱
者
は
常
に
助
け
ら
れ
る
が
、
強
者
は
い
つ
も
恨
み

を
招
致
し
て
攻
め
ら
れ
る
。
あ
る
時
は
柔
を
用
い
、
あ
る
時
は
強
を
用
い
、
あ
る
時
は
弱
を
見
せ
、
あ

る
時
は
強
を
見
せ
る
。
こ
の
四
つ
を
巧
み
に
組
合
せ
て
、
時
機
、
事
に
よ
り
、
ふ
さ
わ
し
く
運
用
す
る

べ
き
で
あ
る
。 

『
三
略
』
で
は
、
具
体
的
に
何
が
柔
、
何
が
強
と
い
う
よ
う
な
説
明
は
な
い
。
た
だ
、
あ
る
時
に

柔
、
弱
は
か
え
っ
て
剛
、
強
に
克
つ
と
い
う
道
理
を
述
べ
て
い
る
。
義
理
の
勇
と
は
冷
静
で
弱
そ
う
と

み
え
る
が
実
に
強
い
。
血
気
の
勇
と
は
強
そ
う
と
見
え
る
が
、
怒
り
な
ど
に
支
配
さ
れ
て
実
に
弱
い
。

だ
か
ら
、
柔
能
制
剛
，
弱
能
制
強
と
言
え
る
。 



三一 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
2

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
三
略
ニ
モ
智
者
ハ
不
為
暗
君
謀
」 

現
代
語
訳
：P

6
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

智
者
は
暗
君
の
為
に
謀
ら
ず
。 

 

『
三
略
』
原
文
：
（
中
略
） 

「
軍
勢
曰
：
使
義
士
，
不
以
財
。
故
義
者
，
不
為
不
仁
者
死
。
智
者
，
不
為
闇
主
謀
。
」 

比
較
： 

こ
こ
で
は
忍
者
は
才
能
の
な
い
将
軍
に
仕
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
千
里
馬
と

伯
楽
の
例
も
挙
げ
て
い
て
、
将
軍
は
忍
者
に
対
し
て
の
重
要
さ
を
説
い
て
い
る
。
智
将
に
仕
え
る
べ
き

で
あ
る
が
、
愚
将
に
仕
え
る
と
、
万
事
に
失
敗
に
な
る
。
故
に
智
者
ハ
不
為
暗
君
謀
で
あ
る
。 

③
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
三
略
曰
不
為
事
先
動
テ
而
則
隨
」 

現
代
語
訳
：P

6
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

事
を
起
こ
さ
ず
、
ま
ず
動
い
て
み
る
と
敵
は
反
応
し
て
本
意
を
表
す
の
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
。 

『
三
略
』
原
文
：
（
上
略
） 

「
端
末
未
見
，
人
莫
能
知
。
天
地
神
明
，
與
物
推
移
。
變
動
無
常
，
因
敵
轉
化
。
不
為
事
先
，
動
而
輒

隨
。
」 

比
較
： 

こ
こ
で
は
、
「
忍
法
の
利
得
十
か
条
・
三
、
主
将
は
開
戦
前
の
適
切
な
兵
の
手
配
が
重
要
で
あ

る
。
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
忍
び
を
使
っ
て
敵
の
陣
取
り
、
備
定
め
、
伏
兵
の
有
無
な
ど
を
探
ら
せ
、

敵
に
よ
り
、
行
動
す
る
。 

現
代
語
訳
に
意
味
が
ず
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
事
の
始
末
は
ま
だ
現
れ
な
い
か
ぎ
り
、
人
間
は
そ
れ
が
認
識
で
き
な

い
。
自
然
が
神
秘
で
常
に
変
わ
っ
て
予
測
で
き
な
い
。
敵
情
の
変
化
に
よ
り
行
動
し
て
、
敵
よ
り
先
に

動
く
べ
き
で
は
な
く
、
敵
の
行
動
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
対
策
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
「
ま
ず
動
い
て
み
る
」
で
は
な
く
、
「
動
か
な
い
」
と
の
意
味
で
あ
る
。
味
方
が
動
か

な
く
、
敵
の
動
き
を
待
っ
て
、
対
応
す
る
。 

要
す
る
に
、
敵
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
決
し
て
動
か
な
い
、
そ
の
敵
情
を
十
分
把
握
し
た
う
え
で
、
動

く
わ
け
で
あ
る
。 



三二 

④
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
三
略
曰
非
譎
奇
無
以
破
奸
息
寇
非
陰
計
無
以
成
功
」 

現
代
語
訳
：P

7
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

謀
略
な
く
し
て
悪
敵
を
破
り
攻
略
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
戦
は
秘
か
に
計
っ
て
初
め
て
成
功
す
る
。 

『
三
略
』
原
文
：
（
中
略
） 

「
故
非
計
策
，
無
以
決
嫌
定
疑
。
非
譎
奇
無
以
破
姦
息
寇
，
非
陰
謀
無
以
成
功
。
」 

比
較
： 

こ
れ
は
、
「
忍
法
の
利
得
十
か
条
・
十
、
忍
術
で
敵
将
を
殺
す
の
で
、
そ
の
利
が
甚
大
で
あ
る
」
の

所
の
引
用
で
あ
る
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
故
に
よ
く
計
画
し
な
い
限
り
、
惑
い
と
疑
問
が
究
明
で
き
な
い
。
詭
計

な
ど
を
使
わ
な
い
限
り
、
敵
を
敗
北
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
陰
謀
を
使
用
し
な
い
限
り
、
成
功
で

き
な
い
。 

忍
び
を
用
い
て
、
具
体
的
に
ど
う
し
て
敵
将
を
殺
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
が
陰
謀
詭
計
の

一
つ
と
し
て
、
納
得
で
き
な
く
も
な
い
。 

⑤
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
七
・
将
知
四
・P

55
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
三
略
曰
將
ノ
謀
欲
密
將
謀
密
則
姦
心
閉
」 

現
代
語
訳
：P

8
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

将
は
謀
を
極
秘
に
し
、
極
秘
で
あ
れ
ば
姦
の
心
は
閉
じ
る
。 

『
三
略
』
原
文
：
（
上
略
） 

「
軍
讖
曰
：
將
謀
欲
密
，
士
眾
欲
一
，
攻
敵
欲
疾
。
將
謀
密
，
則
姦
心
閉
。
士
眾
一
，
則
軍
心
結
。
」 

比
較
： 

『
孫
子
』
引
用
の
⑱
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
。 

敵
忍
に
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
軍
評
判
や
備
定
な
ど
を
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
士
卒
は
直
ち
に
将
軍
の

命
令
に
従
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
軍
讖
曰
：
将
軍
の
謀
略
は
秘
密
に
す
べ
き
で
、
士
卒
の
意
志
は
統
一
に

す
べ
き
で
、
迅
速
に
敵
を
攻
撃
す
べ
き
で
あ
る
。
将
軍
の
謀
略
を
内
密
に
す
れ
ば
、
反
間
は
隙
に
乗
れ

な
い
。
士
卒
の
意
志
は
統
一
す
れ
ば
、
全
軍
は
団
結
に
な
る
。 

将
軍
の
命
令
に
従
え
ば
、
全
軍
が
統
一
に
な
り
、
将
軍
の
謀
略
が
本
人
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
例

え
敵
忍
が
い
て
も
、
実
情
が
わ
か
ら
な
い
。
故
に
「
將
謀
密
則
姦
心
閉
」
で
あ
ろ
う
。 



三三 

⑥
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
九
・
陽
忍
中
・P

57
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
三
略
曰
端
未
見
人
能
無
知
天
地
神
明
與
物
推
移
變
動
無
常
因
敵
轉
化
」 

現
代
語
訳
：P

1
07

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

端
の
無
い
輪
の
様
な
動
き
、
す
な
わ
ち
周
期
的
な
動
き
は
人
が
気
に
か
け
な
い
。
例
え
ば
天
地
で
あ

る
。
人
智
を
超
え
た
霊
妙
さ
で
刻
々
と
万
物
と
供
に
は
っ
き
り
と
推
移
し
変
化
し
て
い
る
の
に
、
人
は

気
付
か
な
い
。
用
兵
も
こ
の
よ
う
に
形
を
見
せ
ず
に
流
動
し
、
敵
の
動
き
に
応
じ
て
変
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

『
三
略
』
原
文
：
（
上
略
） 

「
端
末
未
見
，
人
莫
能
知
。
天
地
神
明
；
與
物
推
移
。
變
動
無
常
，
因
敵
轉
化
。
」 

比
較
： 

『
三
略
』
引
用
③
を
参
照
す
る
。 

「
完
本
『
万
川
集
海
』
」
の
現
代
語
訳
（P

10
7

）
に
は
、
こ
の
引
用
の
解
釈
だ
が
、
中
国
の
主
流
解

釈
と
違
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
中
国
の
主
流
解
釈
を
参
考
に
す
る
。
即
ち
、
③
の
訳
で
あ
る
。

（
『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
『
呉
子
訳
注
・
黄
石
公
三
略
訳
注
』
） 

こ
れ
は
略
本
術
七
箇
条
の
六
、
陽
術
で
近
入
を
す
る
時
は
敵
が
納
得
す
る
言
葉
、
考
え
方
、
動
作
な

ど
を
前
も
っ
て
熟
慮
し
、
謀
略
を
練
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。 

引
用
さ
れ
た
内
容
の
主
な
意
味
は
、
敵
に
よ
っ
て
動
く
こ
と
で
あ
る
。 

こ
こ
か
ら
み
る
と
、
両
方
の
主
張
が
外
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
忍
び
は
敵
の
生
活
習
慣
を
真
似
し
て
、
敵
に
よ
り
、
臨
機
応
変
を
す
る
こ
と
は
一
致
す
る

だ
ろ
う
。 

ま
と
め
： 

「
端
末
未
見
，
人
莫
能
知
。
天
地
神
明
；
與
物
推
移
。
變
動
無
常
，
因
敵
轉
化
。
」
の
現
代
語
訳
は

意
味
が
ず
れ
て
い
る
。
即
ち
引
用
の
③
と
⑥
で
あ
る
。
他
は
特
に
問
題
が
な
い
。
中
国
の
兵
法
書
に
お

い
て
、
理
論
が
多
い
が
、
具
体
的
な
や
り
方
な
ど
が
少
な
い
。
こ
れ
も
『
万
川
集
海
』
と
の
大
き
い
違

い
で
あ
る
。 



三四 

〈
第
五
節
〉
『
呉
子
』 

『
呉
子
』
は
、
春
秋
戦
国
時
代
に
著
さ
れ
た
と
さ
れ
る
兵
法
書
で
、
武
経
七
書
の
一
つ
で
あ
る
。
古

く
か
ら
『
孫
子
』
と
並
び
評
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
著
者
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
書
中
に
登
場
す
る

呉
起
ま
た
は
そ
の
門
人
が
著
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
内
容
は
呉
起
を
主
人
公
と

し
た
物
語
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
現
存
し
て
い
る
『
呉
子
』
は
六
篇
だ
が
、
『
漢
書
』
「
芸
文
志
」
に

は
「
呉
子
四
十
八
篇
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
非
常
に
兵
法
に
優
れ
て
お
り
、
部
隊
編
制
の
方
法
、
状

況
・
地
形
毎
の
戦
い
方
、
兵
の
士
気
の
上
げ
方
、
騎
兵
・
戦
車
・
弩
・
弓
の
運
用
方
法
な
ど
を
説
い
て

い
る
。
『
孫
子
』
と
並
び
評
さ
れ
る
兵
法
書
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
後
世
へ
の
影
響
の
大
き
さ
は
『
孫

子
』
の
ほ
ど
で
は
な
い
。
こ
れ
は
内
容
が
春
秋
戦
国
時
代
の
軍
事
的
状
況
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ

の
後
の
時
代
で
は
応
用
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
逆
に
『
孫
子
』
の
ほ
う

は
、
戦
略
や
政
略
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
近
代
戦
に
ま
で
応
用
で
き
る
普
遍
性
に
よ
り
世
界
的
に
有

名
に
な
っ
て
い
る
［1

2

］

。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
『
呉
子
』
の
引
用
は
一
箇
所
だ
け
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
一
・
陰
忍
一
・P

61
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
呉
子
必
死
則
生
必
生
則
死
」 

現
代
語
訳
：P

1
34

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

必
死
則
生
、
必
生
則
死 

『
呉
子
』
原
文
：
（
治
兵
） 

「
呉
子
曰
、
凡
兵
戰
之
場
，
立
屍
之
地
。
必
死
則
生
，
幸
生
則
死
。
其
善
將
者
，
如
坐
漏
船
之
中
，
伏

燒
屋
之
下
，
使
智
者
不
及
謀
，
勇
者
不
及
怒
，
受
敵
可
也
。
故
曰
：
用
兵
之
害
，
猶
豫
最
大
；
三
軍
之

災
，
生
於
狐
疑
。
」 

比
較
： 

こ
れ
は
虚
に
入
る
術
二
十
箇
条
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
引
用
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
忍
び
は
敵
の
虚
に

入
り
、
時
機
に
よ
り
躊
躇
な
く
、
必
死
の
心
で
任
務
を
遂
行
す
る
。
こ
う
し
な
け
れ
ば
、
敵
に
見
つ
け

ら
れ
、
命
も
失
う
。
故
に
必
死
則
生
必
生
則
死
と
い
う
道
理
で
あ
る
。 

『
呉
子
今
注
今
訳
』
：
呉
子
曰
く
：
兵
を
用
い
て
戦
争
を
起
こ
す
所
と
は
少
し
で
も
う
っ
か
り
す
れ

ば
命
を
失
う
所
で
あ
る
。
故
に
（
必
ず
勝
利
を
取
ろ
う
と
い
う
心
を
以
て
）
必
死
の
決
意
を
抱
い
て

（
敵
と
戦
っ
て
、
敵
を
脅
か
す
）
命
が
守
れ
る
。
死
に
恐
れ
、
命
を
残
し
た
い
と
気
持
ち
で
（
方
寸
を

失
い
、
恐
怖
に
支
配
さ
れ
て
）
必
ず
敵
に
殺
さ
れ
る
。 



三五 

『
呉
子
』
の
引
用
が
少
な
い
が
、
こ
の
「
必
死
則
生
必
生
則
死
」
の
理
論
観
念
は
『
万
川
集
海
』
に

お
い
て
は
そ
の
影
響
が
深
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
死
を
恐
れ
ず
に
義
理
の
勇
を
以
て
、
却
っ
て
生
き
残

る
。 

〈
第
六
節
〉
『
尉
繚
子
』 

『
尉
繚
子
』
は
、
尉
繚
の
言
説
を
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
兵
法
書
で
あ
る
。
兵
法
に
関
す
る
魏 

(
B.

C.
45

3

～B.
C.
22
5)

の
恵
王(
在
位B.

C.3
70

～B.
C.
319

)

の
問
い
に
対
し
、
尉
繚
が
答
え
る
と
い
う

体
裁
を
と
り
、
書
中
で
尉
繚
は
「
臣
の
術
を
用
う
れ
ば
」
と
、
王
に
献
策
し
て
い
る
。
著
者
と
さ
れ
る

尉
繚
の
事
績
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
現
行
の
『
尉
繚
子
』
は
、
「
天
官
」
か
ら
「
兵
令
下
」
ま
で2

4

篇
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
特
に
後
半
の
ほ
と
ん
ど
を
軍
法
に
費
や
す
純
粋
な
兵
法
書
で
あ
る
。
『
尉

繚
子
』
は
著
者
の
履
歴
も
定
か
で
は
な
く
、
兵
法
書
と
し
て
の
伝
来
も
は
っ
き
り
と
し
な
い
た
め
、
古

来
よ
り
偽
書
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
二
年
、
山
東
省
の
銀
雀
山
に
あ
る
漢
代

の
墳
墓
か
ら
、
『
尉
繚
子
』
の
一
部
が
出
土
し
て
お
り
、
漢
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
［1

3

］

。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
『
尉
繚
子
』
の
引
用
は
一
箇
所
だ
け
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
六
・
遁
甲
篇
・P

66
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
尉
繚
子
曰
刑
以
伐
之
，
德
以
守
之
，
非
所
謂
天
官
時
日
陰
陽
向
背
黃
帝
者
人
事
而
已
」 

現
代
語
訳
：P

1
84

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

刑
を
以
て
之
を
伐
り
、
徳
を
以
て
之
を
守
る
。
所
謂
天
官
〔
天
干
す
な
わ
ち
十
干
〕
・
時
日
・
陰

陽
・
後
背
で
は
な
い
。 

『
尉
繚
子
』
原
文
：
（
天
官
） 

「
梁
惠
王
問
尉
繚
子
曰
：
「
黄
帝
刑
德
，
可
以
百
勝
，
有
之
乎
？
」
尉
繚
子
對
曰
：
「
刑
以
伐
之
，
德

以
守
之
，
非
所
謂
天
官
時
日
陰
陽
向
背
也
。
黄
帝
者
，
人
事
而
已
矣
。
」 

比
較
： 

現
代
語
訳
に
は
少
々
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
即
ち
「
向
背
」
の
現
代
語
訳
で
あ
る
。 

『
尉
繚
子
今
注
今
訳
』
：
「
向
」
面
向
之
是
在
前
，
「
背
」
是
背
對
之
在
身
后
，
是
天
時
地
利
人
和

三
者
来
説
。
（
向
、
向
か
い
で
、
前
で
あ
る
。
背
、
背
き
で
、
後
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
時
地
利
人
和

に
対
し
て
の
説
明
で
あ
る
。
） 

こ
れ
に
よ
り
「
向
背
」
と
は
天
時
、
地
利
、
人
和
に
対
し
て
の
向
か
い
（
良
く
て
吉
で
あ
る
）
と
背

き
（
悪
く
て
凶
で
あ
る
）
で
あ
る
。
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
の
現
代
語
訳
で
は
直
接
「
向
背
」
を

「
後
背
」
に
訳
し
、
理
解
し
に
く
く
な
っ
た
。
全
体
に
は
意
味
が
通
じ
て
い
る
。 



三六 

『
尉
繚
子
今
注
今
訳
』
：
梁
惠
王
は
尉
繚
子
に
問
う
：
黄
帝
は
遁
甲
、
占
星
な
ど
を
含
め
る
刑
徳
攻

守
の
方
法
を
以
て
百
戦
百
勝
が
で
き
る
と
は
誠
だ
か
。
答
：
刑
を
用
い
て
叛
乱
を
討
伐
し
、
福
徳
を
以

て
国
内
を
守
る
。
こ
れ
は
『
天
官
』
に
あ
る
日
時
、
陰
陽
、
向
背
な
ど
に
頼
る
こ
と
で
は
な
く
、
黄
帝

は
黄
帝
に
な
る
と
は
人
力
に
頼
る
だ
け
で
あ
る
。 

『
尉
繚
子
』
に
お
い
て
、
全
篇
で
も
こ
の
一
つ
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
、
即
ち
「
黄
帝

は
刑
徳
を
以
て
百
戦
百
勝
」
で
あ
る
。
二
十
四
篇
は
百
戦
百
勝
の
た
め
に
人
事
を
ど
う
配
置
す
る
の
か

の
説
明
と
言
え
る
。
故
に
『
尉
繚
子
』
は
全
然
遁
甲
、
占
い
な
ど
を
主
張
し
な
い
。 

こ
の
引
用
は
『
万
川
集
海
』
・
遁
甲
篇
の
は
じ
め
の
所
に
あ
る
。
著
者
は
『
尉
繚
子
』
の
思
想
に
賛

成
す
る
が
、
『
李
衛
公
問
対
』
に
も
影
響
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
遁
甲
、
占
星
な
ど
に
依
存
し
て
戦
争

を
起
こ
す
の
に
反
対
す
る
が
、
全
然
遁
甲
、
占
星
な
ど
を
使
わ
な
く
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
に
も
反
対
す

る
。
人
事
は
戦
争
に
と
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
天
時
、
地
利
な
ど
に
は
そ
の
作
用
も
あ
る
。
こ
の
引
用

は
矛
盾
し
て
お
ら
ず
特
に
問
題
は
な
い
。 

〈
第
七
節
〉
『
司
馬
法
』 

『
司
馬
法
』
の
「
司
馬
」
と
は
、
軍
事
を
司
る
官
職
の
こ
と
で
あ
る
。
漢
代(

B.C
.2
06

～22
0) 

の
歴

史
書
『
史
記
』
に
よ
る
と
、
戦
国
時
代(B

.C
.4
53

～B.C
.2
21
)

に
斉(B

.C
.3
86

～B.C
.2
21
)

の
威
王(

在

位B
.C

35
6

～B.
C.
32
0)

は
、
司
馬
に
伝
わ
る
古
く
か
ら
の
兵
法
を
も
と
に
、
春
秋
時
代(

B.
C.
770

～

B
.C

.4
53

)

に
司
馬
と
し
て
斉
の
景
公(

在
位B

.C
.5
48

～B
.C

.4
90

)

を
補
佐
し
た
田
穣
苴
の
兵
法
を
加
え

て
兵
法
書
を
編
纂
さ
せ
た
。
こ
れ
が
現
在
に
伝
わ
る
『
司
馬
法
』
だ
と
い
う
。
漢
代
の
図
書
目
録
で
あ

る
『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
一
五
五
篇
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
し
て
い
る
の
は
、
「
仁

本
」
・
「
天
子
之
義
」
・
「
定
爵
」
・
「
厳
位
」
・
「
用
衆
」
の
五
篇
だ
け
で
あ
る
。
田
穣
苴
の
兵
法

が
実
際
に
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
も
と
も
と
斉
は
、
殷
周
交
替
の
際
、
周(

B.C
.1
04
6

～

B
.C

.2
56

)

の
武
王(

在
位B.C

.1
04
6

～B
.C.

10
43
)

に
仕
え
た
呂
尚
が
封
じ
ら
れ
た
国
で
あ
っ
た
が
、
戦

国
時
代
に
な
っ
て
、
臣
下
の
田
氏
に
よ
っ
て
斉
の
王
位
は
纂
奪
さ
れ
て
い
た
。
威
王
は
田
氏
の
出
身
で

あ
り
、
先
祖
に
あ
た
る
田
穣
苴
を
も
ち
あ
げ
る
た
め
、
田
穣
苴
の
兵
法
な
る
も
の
を
創
作
し
た
可
能
性

が
高
い
［1

4

］

。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
『
司
馬
法
』
の
引
用
は
一
箇
所
だ
け
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
司
馬
法
曰
我
自
其
外
使
ハ
自
其
内
」 

現
代
語
訳
：P

6
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 
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我
、
其
の
外
よ
り
使
う
は
其
の
内
よ
り
と
云
々
。 

『
司
馬
法
』
原
文
：
（
定
爵
） 

「
凡
事
，
善
則
長
，
因
古
則
行
，
誓
作
章
，
人
乃
強
，
滅
厲
祥
。
滅
厲
之
道
：
一
曰
義
，
被
之
以
信
，

臨
之
以
強
，
成
基
，
一
天
下
之
形
，
人
莫
不
説
，
是
謂
兼
用
其
人
；
一
曰
權
，
成
其
溢
，
奪
其
好
，
我
自

其
外
，
使
自
其
内
。
」 

比
較
： 

忍
法
の
利
得
十
箇
条
・
九
忍
者
は
敵
陣
に
潜
入
し
て
火
を
放
つ
。 

敵
城
の
内
部
で
火
を
放
ち
、
混
乱
さ
せ
れ
ば
、
勝
ち
や
す
く
な
る
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
お
よ
そ
善
に
従
え
ば
長
く
い
け
る
、
古
代
の
例
を
参
考
す
る
と
成
功
し

や
す
い
。
公
告
、
誓
い
言
葉
は
鮮
明
で
人
の
心
を
興
奮
さ
せ
、
敵
を
滅
ぼ
す
。
敵
を
滅
ぼ
す
方
法
に
つ

い
て
：
一
つ
、
義
を
以
て
、
即
ち
誠
信
で
敵
を
感
化
し
、
武
力
で
敵
を
脅
か
せ
、
天
下
統
一
の
形
勢
を

作
り
出
し
、
人
に
愛
さ
れ
て
追
い
つ
い
て
く
る
。
こ
れ
は
敵
国
の
人
が
己
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
、
謀
を
以
て
、
敵
を
驕
傲
、
傲
慢
さ
せ
、
敵
の
要
害
を
と
り
、
外
部
か
ら
衝
撃
を
与
え
て
、
敵
の

内
部
か
ら
の
滅
ぼ
し
を
催
促
す
る
。 

『
司
馬
法
今
注
今
訳
』
：
手
段
を
用
い
る
者
は
敵
の
外
部
に
立
ち
、
敵
の
内
部
で
の
滅
ぼ
し
を
さ
せ

る
。 敵

の
外
部
で
謀
略
を
建
て
、
敵
の
内
部
か
ら
混
乱
さ
せ
る
と
、
次
第
に
（
敵
が
）
滅
亡
の
道
に
進
む

と
い
う
道
理
で
あ
る
。
忍
び
に
敵
城
内
で
放
火
さ
せ
、
敵
に
不
安
、
混
乱
な
ど
を
与
え
、
こ
の
時
に
外

部
か
ら
の
攻
撃
と
合
わ
せ
て
、
勝
利
す
る
可
能
性
も
高
く
な
る
わ
け
で
あ
る
。 

以
上
の
分
析
で
、
こ
の
引
用
に
は
特
に
問
題
な
い
と
い
え
る
。 

〈
第
八
節
〉
『
李
衛
公
問
対
』 

『
李
衛
公
問
対
』
は
、
唐(

六
一
八
～
九
〇
七)

の
太
宗(

在
位
六
二
七
～
六
四
九)

の
問
い
に
、
将
軍

李
靖
が
答
え
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
兵
法
書
で
あ
る
。
「
問
対
」
と
は
問
答
の
こ
と
で
、
李
靖
が
の

ち
に
衛
公
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
『
李
衛
公
問
対
』
と
い
う
。
『
唐
李
問
対
』
、
あ
る
い
は
『
唐

太
宗
李
衛
公
問
対
』
な
ど
と
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
『
李
衛
公
問
対
』
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
問

答
が
、
実
際
に
太
宗
と
李
靖
と
の
間
で
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
太
宗
の
死
後

ま
も
な
く
、
太
宗
と
臣
下
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
政
治
論
を
唐
の
史
官
が
ま
と
め
た
『
貞
観
政
要
』
と

内
容
が
共
通
す
る
部
分
も
少
な
く
な
い
［1

5

］

。 

『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
『
李
衛
公
問
対
』
か
ら
の
引
用
は
全
部
で
五
箇
所
あ
る
。 
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①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P

50
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
太
公
問
對
ニ
太
子
靖
曰
太
公
言
七
十
一
篇
也
不
可
以
兵
窮
」 

②
「
太
宗
問
對
ニ
李
靖
曰
張
良
所
學
太
公
六
韜
三
略
是
也
韓
信
所
學
穰
苴
孫
武
是
也
然
ト
モ
大
凡
不
出
三

門
四
種
而
已
」 

現
代
語
訳
：P

4
7

・P
48

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

①
こ
れ
は
太
公
の
言
の
七
十
一
編
で
あ
り
、
敵
状
を
知
る
の
に
兵
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
云
々
。 

②
「
張
良
は
太
公
、
六
韜
、
三
略
を
学
び
、
韓
信
は
『
司
馬
法
』
、
『
孫
子
』
を
学
ん
だ
、
と
李
靖

が
言
う
」
と
あ
り
、
前
漢
の
張
良
と
韓
信
の
二
人
が
忍
術
の
事
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
記
載
内
容
は

三
門
四
種
の
範
囲
内
で
あ
り
、
忍
術
は
そ
の
内
の
一
門
で
あ
る
。 

『
李
衛
公
問
対
』
原
文
：
（
巻
上
） 

「
太
宗
曰
：
漢
張
良
、
韓
信
序
次
兵
法
。
凡
百
八
十
二
家
、
刪
取
要
用
、
定
著
三
十
五
家
。
今
失
其

傳
、
何
也
？ 

靖
曰
：
張
良
所
學
、
太
公
『
六
韜
』
『
三
略
』
是
也
。
韓
信
所
學
、
穰
苴
孫
武
是
也
。
然
大
體
不
出
三

門
四
種
而
已
。 

太
宗
曰
：
何
謂
「
三
門
」
？ 

靖
曰
：
臣
案
：
『
太
公
謀
』
八
十
一
篇
、
所
謂
陰
謀
、
不
可
以
言
窮
。
『
太
公
言
』
七
十
一
篇
、
不
可

以
兵
窮
。
『
太
公
兵
』
八
十
五
篇
、
不
可
以
財
窮
。
此
「
三
門
」
也
。 

太
宗
曰
：
何
謂
「
四
種
」
？ 

靖
曰
：
漢
任
宏
所
論
是
也
。
凡
兵
家
流
、
權
謀
為
一
種
、
形
勢
為
一
種
、
及
陰
陽
技
巧
二
種
、
此
四
種

也
。
」 

比
較
： 

①
と
②
は
同
じ
と
こ
ろ
に
引
用
さ
れ
る
も
の
で
、
ま
と
め
て
説
明
す
る
。
ま
た
「
注
ニ
言
ト
ハ
間
事

也
ト
云
々
」
と
原
本
に
書
か
れ
、
こ
れ
が
恐
ら
く
『
武
経
七
書
匯
解
』
（
清
・
朱
庸
）
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。
（
『
武
経
七
書
匯
解
』
：
種
以
心
機
生
意
言
儘
也
言
謂
間
諜
中
事
） 

こ
の
部
分
だ
が
、
忍
者
の
起
源
に
つ
い
て
の
回
答
で
あ
る
。
『
孫
子
』
の
伊
摯
と
呂
牙
の
こ
と
を
引

用
し
て
、
説
明
を
展
開
す
る
。
（
『
孫
子
』
引
用
の
②
を
参
照
す
る
）
ま
た
こ
の
部
分
の
現
代
語
訳
で

は
意
味
が
か
な
り
ず
れ
て
い
る
の
で
、
注
意
し
た
い
。 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
： 

太
宗
が
問
う
：
漢
の
張
良
、
韓
信
は
当
時
に
あ
る
兵
法
を
整
理
、
編
纂
し
て
百
八
十
家
の
流
派
を
ま

と
め
た
。
ま
た
洗
練
し
て
三
十
五
家
に
定
着
し
た
。
今
こ
れ
ら
の
兵
法
書
は
ほ
と
ん
ど
消
え
た
が
、
な

ん
の
故
か
。 



三九 

李
靖
の
答
え
：
実
は
張
良
が
学
ん
だ
の
は
大
公
の
『
六
韜
』
と
『
三
略
』
で
あ
り
、
韓
信
が
学
ん
だ

の
は
司
馬
穰
苴
と
孫
武
の
理
論
道
理
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
古
代
兵
書
は
そ
の
類
別
か
ら
い
う
と
、

大
抵
三
門
四
種
に
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

太
宗
が
問
う
：
三
門
と
い
う
の
は
何
か
。 

李
靖
の
答
え
：
『
太
公
謀
』
八
十
一
篇
は
第
一
門
、
詭
計
の
謀
は
言
葉
で
は
（
そ
の
深
意
が
）
よ
く

説
明
で
き
ま
せ
ん
。
『
太
公
言
』
七
十
一
篇
は
第
二
門
、
奥
深
い
道
理
は
兵
を
以
て
い
て
も
（
そ
の
妙

用
が
）
う
ま
く
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
『
太
公
兵
』
八
十
五
篇
は
第
三
門
、
兵
を
用
い
る
道
理
は
人
の
才

能
で
は
（
そ
の
極
義
に
）
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
古
代
兵
書
の
「
三
門
」
で
あ
り
ま
す
。 

太
宗
が
問
う
：
四
種
と
い
う
の
は
何
か
。 

こ
れ
は
漢
の
任
宏
に
よ
る
兵
学
の
分
類
す
る
方
法
で
あ
り
ま
す
。
全
て
の
兵
家
流
派
は
こ
の
四
種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
即
ち
「
権
謀
」
、
「
形
勢
」
、
「
陰
陽
」
、
「
技
巧
」
で
あ
り
ま
す
。 

著
者
は
忍
び
の
起
源
を
回
答
し
て
い
る
。
一
番
古
い
兵
法
書
で
あ
る
『
孫
子
』
か
ら
、
『
李
衛
公
問

対
』
ま
で
、
忍
者
の
真
実
性
、
ま
た
そ
の
過
程
を
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
問
題
点
が
あ
る
。 

「
注
ニ
言
ト
ハ
間
事
也
ト
云
々
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
こ
の
註
は
お
そ
ら
く
『
武
経
七
書
匯
解
』
か

ら
の
註
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
言
謂
間
諜
中
事
」
（
言
と
は
間
諜
の
こ
と
で
あ
る
）
で
あ
る
。 

だ
が
、
こ
の
「
言
」
は
「
『
太
公
言
』
七
十
一
篇
」
の
「
言
」
を
指
し
、
他
の
兵
法
書
に
は
こ
の
よ

う
な
（
言
謂
間
諜
中
事
）
解
釈
が
な
い
。
恐
ら
く
『
武
経
七
書
匯
解
』
だ
け
に
あ
る
。
な
お
、
『
太
公

言
』
七
十
一
篇
は
現
在
中
国
で
は
『
太
公
金
匱
』
を
指
し
て
い
る
が
、
『
太
公
金
匱
』
に
は
「
間
」
に

つ
い
て
の
論
じ
は
な
い
。
故
に
、
な
ぜ
『
武
経
七
書
匯
解
』
で
は
「
言
」
を
「
間
諜
」
に
意
味
し
た
の

だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
謎
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、
三
門
の
一
門
で
あ
る
言
は
（
間
）
忍
術
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。 

③
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
大
宗
問
対
ニ
李
靖
曰
按
ニ
孫
子
用
間
最
モ
為
下
策
臣
嘗
テ
著
論
ヲ
於
其
末
云
水
能
載
舟
亦
能
覆
舟
或

用
間
以
成
功
或
憑
間
而
傾
敗
」 

現
代
語
訳
：P

7
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

李
靖
は
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
孫
子
の
用
間
は
最
も
下
策
か
も
知
れ
な
い
。
著
の
末
尾
に
、
「
水

は
船
を
浮
か
べ
る
が
、
沈
め
も
す
る
。
同
様
に
間
者
は
功
も
た
て
る
が
、
頼
み
に
し
た
味
方
を
滅
ぼ

す
」
云
々
。 

『
李
衛
公
問
対
』
原
文
：
（
巻
中
） 

「
靖
再
拜
曰
：
「
臣
與
儉
比
肩
事
主
，
料
儉
説
必
不
能
柔
服
，
故
臣
因
縱
兵
擊
之
，
所
以
去
大
惡
不
顧

小
義
也
。
人
謂
以
儉
為
死
間
，
非
臣
之
心
。
按
《
孫
子
》
，
用
間
最
為
下
策
。
臣
嘗
著
論
其
末
云
：
水
能



四〇 

載
舟
，
亦
能
覆
舟
。
或
用
間
以
成
功
，
或
憑
間
而
傾
敗
。
若
束
髮
事
君
，
當
朝
正
色
，
忠
以
盡
節
，
信
以

竭
誠
，
雖
有
善
間
，
安
可
用
乎
？
唐
儉
小
義
，
陛
下
何
疑
？
」 

太
宗
曰
：
「
誠
哉
！
非
仁
義
不
能
使
間
，
此
豈
纖
人
所
為
乎
？
周
公
大
義
滅
親
，
況
一
使
人
乎
？
灼
無

疑
矣
！
」 

比
較
： 

こ
こ
は
、
忍
者
を
使
う
と
か
え
っ
て
味
方
に
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、
著
者
は
李
靖

の
話
を
引
用
し
て
説
明
し
た
。 

『
唐
太
宗
李
衛
公
問
対
今
註
今
譯
』
： 

李
靖
：
「
わ
た
し
は
儉
と
一
緒
に
陛
下
に
努
め
、
唐
倹
の
弁
舌
で
は
突
厥
を
説
き
伏
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
、
機
を
狙
い
攻
撃
を
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
大
き
な
災
い
を
除
く
た
め
に
小
さ

な
義
を
捨
て
た
の
で
す
。
倹
を
死
間
に
使
う
と
多
く
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
私
の
本
意
で
は
な
い

で
す
。
「
孫
子
」
の
言
う
通
り
、
用
間
は
最
下
策
で
あ
り
、
こ
の
用
間
編
を
読
み
、
そ
の
末
に
『
水
は

舟
を
浮
か
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
舟
を
転
覆
さ
せ
る
こ
と
も
す
る
。
』
と
註
を
し
ま
し
た
。
あ

る
人
は
間
を
以
て
成
功
に
な
り
ま
す
が
、
あ
る
人
は
間
に
よ
り
惨
敗
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
人
は

大
人
に
な
っ
て
朝
廷
に
入
り
、
忠
誠
を
尽
く
し
て
責
任
を
持
ち
、
欲
望
な
ど
全
然
無
く
し
て
主
君
の
た

め
に
行
動
す
れ
ば
、
た
と
え
相
手
が
上
手
く
間
諜
を
使
っ
て
、
我
ら
を
離
間
し
て
も
、
何
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
唐
倹
の
よ
う
な
小
さ
い
事
、
陛
下
は
何
で
懸
念
を
抱
く
の
で
し
ょ
う
。 

太
宗
：
「
誠
に
そ
の
通
り
だ
。
仁
義
で
な
け
れ
ば
間
が
使
え
な
い
、
卑
劣
者
は
ど
う
し
て
も
間
が
使

え
な
い
。
か
つ
て
周
公
旦
は
大
義
の
た
め
に
あ
え
て
兄
に
手
を
か
け
た
と
い
う
。
ま
し
て
一
使
節
な
ど

言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
。
そ
な
た
の
真
意
は
よ
く
わ
か
っ
た
。
も
は
や
一
点
の
疑
念
も
な
い
。
」 

李
靖
の
話
に
よ
る
と
、
問
題
点
は
自
分
の
内
部
で
は
ど
う
す
る
事
で
あ
る
。
相
手
は
ど
ん
な
に
上
手

く
間
諜
を
使
っ
て
味
方
に
来
て
も
、
内
部
は
団
体
一
心
で
あ
れ
ば
、
無
事
で
済
む
。
ま
た
、
何
で
「
用

間
は
最
下
策
で
あ
る
」
に
つ
い
て
、
水
と
舟
の
関
係
の
よ
う
に
安
定
し
て
い
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。 

だ
が
、
『
万
川
集
海
』
で
は
、
著
者
は
後
の
答
の
所
に
う
ま
く
説
明
し
た
。
即
ち
「
愚
将
ノ
為
ニ
ハ

下
策
也
、
明
将
ノ
為
ニ
ハ
上
策
也
」
で
あ
る
。 

興
味
深
い
の
は
『
李
衛
公
問
対
』
に
お
け
る
太
宗
の
最
後
の
一
言
で
あ
る
。
「
仁
義
で
な
け
れ
ば
間

が
使
え
な
い
、
卑
劣
者
は
ど
う
し
て
も
間
が
使
え
な
い
」
。
こ
れ
が
『
萬
川
集
海
』
の
説
明
と
共
通
し

て
い
る
。 

④
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
・
陽
忍
下
・P

59
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
李
靖
曰
旗
齊
皷
應
メ
號
令
如
一
紛
々
雖
退
走
非
敗
必
有
奇
」 

「
李
靖
曰
兵
卻
旗
參
差
不
齊
鼓
大
小
不
應
令
喧
囂
而
不
一
是
真
之
敗
卻
也
非
奇
」 

現
代
語
訳
：P

1
27

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 
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旗
を
調
え
、
鼓
に
応
じ
て
号
令
一
つ
で
散
り
散
り
に
逃
げ
る
の
は
敗
北
に
よ
る
逃
走
で
は
な
く
、
必

ず
奇
計
が
あ
る
。 

兵
が
本
気
で
退
却
す
る
な
ら
、
旗
が
入
り
混
じ
っ
て
整
然
と
し
て
は
い
な
い
。
兵
は
鼓
の
大
小
の
音

に
呼
応
せ
ず
、
命
令
が
騒
々
し
く
飛
び
交
っ
て
一
つ
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
真
の
敗
退
で
あ
っ
て
奇
計

で
は
な
い
。 

『
李
衛
公
問
対
』
原
文
：
（
巻
上
） 

「
太
宗
曰
：
「
凡
兵
皆
謂
之
奇
乎
？
」 

靖
曰
：
「
不
然
。
夫
兵
卻
，
旗
參
差
而
不
齊
，
鼓
大
小
而
不
應
，
令
喧
囂
而
不
一
，
此
真
敗
卻
也
，
非

奇
也
。
若
旗
齊
鼓
應
，
號
令
如
一
，
紛
紛
紜
紜
，
雖
退
走
，
非
敗
也
，
必
有
奇
也
。
法
曰
：
『
佯
北
勿

追
』
，
又
曰
：
『
能
而
示
之
不
能
』
。
皆
奇
之
謂
也
。
」 

比
較
： 

こ
れ
が
「
敵
が
伏
兵
を
置
い
て
騙
し
て
逃
げ
る
の
を
察
知
す
る
事
」
の
所
に
引
用
さ
れ
た
内
容
で
あ

る
。
李
靖
の
話
を
参
考
に
し
て
、
真
の
敗
退
な
の
か
、
奇
計
な
の
か
を
判
断
す
る
。
特
に
問
題
が
な

い
。 

⑤
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
六
・
遁
甲
篇
・P

66
9

・P
67

0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
唐
大
宗
曰
日
時
方
ノ
類
ハ
一
切
用
ル
ニ
不
足
モ
ノ
也
捨
之
ハ
如
何
・
・
・
鬼
神
ニ
問
フ
也
・
・
・
大

公
ハ
必
定
勝
ン
か
爲
ナ
リ
・
・
・
皆
理
之
如
此
。
」 

現
代
語
訳
：P

1
84

・P1
85

・P
18
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

昔
、
唐
の
太
宗
が
、
「
日
・
時
・
方
の
類
は
一
切
用
い
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
捨
て

て
は
如
何
だ
ろ
う
か
」
と
問
う
と
、
李
靖
は
「
こ
れ
を
廃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
こ
れ
ら
は

兵
法
で
は
策
略
の
道
で
あ
り
、
日
取
り
・
時
取
り
・
方
取
り
を
使
っ
て
臆
病
者
や
愚
痴
な
者
を
動
か
す

事
が
出
来
る
の
で
す
。
彼
ら
は
吉
日
・
吉
方
に
迷
っ
て
お
り
、
『
今
か
か
れ
ば
、
大
敵
強
敵
も
た
ち
ま

ち
破
る
事
が
難
無
く
出
来
る
』
な
ど
と
言
い
聞
か
せ
、
勇
気
を
奮
い
立
た
せ
る
方
便
で
す
。
よ
っ
て
こ

れ
を
捨
て
る
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
い
る
。
太
宗
は
ま
た
「
卿
、
あ
な
た
は
常
に
『
天

官
・
日
時
の
事
を
明
将
は
用
い
な
い
。
暗
将
は
こ
れ
に
拘
わ
り
泥
む
』
と
何
時
も
言
わ
れ
る
。
な
ら
ば

こ
れ
を
捨
て
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
」
と
問
う
と
、
李
靖
は
「
昔
、
殷
の
紂
王
は
甲
子
の
日
に
出
戦
し

て
武
王
の
為
に
討
た
れ
亡
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
周
の
武
王
も
甲
子
に
出
戦
し
て
大
勝
利
を
得
て
天
下

を
治
め
ら
れ
ま
し
た
。
出
陣
の
日
は
各
甲
子
の
日
で
す
。
ま
た
宋
の
武
帝
劉
裕
は
往
亡
の
日
に
軍
を
起

こ
し
て
南
燕
を
攻
め
ま
し
た
。
そ
の
時
に
諸
将
は
『
往
亡
は
凶
振
で
す
。
軍
兵
を
出
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
』
と
言
う
と
、
武
帝
は
『
往
亡
は
吉
日
で
あ
る
。
吾
が
往
く
の
で
敵
が
亡
ぶ
日
に
な
る
の
だ
』
と
言

っ
て
終
に
軍
を
出
し
て
大
勝
利
を
得
、
燕
を
亡
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
思
え
ば
、
日
取
り
や
時
取

り
な
ど
は
わ
ざ
わ
ざ
廃
さ
な
く
て
も
よ
い
の
は
明
ら
か
で
す
。
田
単
〔
宋
の
武
帝]

は
小
勢
で
即
墨
と
い
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う
所
の
城
を
守
っ
て
い
た
が
、
燕
の
大
軍
が
来
攻
し
て
城
を
包
囲
し
ま
し
た
。
墨
軍
の
勇
気
は
失
せ
て

し
ま
い
、
燕
軍
に
投
降
す
べ
き
か
逃
げ
る
べ
き
か
、
と
慌
て
ふ
た
め
い
た
の
で
、
田
単
は
工
夫
を
廻
ら

し
て
一
人
に
契
約
を
固
め
て
神
の
使
い
と
し
、
謹
ん
で
そ
の
鬼
神
を
祭
る
ふ
り
を
し
ま
し
た
。
予
め
の

約
束
事
通
り
に
、
神
の
使
い
が
口
を
開
き
、
『
時
を
移
さ
ず
に
攻
撃
す
れ
ば
燕
軍
は
必
ず
敗
れ
る
』
と

告
げ
た
の
で
諸
軍
は
尽
く
勇
み
立
っ
て
進
軍
を
始
め
ま
し
た
。
田
単
は
そ
の
勢
い
に
乗
じ
て
、
火
牛
の

術
〔
牛
の
角
に
刃
を
結
び
付
け
、
尾
に
葦
の
束
を
結
ん
で
油
を
撒
い
て
火
を
付
け
て
敵
陣
に
向
か
っ
て

暴
走
さ
せ
る
術
」
で
燕
軍
を
追
い
破
り
大
勝
利
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
兵
法
は
詭
詐
の

道
な
り
の
好
例
で
す
。
天
官
時
日
な
ど
を
捨
て
ず
に
利
用
す
れ
ば
、
こ
の
様
な
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で

す
」
と
答
え
た
。
太
宗
は
ま
た
、
「
田
単
は
神
怪
を
謀
っ
て
燕
軍
を
破
り
、
太
公
は
亀
蓍
〔
亀
の
甲
羅

を
焚
い
て
亀
裂
で
吉
凶
を
占
う
〕
を
焚
い
て
殷
の
紂
王
を
亡
ぼ
し
た
。
田
単
が
神
託
に
頼
っ
た
の
と
、

太
公
が
亀
着
を
焼
い
て
占
っ
た
の
と
の
違
い
は
何
処
に
あ
る
か
」
と
問
う
と
、
李
靖
は
「
明
将
の
機
転

は
皆
一
つ
で
す
。
あ
る
い
は
逆
手
に
取
り
、
順
手
で
行
う
が
、
そ
の
実
は
皆
同
じ
意
味
で
す
。
昔
、
太

公
が
武
王
を
助
け
て
出
陣
し
、
牧
野
と
い
う
所
に
行
っ
た
時
、
急
に
雷
雨
振
動
し
て
旌
旗
も
折
れ
、
金

鼓
も
壊
れ
て
気
色
が
恐
ろ
し
き
事
こ
の
上
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
に
散
宜
生
〔
周
の
文
王
と
武

王
に
仕
え
た
名
臣
〕
は
『
ま
ず
軍
勢
を
引
き
返
し
、
重
ね
て
良
辰
を
占
い
、
軍
を
出
す
べ
き
で
す
』
と

言
い
ま
し
た
。
散
宜
生
が
こ
の
様
に
言
っ
た
意
味
は
、
出
陣
の
折
柄
に
斯
様
な
不
吉
の
相
が
あ
る
の
は

軍
中
が
疑
い
恐
れ
た
事
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
戦
は
不
吉
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
諸
軍
の
惑
い
を
解
く

為
に
亀
甲
や
筮
竹
で
卜
筮
し
、
鬼
神
に
問
う
の
も
方
法
で
す
」
と
答
え
た
。
太
公
は
「
腐
り
た
る
算
木

〔
占
用
の
約
十
セ
ン
チ
の
正
方
柱
体
の
六
本
の
木
〕
や
死
ん
だ
亀
の
甲
で
何
故
軍
の
吉
凶
が
判
断
出
来

る
の
か
。
武
王
は
下
臣
で
あ
り
、
紂
王
は
君
主
で
あ
る
。
だ
か
ら
家
臣
が
主
君
を
討
つ
事
に
な
り
、
家

臣
が
主
君
に
勝
利
す
る
の
は
理
に
反
す
る
。
よ
っ
て
占
え
ば
不
吉
の
卦
が
出
て
、
占
に
従
っ
て
軍
を
引

き
上
げ
て
再
出
陣
す
る
と
し
て
、
終
に
占
わ
な
い
で
進
軍
し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
は
悪
例
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
散
宜
生
は
卜
筮
で
吉
日
で
あ
る
と
し
て
、
前
も
っ
て
軍
中
に
知
ら
し
め
て
惑
い
を
解
く
為
で
し

た
。
太
公
は
必
ず
勝
つ
為
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
二
人
の
話
は
極
ま
る
所
、
そ
の
理
は
同
じ
で
す
。

皆
、
各
士
卒
の
惑
い
を
解
く
為
で
し
た
。
よ
っ
て
日
取
り
・
時
取
り
・
方
取
り
の
事
は
皆
事
同
じ
理
で

す
」
と
答
え
た
。 

『
李
衛
公
問
対
』
原
文
：
（
巻
下
） 

「
太
宗
曰
：
「
陰
陽
術
數
，
廢
之
可
乎
？
」 

靖
曰
：
「
不
可
。
兵
者
，
詭
道
也
。
託
之
以
陰
陽
術
數
，
則
使
貪
使
愚
，
茲
不
可
廢
也
。
」 

太
宗
曰
：
「
卿
嘗
言
天
官
時
日
，
明
將
不
法
，
暗
者
將
拘
之
，
廢
亦
宜
然
。
」 

靖
曰
：
「
紂
以
甲
子
日
亡
，
武
王
以
甲
子
日
興
。
天
官
時
日
，
甲
子
一
也
。
殷
亂
周
治
，
興
亡
異
焉
。

又
宋
武
帝
以
往
亡
日
起
兵
，
軍
吏
以
為
不
可
，
帝
曰
：
『
我
往
彼
亡
。
』
果
克
之
。
以
此
言
之
，
可
廢
明
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矣
。
然
而
田
單
為
燕
所
圍
，
單
命
一
人
為
神
，
拜
而
祠
之
，
神
言
：
『
燕
可
破
。
』
單
于
是
以
火
牛
出
擊

燕
，
大
破
之
。
此
是
兵
家
詭
道
，
天
官
時
日
亦
猶
此
也
。
」 

太
宗
曰
：
「
田
單
託
神
怪
而
破
燕
，
太
公
焚
蓍
龜
而
滅
紂
，
二
事
相
反
，
何
也
？
」 

靖
曰
：
「
其
機
一
也
，
或
逆
而
取
之
，
或
順
而
行
之
是
也
。
昔
太
公
佐
武
王
，
至
牧
野
遇
雷
雨
，
旗
鼓

毀
折
，
散
宜
生
欲
卜
吉
而
後
行
，
此
則
因
軍
中
疑
懼
，
必
假
卜
以
問
神
焉
。
太
公
以
為
腐
草
枯
骨
無
足

問
，
且
以
臣
伐
君
，
豈
可
再
乎
？
然
觀
散
宜
生
發
機
于
前
，
太
公
成
機
于
後
，
逆
順
雖
異
，
其
理
致
則

同
。
臣
前
所
謂
術
數
不
可
廢
者
，
蓋
存
其
機
于
未
萌
也
，
及
其
功
，
在
人
事
而
已
。
」 

比
較
： 

「
尉
繚
子
」
の
引
用
の
所
を
参
照
す
る
。 

軍
事
に
お
い
て
、
日
取
り
、
占
い
な
ど
が
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
が
、
殆
ど
『
李
衛

公
問
対
』
の
内
容
を
引
用
し
た
。
主
旨
だ
が
、
軍
事
に
お
い
て
、
人
事
が
一
番
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、

遁
甲
（
或
い
は
日
取
り
、
占
い
）
は
精
神
面
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、
簡
単
に
捨
て
は
な
ら
な
い
。
占

い
を
利
用
し
て
、
士
卒
を
興
奮
さ
せ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
占
い
な
ど
を
信
じ
、
勢
い
戦
っ
て
勝
利
を
も

ら
う
こ
と
も
あ
る
。 

長
い
引
用
で
あ
る
が
、
特
に
問
題
が
な
い
。 

現
代
語
訳
で
は
、
中
国
方
面
の
説
明
と
外
れ
た
内
容
が
あ
る
の
で
、
例
を
挙
げ
る
。 

一
： 

『
李
衛
公
問
対
』
原
文
：
可
廢
明
矣 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
日
取
時
取
ハ
可
廃
ヿ
ニ
非
ル
ヿ
明
ケ
シ 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
廃
棄
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

『
万
川
集
海
』
現
代
語
訳
：
わ
ざ
わ
ざ
廃
さ
な
く
て
も
よ
い
の
は
明
ら
か
で
す
。 

二
： 

『
李
衛
公
問
対
』
原
文
：
太
公
焚
蓍
龜
而
滅
紂 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
太
公
蓍
龜
蓍
ヲ
焼
タ
ル 

『
中
国
歴
代
兵
書
集
成
』
：
大
公
が
占
う
龜
甲
を
焼
き
尽
く
し
て
（
占
わ
な
い
）
紂
を
滅
ぼ
す
。 

『
万
川
集
海
』
現
代
語
訳
： 

大
公
が
龜
甲
を
焼
い
て
占
っ
た
。 

こ
の
二
つ
で
あ
る
が
、
二
は
全
く
違
う
意
味
で
あ
る
の
で
、
注
意
し
た
い
。 



四四 

ま
と
め
： 

『
李
衛
公
問
対
』
か
ら
の
引
用
五
カ
条
で
、
特
に
矛
盾
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。 

①
と
②
で
は
、
「
三
門
四
種
」
を
始
め
と
し
て
、
「
三
門
」
の
一
門
で
あ
る
「
言
」
と
は
間
諜
で
あ

る
と
著
者
は
述
べ
た
い
。
こ
の
部
分
で
は
『
武
経
七
書
匯
解
』
の
姿
が
見
ら
れ
る
。 

③
は
「
間
」
を
使
う
に
は
、
使
う
手
は
明
智
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
間
」
は
両
方
の
情
報
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
ま
さ
に
水
と
船
の
関
係
で
、
慎
重
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

④
は
真
実
の
敗
北
の
認
識
方
法
と
し
て
、
参
考
に
な
れ
る
。
特
に
矛
盾
は
な
い
。 

⑤
は
『
万
川
集
海
』
で
は
長
く
抄
出
し
て
い
る
。
遁
甲
、
占
い
な
ど
は
本
当
に
戦
争
に
役
立
つ
の
か

に
つ
い
て
、
詳
し
く
答
え
て
い
る
。
即
ち
、
占
う
に
よ
り
、
士
気
を
興
奮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

よ
く
戦
え
る
。
戦
争
で
は
、
人
力
は
一
番
重
要
で
あ
る
と
著
者
は
賛
成
す
る
が
、
遁
甲
、
占
い
な
ど
に

も
作
用
が
あ
り
簡
単
に
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。 

な
お
、
「
注
ニ
言
ト
ハ
間
事
也
ト
云
々
」
に
つ
い
て
、
恐
ら
く
『
武
経
七
書
匯
解
』
に
し
か
書
か
れ

て
い
な
い
。
『
武
経
七
書
匯
解
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
分
で
分
析
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す

る
。 



四五 

《
第
二
章
》
他
の
兵
法
書
の
引
用 

本
章
か
ら
武
経
七
書
以
外
の
兵
法
書
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
、
調
べ
て
詳
し
く
比
較
す
る
が
、
現
在

ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
こ
の
七
書
で
あ
る
。
即
ち
『
兵
鏡
』
・
『
七
書
直
解
』
・
『
太
白
陰

経
』
・
『
十
一
家
注
孫
子
』
・
『
孫
子
書
校
解
引
類
』
・
『
喩
子
十
三
種
秘
書
兵
衛
』
・
『
武
經
七
書

匯
解
』
で
あ
る
。
だ
が
、
他
の
兵
法
書
だ
と
い
っ
て
も
、
七
書
に
関
係
す
る
本
も
四
つ
あ
る
。
故
に
七

書
の
以
外
は
『
兵
鏡
』
・
『
太
白
陰
経
』
・
『
喩
子
十
三
種
秘
書
兵
衡
』
で
、
こ
の
三
つ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
兵
法
書
の
詳
細
は
そ
の
節
で
説
明
す
る
。 

《
第
一
節
》
『
兵
鏡
』 

『
兵
鏡
』
は
古
代
中
国
明
の
万
暦
四
十
八
年
（
元
和
六
年
、
一
六
二
〇
）
前
後
、
呉
惟
順
、
呉
鳴

球
、
呉
若
礼
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
。
内
容
は
、
軍
制
、
選
将
、
任
将
、
将
職
、
講
武
、
行
軍
、
計
戦
、

営
陣
、
攻
守
、
軍
需
、
天
文
、
地
理
に
及
ぶ
［1

6

］

。 

本
論
文
で
は
、
『
中
国
兵
書
集
成
』
に
あ
る
『
兵
鏡
』
の
本
文
を
参
照
に
し
て
い
る
。
『
兵
鏡
』
か

ら
の
引
用
は
全
部
で
四
つ
あ
る
。 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
兵
鏡
曰
凡
欲
征
伐
先
用
間
謀
覘
敵
之
衆
寡
虛
實
動
靜
然
後
ニ
與
師
大
功
可
立
。
戰
無
不
勝
。
」 

現
代
語
訳
：P

6
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

征
伐
し
た
く
ば
、
ま
ず
間
諜
を
使
っ
て
敵
の
勢
力
、
虚
実
、
動
静
な
ど
を
窺
い
報
告
さ
せ
、
そ
の
後

に
軍
隊
を
動
か
せ
ば
戦
勝
間
違
い
な
し
。 

『
兵
鏡
』
原
文
：
（
巻
十
・
百
戦
條
略
・
間
戦
） 

「
凡
欲
征
伐
先
用
間
謀
覘
敵
之
衆
寡
虚
實
動
靜
然
後
與
師
大
功
可
立
。
戰
無
不
勝
。
法
日
無
所
不
用
間

也
。
」 

比
較
： 

こ
れ
は
忍
法
の
利
得
の
十
か
条
の
二
：
忍
者
を
送
り
込
ん
で
、
敵
の
強
弱
、
特
に
敵
の
大
将
の
心
底

を
探
ら
せ
て
我
々
の
主
将
に
知
ら
し
め
る
こ
と
は
万
策
の
基
本
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
利
得
も
甚
大
と

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
の
引
用
で
あ
る
。
（
『
孫
子
』
引
用
の
⑧
と
同
じ
の
と
こ
ろ
で
あ
る
） 

『
兵
鏡
』
現
代
語
訳
：
凡
そ
敵
を
討
伐
す
る
前
に
、
先
ず
間
諜
を
用
い
て
敵
の
衆
寡
、
虚
実
、
動
静

を
観
察
し
て
か
ら
攻
め
る
。
こ
れ
は
百
戦
百
勝
で
あ
る
。
兵
法
に
曰
く
：
何
の
こ
と
に
も
間
諜
を
用
い

る
。 こ

の
現
代
語
訳
は
ほ
ぼ
『
万
川
集
海
』
の
現
代
語
訳
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
特
に
問
題
が
な
い
。 
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②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
七
・
将
知
四
・P

54
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
兵
鏡
曰
間
者
兵
家
之
妙
要
」 

現
代
語
訳
：P

8
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

間
者
は
兵
家
の
妙
法
。 

『
兵
鏡
』
原
文
：
（
巻
十
・
間
諜
） 

「
是
以
知
間
者
兵
家
之
要
妙
也
。
」 

比
較
： 

こ
れ
は
間
諜
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
『
万
川
集
海
』
で
は
、
愚
将
は
間
諜
を
使
い
、
害
を
も

た
ら
す
こ
と
に
反
し
て
、
賢
将
は
間
諜
を
使
い
、
簡
単
に
敵
を
滅
ぼ
す
。
間
は
極
め
て
重
要
で
あ
る

が
、
将
軍
に
よ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
問
題
な
し
。
ち
な
み
に
、
『
兵
鏡
』
で
は
、
こ
の
部
分

は
か
な
り
『
孫
子
』
の
「
用
間
」
の
内
容
を
引
用
し
た
。
ま
さ
に
「
用
間
」
の
説
明
で
あ
ろ
う
。 

③
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
七
・
天
文
篇
・P

67
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
風
雨
賦
」
（
全
篇
） 

『
兵
鏡
』
原
文
：
（
卷
十
八
・
占
侯
） 

「
風
雨
賦
」
（
全
篇
） 

比
較
： 

著
者
は
抄
出
と
書
き
、
完
全
引
用
で
あ
る
。
風
雨
を
予
測
す
る
知
識
と
し
て
、
忍
び
に
参
考
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
単
純
な
引
用
で
、
省
略
す
る
。 

④
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
七
・
天
文
篇
・P

68
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
若
遇
天
景
曀
霾
夜
色
暝
黑
又
不
能
辨
方
向
則
當
縱
老
馬
前
行
令
識
道
路
或
用
指
南
針
及
指
南
魚
以
辨

所
向
魚
法
用
薄
鐵
葉
剪
裁
長
二
寸
濶
五
分
首
尾
鋭
如
魚
形
置
灰
火
燒
之
侯
通
赤
以
鉄
鈴
〃
莫
首
出
火
以
尾

正
對
子
位
蘸
水
盆
中
沒
尾
數
分
則
上
以
密
器
收
之
用
時
置
水
椀
於
無
風
處
平
放
魚
在
水
面
令
浮
其
頭
當
南

向
午
也
指
南
針
即
羅
盤
内
所
用
者
。
」 

『
兵
鏡
』
原
文
：
（
卷
七
・
行
軍
定
惑
） 

「
若
遇
天
景
曀
霾
。
夜
色
暝
黑
。
又
不
能
辨
方
向
。
則
當
縱
老
馬
前
行
。
令
識
道
路
。
或
用
指
南
針
及

指
南
魚
以
辨
所
向
。
魚
法
用
薄
鐵
葉
剪
裁
長
二
寸
。
濶
五
分
。
首
尾
鋭
如
魚
形
。
置
灰
火
燒
之
。
侯
通
赤

以
鉄
鈴
鈴
魚
首
出
火
。
以
尾
正
對
于
位
蘸
水
盆
中
。
沒
尾
數
分
。
則
上
以
密
器
收
之
。
用
時
置
水
椀
於
無

風
處
平
放
魚
在
水
面
令
浮
。
其
首
當
南
向
午
也
。
指
南
針
。
即
羅
盤
内
所
用
者
。
」 

比
較
： 

こ
れ
も
完
全
引
用
で
あ
り
、
方
向
を
し
る
や
り
方
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
。 



四七 

ま
と
め
： 

『
兵
鏡
』
か
ら
の
引
用
は
特
に
問
題
が
な
い
。
天
文
篇
に
お
い
て
、
長
く
抄
出
す
る
こ
と
が
あ
る

が
、
本
当
に
理
解
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。 

〈
第
二
節
〉
『
七
書
直
解
』 

『
七
書
直
解
』
は
明
太
祖
朱
元
璋
の
命
に
よ
り
、
劉
寅
が
編
纂
し
て
明
洪
武
三
十
一
年
（
応
永
五

年
、
一
三
九
八
）
に
成
書
し
た
。
巻
首
に
は
序
言
・
読
兵
書
法
・
凡
例
・
引
用
・
武
経
所
載
陣
図
・
武

経
所
載
国
名
・
目
次
・
兵
法
附
録
が
あ
る
。
全
書
は
二
十
五
卷
一
百
一
十
四
篇
か
ら
な
っ
て
い
る

［1
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］
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『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
は
、
『
七
書
直
解
』
か
ら
の
引
用
は
一
箇
所
だ
け
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P

50
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
用
間
ノ
篇
ノ
字
ノ
註
ニ
間
ハ
罅
隙
也
人
ノ
来
敵
罅
隙
入
以
テ
探
リ
知
ル
其
情
也
」 

現
代
語
訳
：P

4
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

『
孫
子
』
の
用
間
篇
に
「
間
は
間
隙
の
意
味
で
あ
り
、
人
を
し
て
来
敵
の
隙
を
突
い
て
潜
入
さ
せ
、

そ
の
状
況
を
探
ら
せ
て
敵
を
知
る
」
と
あ
る
。 

『
七
書
直
解
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
間
罅
隙
也
令
人
乘
敵
罅
隙
而
入
以
探
知
其
情
也
」 

比
較
： 

『
七
書
直
解
』
か
ら
の
引
用
は
一
か
所
だ
け
で
あ
る
。
「
間
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
忍
び
に
説
明

す
る
の
に
相
応
し
い
。
引
用
は
矛
盾
し
て
い
な
い
が
、
た
だ
『
万
川
集
海
』
の
現
代
語
訳
の
所
に

（P
45

）
「
『
孫
子
』
の
用
間
篇
」
と
訳
さ
れ
て
し
ま
い
、
実
は
「
『
七
書
直
解
』
」
と
確
定
で
き
る
。 

〈
第
三
節
〉
『
太
白
陰
経
』 

『
太
白
陰
経
』
は
、
唐
代(

六
一
八
～
九
〇
七)

の
図
書
目
録
で
あ
る
『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
「
太
白

陰
経
十
巻
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
著
者
は
、
唐
の
官
吏
で
あ
っ
た
李
筌
と
い
う
。
李
筌
の
経
歴

に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
も
多
く
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
『
太
白
陰
経
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
李
筌
は
『
孫
子
』
の
注
釈
書
な
ど
も
残
し
て
い
る
の
で
、
兵
法
に
詳
し

か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。 



四八 

李
筌
は
『
太
白
陰
経
』
に
お
い
て
、
前
代
ま
で
の
主
だ
っ
た
兵
書
を
解
説
し
、
そ
こ
に
自
説
を
補
っ

て
い
る
。
ま
た
、
「
諸
葛
亮
の
八
陣
」
な
ど
を
図
示
し
て
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
李
筌
の
想
像
に

す
ぎ
な
い
。 

書
名
に
み
え
る
「
太
白
」
と
は
、
軍
事
の
兆
し
と
さ
れ
る
金
星
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
名
に
違
わ

ず
、
『
太
白
陰
経
』
で
は
天
体
観
測
を
は
じ
め
と
す
る
占
術
な
ど
を
取
り
上
げ
、
兵
法
を
論
じ
て
い

る
。
『
太
白
陰
経
』
は
「
人
望
」
・
「
戦
具
」
・
「
預
備
」
・
「
陣
図
」
・
「
祭
文
」
・
「
捷
書
」
・

「
薬
方
」
・
「
雑
占
」
・
「
遁
甲
」
な
ど
の
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
神
々
に
戦
勝
を
祈
る
「
祭

文
」
巻
、
戦
勝
を
報
告
す
る
「
捷
書
」
巻
と
い
っ
た
巻
名
か
ら
も
、
神
秘
的
な
要
素
が
う
か
が
え
る
。 

『
太
白
陰
経
』
に
は
「
惑
わ
す
に

巫
覡

ふ

げ

き

を
も
っ
て
し
、
そ
れ
を
し
て
鬼
神
を
尊
ぶ
」(

術
有
陰
謀
篇)

と
あ
り
、
「
巫
覡
」
つ
ま
り
祈
橋
師
に
鬼
神
を
崇
拝
さ
せ
る
よ
う
に
説
く
。
た
だ
、
呪
術
や
占
術
に
依

拠
す
る
「
陰
陽
」
の
兵
法
と
は
異
な
り
、
『
太
白
陰
経
』
は
呪
術
・
占
術
だ
け
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
る

と
は
考
え
て
い
な
い
。 

ま
た
、
『
太
白
陰
経
』
は
、
「
謀
は
心
に
蔵
し
、
事
は
後
に
あ
ら
わ
す
」(

沈
謀
篇)

と
い
う
よ
う

に
、
謀
略
を
心
の
中
に
秘
し
、
表
面
的
に
は
異
な
る
よ
う
に
み
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
れ

が
『
太
白
陰
経
』
に
と
っ
て
の
「
詭
道
」
で
あ
っ
た
。
『
太
白
陰
経
』
は
、
「
詭
道
」
の
一
環
と
し

て
、
占
術
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
『
李
衛
公
問
対
』
に

近
い
［1

8

］

。 

『
太
白
陰
経
』
の
引
用
は
一
ケ
所
し
か
な
い
。
そ
れ
は
「
行
人
」
と
い
う
呼
称
に
関
す
る
引
用
で
あ

る
。 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P

50
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
行
人
」 

『
太
白
陰
経
』
原
文
：
（
卷
二
人
謀
下
・
行
人
篇
） 

「
夫
行
人
之
用
事
有
二
：
一
曰
：
因
敵
国
之
人
来
觀
釁
於
我
，
我
高
其
爵
、
重
其
禄
、
察
其
辞
、
覆
其

事
；
実
則
任
之
，
虚
則
誅
之
；
任
之
以
郷
導
。
二
曰
：
吾
使
行
人
觀
敵
国
之
君
臣
；
左
右
執
事
，
孰
賢
孰

愚
？
中
外
近
人
，
孰
貪
孰
廉
？
舍
人
謁
者
，
孰
君
子
孰
小
人
？
吾
得
其
情
，
因
而
随
之
，
可
就
吾
事
。
」 

比
較
： 

こ
れ
は
忍
び
の
呼
称
に
つ
い
て
、
古
代
中
国
に
は
「
間
」
「
諜
」
「
細
作
」
「
游
偵
」
「
姦
細
」

「
行
人
」
な
ど
が
あ
る
が
、
「
行
人
」
が
『
太
白
陰
経
』
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P

51
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
若
撃
隼
之
入
重
林
無
其
蹤
若
游
魚
之
入
深
潭
無
其
跡
也
離
婁
俛
首
不
見
其
形
師
曠
傾
耳
不
聴
其
聲
微

乎
々
〃
與
纖
塵
俱
飛
豈
勇
力
軽
命
之
將
而
見
行
人
事
哉
」 



四九 

現
代
語
訳
：P

5
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

も
し
隼
が
深
い
森
の
中
へ
飛
撃
し
て
入
り
込
め
ば
跡
形
も
無
く
そ
の
姿
を
見
失
い
、
游
魚
が
深
い
淵

に
潜
っ
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
離
婁
の
よ
う
に
眼
の
良
い
人
で
も
見
え
ず
、
師
曠
ほ
ど
耳

が
良
い
人
で
も
音
を
聞
き
取
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
微
塵
は
力
を
加
え
な
く
て
も
飛
び
、
眼
に
は
見
え

な
い
。 

重
複
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
、
巻
十
一
・
陰
忍
一
・P6

20

に
も
同
じ
も
の
が
あ
る 

『
太
白
影
経
』
原
文
：
（
巻
二
・
人
謀
下
・
行
人
篇
） 

「
若
鷹
隼
之
入
重
林
，
無
其
蹤
；
若
游
魚
之
赴
深
潭
，
無
其
跡
。
離
婁
俛
首
，
不
見
其
形
；
師
曠
傾

耳
，
不
聆
其
聲
。
微
乎
！
微
乎
！
與
纖
塵
俱
飛
，
豈
飽
食
醉
酒
爭
力
輕
合
之
將
，
而
得
見
行
人
之
事

哉
！
」 

比
較
： 

敵
の
警
備
は
厳
し
い
場
合
、
ど
う
や
っ
て
忍
び
込
む
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
回
答
の
末
に
引
用
さ
れ

た
。
『
万
川
集
海
』
の
現
代
語
訳
は
ほ
ぼ
問
題
な
い
が
、
最
後
の
部
分
が
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
「
微
乎
々
〃
與
纖
塵
俱
飛
豈
勇
力
軽
命
之
將
而
見
行
人
事
哉
」
で
あ
る
。
訳
す
れ
ば
、
「
（
行
人
を

用
い
る
こ
と
は
）
微
妙
で
あ
り
、
微
塵
と
と
も
に
飛
ぶ
。
食
、
酒
（
の
欲
望
）
に
沈
ん
で
、
能
力
も
な

い
愚
将
に
は
行
人
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
著
者
は
ま
ず
始
計
を
以
て
、
常

に
謀
略
を
す
る
こ
と
と
回
答
し
、
ま
た
「
無
所
不
用
間
」
と
用
間
篇
を
も
引
用
し
て
、
「
間
」
を
用
い

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
将
軍
自
身
に
も
才
能
あ
る
か
ど
う
か
も
重
要
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。 

ま
と
め
： 

『
太
白
陰
経
』
か
ら
の
直
接
的
な
引
用
は
一
つ
あ
る
。
「
間
」
に
つ
い
て
、
そ
の
微
妙
さ
や
神
秘
さ
な

ど
が
説
か
れ
て
い
る
。
特
に
問
題
が
な
い
。 

〈
第
四
節
〉
『
十
一
家
注
孫
子
』 

『
十
一
家
注
孫
子
』
は
南
宋
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
す
る
が
、
具
体
的
な
時
期
が
わ
か
ら
な

い
。
ま
た
版
本
も
繁
多
で
、
考
拠
に
も
難
し
く
、
今
も
不
明
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
十
家
、
十
一
家

と
の
異
論
も
あ
る
。
十
一
家
と
は
曹
操
、
梁
孟
氏
、
李
筌
、
賈
林
、
杜
佑
、
杜
牧
、
陳
皞
、
梅
堯
臣
、

王
皙
、
何
氏
、
張
預
で
あ
る
［1

9

］

。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
『
十
一
家
注
孫
子
』
か
ら
の
引
用
は
二
か
条
で
あ
る
。 



五〇 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
・P

51
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
鄭
友
賢
曰
古
人
立
大
事
就
大
業
未
嘗
不
守
於
正
正
不
獲
意
未
嘗
不
假
權
以
濟
道
夫
事
至
於
用
權
則
何

所
不
為
哉
但
處
之
有
道
而
卒
帰
于
正
則
權
而
無
害
則
聖
人
之
德
也
在
兵
家
名
曰
間
在
聖
人
謂
之
權
湯
不
得

伊
不
能
悉
夏
王
之
惡
伊
不
在
夏
不
能
就
湯
之
美
武
不
得
呂
不
能
成
武
王
之
德
呂
牙
不
在
商
不
能
就
武
之
德

非
此
二
人
者
不
能
立
順
天
應
人
吊
民
伐
罪
之
則
非
為
間
於
夏
商
而
何
惟
其
處
之
有
道
而
終
歸
于
正
耳
」 

現
代
語
訳
：P

5
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

昔
か
ら
大
事
を
志
し
て
大
業
を
成
就
し
た
人
の
共
通
点
は
正
心
を
貫
い
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
正
心
に

は
強
固
な
意
志
の
継
続
が
必
要
で
あ
り
、
一
時
的
な
権
だ
け
で
は
王
道
を
開
く
こ
と
は
出
来
な
い
し
、

ま
た
権
謀
を
画
策
す
る
だ
け
で
は
何
事
も
成
功
し
な
い
。
成
功
す
る
に
は
正
道
の
外
は
な
い
。
権
謀
し

て
も
害
が
無
い
場
合
は
、
聖
人
の
徳
の
な
せ
る
技
で
あ
る
。
こ
れ
を
兵
法
家
は
間
と
言
い
、
聖
人
な
ら

権
と
言
う
。
殷
の
湯
王
に
賢
臣
の
伊
が
居
な
か
っ
た
ら
、
夏
王
の
悪
事
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
ま
た
伊
が
夏
国
に
潜
入
し
て
情
報
を
入
手
し
て
い
な
け
れ
ば
、
湯
王
の
美
談
も
生
ま
れ
る

こ
と
は
無
か
っ
た
だ
ろ
う
。
武
王
に
呂
〔
太
公
望
〕
が
居
な
け
れ
ば
、
武
王
も
徳
政
を
敷
く
事
は
出
来

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
二
人
が
居
た
か
ら
こ
そ
、
君
主
は
天
命
に
従
い
、
人
心
に
対
応
し
、
領

民
を
あ
わ
れ
み
、
罪
を
伐
る
こ
と
が
出
来
た
。
す
な
わ
ち
間
者
を
夏
や
商
の
国
に
送
り
込
ま
な
け
れ

ば
、
ど
う
し
て
覇
道
が
開
け
、
正
道
に
帰
す
る
こ
と
が
出
来
た
だ
ろ
う
か
。 

『
十
一
家
注
孫
子
』
原
文
：
（
孫
子
遺
説
） 

「
古
之
人
立
大
事
就
大
業
未
嘗
不
守
於
正
正
不
獲
意
則
未
嘗
不
假
權
以
濟
道
夫
事
業
至
於
用
權
則
何
所

不
為
哉
但
處
之
有
道
而
卒
反
于
正
則
權
無
害
於
聖
人
之
德
也
蓋
盡
在
兵
家
名
曰
間
在
聖
人
謂
之
權
湯
不
得

伊
摯
不
能
悉
夏
政
之
惡
伊
摯
不
在
夏
不
能
成
湯
之
美
武
不
得
呂
牙
不
能
審
商
王
之
罪
呂
牙
不
在
商
不
能
就

武
之
德
非
此
二
人
者
不
能
立
順
天
應
人
伐
罪
弔
民
之
仁
義
則
非
為
間
於
夏
商
而
何
惟
其
處
之
有
道
而
終
歸

于
正
」 

比
較
： 

「
孫
子
遺
説
」
に
お
い
て
、
こ
れ
は
「
間
」
と
い
う
の
は
不
正
で
あ
り
、
邪
で
あ
る
が
、
な
ぜ
間
を
重

視
す
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
の
回
答
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
聖
人
が
正
を
持
っ
て
、
「
権
」
を
用
い
る
の
は
（
兵
家
の
）
「
間
」
と
同
じ
も
の
で
、
本
質

は
同
じ
く
名
称
だ
け
が
違
っ
て
い
る
。
故
に
「
間
」
を
用
い
る
の
に
は
「
正
」
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
忍
者
の
正
心
で
あ
る
。 



五一 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
出
口
入
耳
将
与
間
聞
知
其
事
而
已
」 

現
代
語
訳
：P

7
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

将
と
間
者
と
の
や
り
と
り
は
文
書
に
残
さ
ず
、
直
接
に
口
頭
で
行
う
。 

『
十
一
家
注
孫
子
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
事
莫
密
於
間
杜
牧
曰
：
出
口
入
耳
也
密
一
作
審
張
預
曰
：
惟
將
與
間
得
聞
其
事
非
密
與
」 

比
較
： 

『
孫
子
』
の
引
用
の
⑮
を
参
照
す
る
。
（P

10

） 

こ
れ
は
二
つ
の
文
を
合
わ
せ
、
あ
る
物
を
削
除
し
て
一
つ
の
文
に
し
た
引
用
で
、
『
十
一
家
注
孫
子
』

の
出
自
で
あ
る
。 

『
孫
子
』
の
原
文
の
「
事
莫
密
於
間
」
に
つ
い
て
の
注
解
で
、
『
孫
子
』
の
引
用
の
⑮
に
詳
し
く
説

明
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
特
に
問
題
が
な
い
。 

現
代
語
訳
に
つ
い
て
、
「
口
で
話
し
た
ら
他
人
の
耳
に
入
る
。
将
と
間
だ
け
が
事
を
知
る
。
」
の
ほ

う
が
よ
い
だ
ろ
う
。 

ま
と
め
： 

鄭
友
賢
に
よ
り
書
か
れ
た
「
孫
子
遺
説
」
は
実
は
『
十
一
家
注
孫
子
』
の
内
容
で
は
な
い
、
た
だ

し
、
『
十
一
家
注
孫
子
』
の
補
充
と
し
て
、
常
に
一
緒
に
さ
れ
て
い
る
。
な
お
引
用
に
つ
い
て
、
現
代

語
訳
に
は
少
々
問
題
点
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
。 



五二 

〈
第
五
節
〉
『
孫
子
書
校
解
引
類
』 

『
孫
子
書
校
解
引
類
』
は
『
孫
子
書
』
と
も
読
む
、
明
の
張
本
学(

生
卒
不
明
が
、
吴
如
嵩
『
孫
子
兵

学
大
辞
典
』
に
よ
り
、
生
卒
は
一
四
七
八
～
一
五
四
四)

に
よ
り
著
作
さ
れ
た
。
明
隆
慶
二
年
（
永
禄
一

一
年
、
一
五
六
八
）
に
成
書
に
な
っ
た
。
『
孫
子
』
の
研
究
に
お
い
て
は
と
て
も
重
要
な
著
作
で
あ
る

［2
0

］

。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

56
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
直
解
ニ
云
五
間
之
事
固
皆
人
主
所
可
知
然
郷
内
死
生
ノ
四
間
皆
因
反
間
而
用
故
反
間
比
於
四
者
尤
所

當
知
尤
所
當
厚
者
也
大
抵
遣
間
以
間
之
不
若
因
人
之
間
以
爲
間
何
則
上
智
之
人
ハ
常
少
不
才
之
人
常
多
慷

慨
之
事
常
難
苟
免
之
事
常
易
間
者
至
敵
有
良
金
美
女
在
其
前
後
有
刀
鋸
鼎
鑊
在
其
左
右
畏
死
貪
財
二
心
交

幷
則
將
吐
盡
隱
諱
以
告
人
者
有
之
縱
有
過
人
口
才
不
至
降
伏
受
敵
人
巧
詞
鈎
致
言
語
既
多
不
無
隙
露
形
跡

是
則
以
之
間
人
而
反
以
之
報
之
也
用
間
所
以
為
難
惟
在
於
此
孫
子
深
知
其
患
故
示
人
反
間
之
爲
重
也
、
」 

現
代
語
訳
：P

1
02

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

一
般
人
も
主
君
も
五
間
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
郷
間
・
内
間
・
死
間
・
生
間
の
四
間
は

反
間
を
使
う
の
が
一
番
よ
い
と
い
う
事
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
利
こ
そ
反
間
を
他
の
間
者
よ
り
高
い

知
行
で
厚
遇
す
る
理
由
で
あ
る
。
反
間
ほ
ど
、
敵
の
内
情
を
知
る
間
者
は
い
な
い
。
賢
者
は
少
な
く
愚

者
は
多
い
。
ま
た
憤
慨
は
得
に
は
成
ら
な
い
の
で
許
す
方
が
容
易
い
。
敵
内
で
は
間
者
の
眼
の
前
に
金

や
美
女
が
、
そ
し
て
後
方
左
右
に
刑
罰
用
の
刀
鋸
と
湯
で
釜
が
置
か
れ
て
お
り
、
死
を
恐
れ
、
財
を
貪

る
。
こ
の
二
心
が
交
錯
し
た
挙
句
、
敵
将
に
秘
密
を
尽
く
暴
露
し
、
重
要
人
物
を
密
告
す
る
者
が
い
る

も
の
だ
。
た
と
え
弁
舌
巧
み
に
し
て
降
伏
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
敵
の
巧
み
な
言
葉
に
引
っ
か
け
ら

れ
る
と
、
す
で
に
自
分
は
話
し
過
ぎ
て
い
る
の
が
常
で
あ
り
、
隙
が
生
じ
て
い
る
。
よ
っ
て
謀
略
や
そ

の
痕
跡
が
露
頭
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
こ
の
者
を
間
者
に
仕
上
げ
て
反
忠
さ
せ
、
そ
れ
に
報
い
て
や
る

の
で
あ
る
。
用
間
の
難
し
さ
は
こ
の
一
点
で
あ
る
。
孫
子
は
深
く
そ
の
弱
点
を
見
抜
い
て
い
た
。
よ
っ

て
反
間
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

『
孫
子
書
校
解
引
類
』
原
文
：
（
用
間
） 

「
結
上
文
之
意
言
五
間
之
事
固
皆
人
主
所
當
知
，
然
郷
内
死
生
四
間
皆
因
反
間
而
用
故
，
反
間
比
於
四

者
尤
所
當
知
尤
所
當
厚
者
也
，
大
抵
遣
間
以
間
人
不
若
因
人
之
間
以
爲
間
，
何
則
上
智
之
人
常
少
，
不
才

之
人
常
多
。
慷
慨
之
事
常
難
，
苟
免
之
事
常
易
。
間
者
至
敵
有
良
金
美
女
在
其
前
後
有
刀
鋸
鼎
鑊
在
其
左

右
，
畏
死
貪
財
二
心
交
幷
則
將
吐
盡
隱
諱
以
告
人
者
有
之
縱
有
過
人
口
才
不
至
降
伏
日
受
敵
人
巧
詞
鈎
致

言
語
既
多
不
無
隙
露
形
跡
是
則
以
之
間
人
而
反
以
至
報
人
也
用
間
所
以
為
難
惟
在
於
此
孫
子
深
知
其
患
故

示
人
反
間
之
爲
重
也
、
」 

比
較
： 



五三 

現
代
語
訳
に
す
る
と
： 

前
文
の
意
と
合
わ
せ
、
五
間
の
こ
と
に
つ
い
て
、
主
君
は
知
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
郷
間
・
内

間
・
死
間
・
生
間
の
四
間
は
皆
反
間
に
よ
り
動
く
た
め
、
反
間
は
他
の
間
よ
り
最
も
知
る
べ
し
、
最
も

厚
遇
す
る
な
り
。
大
抵
と
し
て
、
間
を
遣
わ
せ
て
敵
を
探
索
す
る
の
は
敵
か
ら
来
る
間
を
以
て
（
反
間

に
す
る
）
敵
を
知
る
ほ
う
が
よ
い
。
だ
が
賢
者
は
少
な
く
愚
者
は
多
い
。
慷
慨
す
る
の
は
難
し
く
苟
且

す
る
の
は
易
し
い
。
間
者
が
敵
に
行
き
、
敵
地
で
は
間
者
の
眼
の
前
に
金
や
美
女
を
出
し
、
そ
し
て
後

方
左
右
に
刑
罰
用
の
刀
鋸
な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、
死
を
恐
れ
、
財
を
貪
る
と
い
う
二
心
が
交
錯
し
て

敵
将
に
秘
密
を
尽
く
暴
露
し
、
重
要
人
物
を
密
告
す
る
者
が
い
る
も
の
だ
。
た
と
え
弁
舌
巧
み
に
し
て

降
伏
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
敵
の
巧
み
な
言
葉
に
引
っ
か
け
ら
れ
る
と
、
す
で
に
自
分
は
話
し
過
ぎ

て
、
隙
が
生
じ
て
情
報
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
こ
の
者
を
間
者
と
し
て
い
る
が
、
逆
に
味
方
の

情
報
を
敵
に
報
告
し
た
。
用
間
の
難
し
さ
は
こ
の
一
点
で
あ
る
。
孫
子
は
深
く
そ
の
弱
点
を
見
抜
い
て

い
た
。
よ
っ
て
反
間
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

『
孫
子
』
引
用
の
㉒
を
参
照
す
る
。
引
用
さ
れ
た
内
容
は
『
孫
子
』
の
「
五
間
之
事
，
主
必
知
之
，

知
之
必
在
于
反
間
，
故
反
間
不
可
不
厚
也
。
」
の
注
解
で
あ
る
。
「
反
間
」
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
提

唱
し
て
い
る
。 

天
唾
術
と
は
敵
忍
を
利
用
し
て
、
敵
を
滅
ぼ
す
こ
と
で
、
「
反
間
」
に
あ
た
る
。 

 

『
万
川
集
海
』
の
現
代
語
訳
に
は
、
訳
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
意
味
が
ず
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
だ
が
、
全
体
的
に
は
意
味
が
特
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。 

〈
第
六
節
〉
『
喩
子
十
三
種
秘
書
兵
衡
』 

『
喩
子
十
三
種
秘
書
兵
衡
』
は
明
の
喩
龍
德
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
。
一
三
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
陰

陽
玄
学
、
奇
門
遁
甲
な
ど
を
主
と
し
て
の
兵
法
書
で
、
乾
隆
帝
時
代
で
は
読
む
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
［2

1

］

。
単
純
な
引
用
で
「
占
風
雨
十
六
條
」
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
七
・
天
文
篇
・P

67
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
占
風
雨
十
六
條 

一
日
之
暈
雨
月
之
暈
風
有
闕
之
方
為
風
雨 

・
・
・
（
省
略
） 

假
如
正
月
雨
水
第
一
日
夜
半
在
室
八
度
至
第
二
日
夜
半
行
一
十
三
度
少
強
即
至
壁
五
度
第
三
夜
半
至
奎

九
矣
（
秘
訣
）
」 

『
喩
子
十
三
種
秘
書
兵
衡
』
原
文
：
（
卷
七
） 



五四 

「
風
雨
占 

日
暈
雨
月
暈
風
有
闕
之
方
為
風
雨 

日
沒
胭
脂
紅
無
雨
也
有
風 

星
光
閃
有
風 

風
早
起
晚
和
明
日
防
大
風 

春
風
易
報
一
日
南
風
必
還
一
日
北
方
雖
有
早
風
向
晚
必
靜 

防
南
風
尾
北
風
頭
南
風
漸
吹
漸
急
北
風
吹
起
便
大 

雲
若
砲
車
形
起
主
大
風 

雲
起
下
散
四
野
滿
目
如
烟
如
霧
名
曰
風
花
主
風
起 

云
若
魚
鱗
不
雨
必
風 

水
際
生
靛
青
主
有
風
雨 

秋
天
雲
陰
若
無
風
則
無
雨 

海
燕
忽
成
羣
而
來
住
風
雨
烏
肚
雨
白
肚
風 

海
豬
亂
起
主
大
風 

水
蛇
蟠
在
蘆
青
高
處
主
水
高
小
若
干
漲
若
干
回
首
望
下
水
即
至
望
上
稍
慢
。 

月
盡
無
雨
來
月
初
必
有
大
風
雨
。
武
備
志 

月
在
箕
璧
翼
軫
此
四
宿
者
乃
風
起
之
日
也
月
毎
一
日
一
夜
行
十
三
度
有
令
二
十
八
日
一
周
天
晦
朔 

 
 

一
日
不
見
其
行
度
但
査
中
氣
日
月
合
宿
為
首
推
之
亦
不
必
拘
泥
四
七
正
度
但
依
李
筌
大
約
度
數
此
喩
子
舊
本

自
注 

日
月
合
宿
者
雨
水
在
室
八
度
春
分
奎
十
四
度
穀
雨
昴
二
度
小
滿
參
四
度
夏
至
井
二
十
五
度
大
暑
星 

 
 

四
度
處
暑
翌
九
度
秋
分
角
四
度
霜
降
氐
十
四
度
小
雪
箕
二
度
冬
至
斗
廿
一
度
大
寒
虚
五
度
。 

大
約
度
數
者
東
七
宿
七
十
五
度
角
十
二
亢
九
氐
十
五
房
五
心
五
尾
十
八
箕
十
一
北
七
宿
九
十
八
度
斗
廿

六
牛
八
女
十
二
虚
十
危
十
七
室
十
六
壁
九
西
七
宿
八
十
度
奎
十
六
婁
十
二
胃
十
四
昴
十
一
畢
十
六
觜
二
參

九
南
七
宿
百
十
二
度
井
三
十
三
鬼
四
柳
十
五
星
七
張
十
八
翌
十
八
軫
十
七
。 

假
如
正
月
雨
水
第
一
日
夜
半
在
室
八
度
至
第
二
日
夜
半
行
一
十
三
度
少
強
即
至
壁
五
度
第
三
夜
半
至
奎

九
矣
秘
訣

」 

比
較
： 

注
意
点
：
占
風
雨
十
六
條
に
お
い
て
、
『
喩
子
十
三
種
秘
書
兵
衡
』
か
ら
の
引
用
を
主
と
し
て
い
る

が
、
他
に
は
『
武
備
志
』
か
ら
の
引
用
は
二
カ
条
、
『
唐
開
元
占
經
』
か
ら
の
引
用
は
二
カ
条
、
『
武

経
総
要
』
か
ら
の
引
用
は
二
カ
条
、
不
明
な
引
用
は
三
カ
条
あ
る
。 

（
『
武
備
志
』
の
「
武
備
」
と
は
、
平
時
に
あ
っ
て
も
防
備
を
忘
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
明

代(
13
68

～164
4)

末
期
の
著
名
な
学
者
茅
坤
の
孫
に
あ
た
る
茅
元
儀
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
。
『
武
備

志
』
は
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
も
伝
わ
っ
て
、
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
［2

2

］

。 



五五 

日
本
大
百
科
全
書
に
よ
る
： 

『
唐
開
元
占
經
』
：
中
国
唐
代
の
天
文
、
占
星
術
な
ど
に
関
す
る
書
。7

18

～726

年
（
開
元6

～

1
4

）
に
中
国
在
住
の
イ
ン
ド
人
天
文
学
者
瞿
曇
悉
達 

（
く
ど
ん
し
っ
た
） 

ら
が
撰
し
た
。
全12

0

巻
。
正
式
に
は
『
大
唐
開
元
占
経
』
と
い
う
。
い
っ
た
ん
失
わ
れ
た
が
、
明 

（
み
ん
） 

代
に
古
仏
の

腹
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
今
日
ま
で
内
容
が
伝
え
ら
れ
た
。 

『
武
経
総
要
』
：
中
国
、
宋 

（
そ
う
） 

代
の
軍
事
技
術
書
。
北
宋
の
曽
公
亮 

（
そ
う
こ
う
り
ょ

う
） 

、
丁
度 

（
て
い
た
く
） 

ら
の
撰 

（
せ
ん
） 

に
よ
り
、1

04
4

年
に
完
成
。
全40

巻
か
ら
な

る
。
当
時
、
西
夏 

（
せ
い
か
） 
の
侵
入
な
ど
も
あ
っ
て
、
仁
宗 

（
じ
ん
そ
う
） 

が
曽
公
亮
ら
に
命

じ
て
兵
法
、
作
戦
、
軍
事
技
術
な
ど
の
知
識
を
ま
と
め
さ
せ
た
。
前
・
後
の2

集
に
分
か
れ
、
前
集
は

制
度15

巻
・
辺
防5

巻
、
後
集
は
故
事15
巻
・
占
候5

巻
と
な
っ
て
い
る
。
兵
器
類
や
陣
立
て
な
ど

の
図
が
多
く
掲
載
さ
れ
、
火
薬
の
製
法
や
使
用
法
、
火
炎
放
射
器
の
類
な
ど
の
記
事
が
あ
る
。
） 

『
武
備
志
』
：
軍
資
乗
・
火
三
・
用
火
器
法
・
風
候
（
原
文
） 

「
仰
觀
星
宿
。
光
搖
曳
不
定
。
亦
不
出
三
日
。
必
有
大
風
。
日
終
而
止
。
黑
雲
夜
蔽
斗
口
。
風
雨
交

作
。
雲
自
北
方
起
者
風
大
。
黑
雲
飛
塞
天
河
。
大
風
數
日
雲
如
豬
形
者
名
曰
天
豕
渡
河

」 

『
唐
開
元
占
經
』
：
（
原
文
） 

「
「
荊
州
占
」
曰
：｢

四
孟
月
之
七
日
，
四
仲
月
之
八
日
，
四
季
月
之
九
日
，
皆
當
月
暈
。
暈
不
以
其 

 
 

日
，
不
出
三
日
有
暴
風
甚
雨
。｣ 

「
帝
覽
嬉
」
曰
：｢

月
蝕
東
方
，
其
月
中
有
惡
風
；
月
蝕
西
方
，
主
人
為
客
。｣ 

『
武
経
総
要
』
：
巻
十
六
占
候
六
（
原
文
） 

「
气
如
黑
蛇
貫
日
，
有
雨
水
。
气
如
人
頭
旌
旗
，
皆
为
有
兵
流
血
。
日
出
入
有
黑
云
貫
之
，
不
出
三
日

有
暴
雨
。
」 

不
明
な
引
用
： 

「
〇
日
上
丁
有
黑
氣
如
地
龍
者
主
風
雨
〇
日
出
如
車
蓋
必
雨
〇
日
無
光
昼
昏
到
暮
不
解
有
大
水
」 

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
十
六
條
は
す
べ
て
中
国
古
典
か
ら
抄
出
し
た
も
の
だ
と
推
測
す
る
。
風
雨
の
予

測
方
法
の
参
考
と
し
て
、
問
題
が
な
い
だ
ろ
う
が
、
原
文
に
お
い
て
は
、
中
国
の
ほ
う
よ
り
字
が
漏
れ

た
こ
と
、
間
違
っ
て
書
く
こ
と
が
あ
る
た
め
、
理
解
し
に
く
く
な
る
。 

『
唐
開
元
占
經
』
： 

「
荊
州
占
」
曰
：｢

四
孟
月
之
七
日
，
四
仲
月
之
八
日
，
四
季
月
之
九
日
，
皆
當
月
暈
。
暈
不
以
其

日
，
不
出
三
日
有
暴
風
甚
雨
。｣ 

『
万
川
集
海
』
： 



五六 

孟
月
十
一
日
，
仲
月
八
日
，
季
月
九
日
，
皆
當
月
有
。
月
暈
若
不
暈
不
出
三
日
主
風
雨
。 

「
七
日
」
は
（
縦
書
き
の
せ
い
か
）
間
違
っ
て
「
十
一
日
」
を
書
い
た
。
「
月
暈
」
を
「
月
有
」
と

書
い
た
な
ど
。 

本
論
文
で
は
こ
れ
を
単
純
な
引
用
と
し
た
い
。 

〈
第
七
節
〉
『
武
經
七
書
匯
解
』 

『
武
經
七
書
匯
解
』
は
清
の
朱
墉
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
成
書
時
間
は
確
定
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
最
初
は
一
六
八
八
年
に
『
武
経
匯
纂
』
八
巻
の
発
行
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
、
一
六
八
九

年
、
一
七
〇
〇
年
に
『
武
経
七
書
講
義
全
匯
合
参
』
、
『
（
增
補
）
武
経
七
書
匯
解
』
、
『
武
経
七
書

匯
解
』
な
ど
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
書
名
は
違
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
［2

3

］

。

著
者
で
あ
る
朱
墉
は
一
六
二
八
年
に
う
ま
れ
、
一
七
〇
五
年
に
死
去
し
た
［2

4

］

。
『
万
川
集
海
』
に
お

い
て
、
『
武
經
七
書
匯
解
』
か
ら
の
引
用
は
三
カ
条
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P

50
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
①
（
破
損
）
有
天
下
之
號
伊
摯
即
伊
尹
也
夏
謂
夏
王
桀
也
昔
殷
之
初
興
也
人
皆
知
暴
王
於
南
巢
放
而

已
然
レ
ト
モ
不
知
伊
尹
五
ッ
タ
ヒ
就
キ
于
桀
ニ

五
タ
ヒ
就
于
湯
ニ

伊
之
為
間
也
、
」 

現
代
語
訳
：P

4
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

殷
の
時
代
〔
前
一
六
○
○
～
前
一
〇
〇
〇
だ
が
文
面
の
時
代
は
そ
の
後
期
の
事
と
思
わ
れ
る
〕
に
は

伊
丹
と
い
う
忍
術
の
達
人
が
殷
の
湯
王
に
仕
え
て
お
り
、
彼
は
夏
の
桀
王
の
国
に
忍
び
込
ん
で
、
こ
れ

を
亡
ぼ
し
た
と
い
う
。
そ
の
事
は
『
孫
子
』
に
、
「
湯
王
の
殷
が
興
っ
た
時
、
伊
摯
と
い
う
人
物
が
夏

に
居
り
、
こ
の
伊
摯
が
伊
尹
で
あ
る
」
と
あ
る
。
殷
が
夏
を
討
ち
、
湯
王
が
暴
君
桀
王
を
南
巣
〔
現
在

の
安
徽
省
巣
湖
西
南
の
地
〕
に
放
逐
し
た
こ
と
は
皆
も
よ
く
知
る
処
だ
が
、
伊
尹
が
五
回
も
殷
側
と
夏

側
を
行
き
来
し
た
事
は
知
る
者
は
い
な
い
。
こ
れ
こ
そ
伊
尹
が
間
者
と
し
て
行
動
し
て
い
た
と
い
う
証

で
あ
る
。 

「
②
周
者
武
王
有
天
下
之
號
也
呂
牙
太
公
望
也
商
謂
商
王
紂
也
言
周
之
初
興
也
人
皆
知
牧
野
之
誅
獨
夫

而
已
然
不
知
呂
牙
之
在
商
始
獻
女
貨
經
修
陰
謀
之
為
間
也
、
」 

現
代
語
訳
：P

4
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

周
は
武
王
。
天
下
人
の
号
で
あ
る
。
呂
芽
と
は
太
公
望
で
あ
り
、
商
の
紂
王
は
人
民
を
虐
げ
て
い

た
。
呂
芽
は
商
に
入
り
、
女
や
金
銭
を
紂
王
に
献
じ
て
鉄
壁
の
謀
略
を
敷
い
た
云
々
。 

③
「
注
ニ
言
ト
ハ
間
事
也
ト
云
々
」 

 
 

現
代
語
訳
：P

4
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 



五七 

言
と
は
間
の
こ
と
で
あ
る
云
々 

『
武
經
七
書
匯
解
』
原
文
：
（
用
間
） 

①
「
殷
湯
有
天
下
之
號
伊
摯
即
伊
尹
也
夏
謂
夏
王
桀
也
周
武
王
有
天
下
之
號
也
呂
牙
太
公
望
也
商
謂
商

王
紂
也
。
（
直
解
）
」 

②
「
趙
克
榮
曰
人
皆
知
南
巢
之
放
暴
主
而
已
矣
而
不
知
伊
尹
之
五
就
于
桀
五
就
于
湯
伊
之
為
間
也
人
皆

知
牧
野
之
誅
獨
夫
而
已
矣
然
不
知
呂
牙
之
在
商
始
獻
女
貨
經
修
陰
謀
呂
之
為
間
也
。
（
彙
解
）
」 

③
「
種
以
心
機
生
意
言
儘
也
言
謂
間
諜
中
事
（
唐
李
問
対
匯
解
・
上
巻
・
直
解
）
」 

比
較
： 

『
李
衛
公
問
対
』
の
引
用
の
①
、
②
と
同
じ
と
こ
ろ
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
参
照
す
る
。 

こ
の
引
用
の
内
容
は
、
伊
尹
と
呂
牙
間
諜
で
あ
る
の
を
証
明
し
な
が
ら
間
諜
の
重
要
性
を
述
べ
て
い

る
。
間
諜
を
用
い
て
、
天
下
を
変
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
矛
盾
す
る
所
は
な
い
。 

 

『
武
経
七
書
匯
解
』
は
内
容
が
豊
富
で
注
家
も
繁
多
で
あ
る
。
巻
首
に
は
「
引
用
書
目
」
が
掲
載
さ

れ
、
『
易
経
』
、
『
詩
経
』
、
『
周
礼
』
な
ど
八
十
五
種
類
も
あ
り
、
「
注
釈
先
賢
」
に
は
曹
操
、
杜

牧
、
李
筌
、
欧
陽
修
な
ど
八
十
三
人
、
珍
し
く
散
逸
さ
れ
た
注
釈
も
あ
る
［2

5

］

。 

そ
の
構
成
だ
が
、
一
巻
孫
子
、
二
巻
呉
子
、
三
巻
司
馬
法
、
四
巻
唐
李
問
対
、
五
巻
尉
繚
子
、
六
巻

三
略
、
七
巻
六
韜
、
末
巻
で
全
部
八
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
内
容
だ
が
、
七
書
の
原
文
は
す
べ

て
書
か
れ
、
原
文
の
後
に
、
「
直
解
」
、
「
彙
解
」
、
「
開
宗
」
な
ど
の
条
目
が
あ
る
。
「
直
解
」
と

い
う
の
は
漢
文
を
平
話
で
訳
す
こ
と
で
あ
り
［2

6

］

、
「
彙
解
」
は
、
主
に
他
の
注
釈
を
引
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
説
明
す
る
。
例
え
ば
「
李
筌
曰
氣
盛
力
積
加
之
以
謀
慮
則
使
非
敵
之
可
測
」
、
「
賈
林
曰
軍

無
五
間
如
人
無
耳
目
也
」
。
「
開
宗
」
は
主
旨
を
述
べ
て
い
る
。 

『
武
経
七
書
匯
解
』
原
文
の
引
用
①
は
「
直
解
」
の
所
に
あ
り
、
②
は
「
彙
解
」
の
所
に
あ
る
。

『
万
川
集
海
』
で
は
こ
の
二
つ
の
文
を
混
ぜ
て
引
用
し
た
。 

現
在
中
国
に
お
い
て
は
、
『
武
經
七
書
匯
解
』
に
関
す
る
研
究
、
論
文
な
ど
が
少
な
い
。 

大
庭 

脩
に
よ
る
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
で
は
：
「
明
和
五
戊
子
年 

武
経
七

書
匯
解 

一
部
二
套
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
「
言
謂
間
諜
中
事
」
と
は
恐
ら
く
『
匯
解
』
だ
け
に
説
か
れ
て
い
る
。 

問
題
点
： 

『
李
衛
公
問
対
』
の
引
用
①
②
と
『
武
經
七
書
匯
解
』
の
引
用
①
②
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
、

ま
た
「
注
ニ
言
ト
ハ
間
事
也
ト
云
々
」
と
い
う
の
は
「
『
武
経
七
書
匯
解
』
：
「
種
以
心
機
生
意
言
儘

也
言
謂
間
諜
中
事
」
と
一
致
す
る
こ
と
で
、
著
者
は
間
違
い
な
く
『
武
經
七
書
匯
解
』
を
参
考
し
た
。

（
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
に
所
属
し
て
い
る
沖
森
本
『
万
川
集
海
』
の
こ
の
部
分
を
も
読
ん
で
い
た
だ

き
、
甲
賀
本
と
一
緒
で
あ
る
こ
と
が
確
認
し
た
。
）
し
か
し
『
武
經
七
書
匯
解
』
は
一
番
早
く
発
行
さ



五八 

れ
た
時
間
は
一
六
八
八
年
で
あ
る
が
、
『
万
川
集
海
』
の
成
立
し
た
時
間
は
一
六
七
六
年
で
あ
る
。
矛

盾
し
て
一
二
年
も
早
か
っ
た
。 

福
島
嵩
仁
の
「
『
万
川
集
海
』
の
伝
本
研
究
と
成
立
・
流
布
に
関
す
る
考
察
」
に
よ
り
、
「
『
万
川

集
海
』
に
収
録
さ
れ
た
各
巻
は
、
す
べ
て
が
同
じ
年
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
部
成
立
年
が
違

う
巻
も
存
在
す
る
と
い
う
事
実
も
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
従
来
、
延
宝
四
年(

一
六
七
六)

に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
『
万
川
集
海
』
は
、
そ
れ
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
可
能
性
も
浮
上
し

た
。
」
と
書
か
れ
、
確
認
で
き
た
と
い
え
る
。
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
に
書
か

れ
た
「
明
和
五
戊
子
年
」
と
は
一
七
六
八
年
で
さ
ら
に
九
二
年
も
ず
れ
て
い
る
た
め
、
情
報
が
漏
れ
た

可
能
性
が
高
い
。 

故
に
『
万
川
集
海
』
巻
一
の
忍
術
問
答
は
少
な
く
と
も
一
六
八
八
年
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
確
定
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 



五九 

《
第
三
章
》
儒
教
書
籍
の
引
用 

〈
第
一
節
〉
『
論
語
』 

『
論
語
』
は
、
孔
子
と
そ
の
高
弟
の
言
行
を
、
孔
子
の
死
後
に
弟
子
が
記
録
し
た
書
物
で
あ
る
。
儒

教
の
経
典
で
あ
る
経
書
の
一
つ
で
、
朱
子
学
に
お
け
る
「
四
書
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容

の
簡
潔
さ
か
ら
儒
教
入
門
書
と
し
て
広
く
普
及
し
、
中
国
の
歴
史
を
通
じ
て
最
も
よ
く
読
ま
れ
た
本
の

一
つ
で
あ
る
。
古
く
か
ら
そ
の
読
者
層
は
知
識
人
に
留
ま
ら
ず
、
一
般
の
市
民
や
農
民
の
教
科
書
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。 

三
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
、
応
神
天
皇
の
時
代
に
百
済
の
博
士
で
あ
る
王
仁
が
『
論
語
』
十
巻
と
『
千

字
文
』
一
巻
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
『
古
事
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
七
一
八
年
に
編
纂
が
始
め
ら

れ
た
『
養
老
律
令
』
に
お
い
て
は
、
教
授
の
際
に
用
い
る
べ
き
注
釈
と
し
て
『
論
語
』
の
鄭
玄
注
・
何

妟
注
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
既
に
大
学
で
の
教
授
や
官
吏
登
用
の
際
の
必
読
書
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。 

藤
原
佐
世
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
も
、
「
論
語
十
巻
鄭
玄
注
」
「
論
語
十
巻
何
晏
注
」
「
論

語
義
疏
皇
侃
撰
」
な
ど
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
『
論
語
集
解
』
は
、
正
平
一
九
年
（
一
三
六
四
年
）
に

初
め
て
木
版
出
版
さ
れ
、
い
っ
そ
う
普
及
し
た
。 

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
伊
藤
仁
斎
や
荻
生
徂
徠
ら
に
よ
っ
て
優
れ
た
注
釈
が
作
ら
れ
、
一
部
は
中
国

に
逆
輸
入
さ
れ
て
受
容
さ
れ
た
［2

7

］

。 

『
万
川
集
海
』
に
お
け
る
、
『
論
語
』
か
ら
の
引
用
は
八
箇
所
あ
る
。 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
語
曰
不
患
不
知
於
人
之
已
也
患
不
知
与
人
」 

現
代
語
訳
：P

5
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

人
が
我
を
知
ら
な
い
の
は
憂
い
悲
し
む
必
要
は
無
く
、
む
し
ろ
自
分
が
そ
の
人
を
知
ら
な
い
事
を
嘆

く
べ
き
だ
。 

『
論
語
』
原
文
：
（
学
而
）  

「
子
曰
：
「
不
患
人
之
不
己
知
，
患
不
知
人
也
。
」
」 

比
較
： 

『
万
川
集
海
』
現
代
語
訳
に
は
、
特
に
問
題
が
な
い
。
忍
者
は
（
自
分
の
こ
と
が
わ
か
る
が
、
他
人

の
心
が
わ
か
ら
な
い
）
人
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
常
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。 



六〇 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孔
子
曰
言
可
以
折
獄
者
，
其
由
也
」 

現
代
語
訳
：P

5
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

方
言
で
判
断
出
来
る
ほ
ど
の
信
頼
が
必
要
だ
。 

『
論
語
』
原
文
：
（
顏
淵
） 

「
子
曰
：
「
片
言
可
以
折
獄
者
，
其
由
也
與
？
」
」 

比
較
： 

現
代
語
訳
で
は
意
味
が
少
々
ず
れ
て
い
る
。 

『
論
語
今
注
今
譯
』
：
単
方
の
話
に
よ
っ
て
も
裁
判
で
き
る
の
は
、
子
路
に
違
い
な
い
。 

子
路
は
常
に
信
を
深
く
、
周
り
に
信
頼
を
も
ら
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
こ
の
引
用
の
前
に
、
子
路
の
話
を
例
に
し
て
、
信
（
誠
実
）
の
重
要
性
、
ま

た
有
難
さ
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。 

③
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孔
子
曰
小
不
忍
則
乱
大
謀
」 

現
代
語
訳
：P

5
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

小
事
を
忍
ば
な
け
れ
ば
大
謀
が
乱
れ
る
。 

『
論
語
』
原
文
： 

（
衛
靈
公
） 

「
子
曰
：
「
小
不
忍
則
亂
大
謀
。
」
」 

比
較
： 

『
論
語
今
注
今
譯
』
：
小
さ
い
事
に
忍
べ
な
け
れ
ば
、
大
謀
が
失
敗
に
な
る
。
小
事
を
忍
ぶ
こ
と
の

大
切
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
前
後
が
一
致
し
て
い
る
の
で
、
矛
盾
が
な
い
。 

④
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
語
曰
人
而
無
遠
慮
必
有
近
憂
」 

現
代
語
訳
：P

5
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

遠
慮
な
く
ば
必
ず
近
憂
が
発
生
す
る
。 

『
論
語
』
原
文
：
（
衛
靈
公
） 

「
子
曰
：
「
人
無
遠
慮
，
必
有
近
憂
。
」
」 

比
較
： 

『
論
語
今
注
今
譯
』
：
人
は
日
常
生
活
に
対
し
て
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
困
難
が
い
つ
来
て
も
お
か

し
く
な
い
。 



六一 

人
は
欲
望
に
溺
れ
て
、
楽
だ
け
に
沈
ん
で
、
未
来
に
は
必
ず
不
幸
が
あ
る
。
忍
者
は
も
ち
ろ
ん
同
じ

で
あ
る
。
常
に
欲
望
を
抑
え
、
正
心
に
従
う
事
が
重
要
で
あ
る
。 

⑤
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
暴
虎
馮
河
而
死
而
無
悔
者
吾
不
与
也
必
也
臨
事
而
懼
好
謀
而
成
者
也
」 

現
代
語
訳
：P

5
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

暴
れ
虎
が
黄
河
を
渡
ろ
う
と
し
て
死
に
、
お
ま
け
に
後
悔
も
し
な
い
よ
う
な
者
と
は
、
私
は
共
に
仕

事
し
な
い
。
そ
ん
な
人
は
大
事
な
時
に
は
恐
れ
て
し
ま
い
、
謀
の
み
を
好
ん
で
行
動
を
し
な
い
者
で
あ

る
。 

『
論
語
』
原
文
：
（
述
而
）  

「
子
曰
：
「
暴
虎
馮
河
，
死
而
無
悔
者
，
吾
不
與
也
。
必
也
臨
事
而
懼
，
好
謀
而
成
者
也
。
」
」 

比
較
： 

現
代
語
訳
で
は
意
味
が
ず
れ
て
い
る
。
注
意
し
た
い
。 

『
論
語
本
解
』
：
何
も
持
た
ず
に
虎
を
倒
そ
う
と
し
、
船
に
乗
ら
ず
に
川
を
渡
ろ
う
と
し
、
（
こ
の

せ
い
で
）
死
ん
で
も
後
悔
し
な
い
人
は
、
私
は
彼
と
一
緒
に
仕
事
し
な
い
。
必
ず
事
に
対
し
て
慎
ん
で

考
慮
し
、
よ
く
謀
略
を
立
て
か
ら
成
功
を
取
る
人
と
共
に
仕
事
し
た
い
。 

こ
れ
は
義
理
の
勇
と
血
気
の
勇
と
の
違
い
で
あ
る
。
忍
者
は
決
し
て
血
気
の
勇
に
従
え
な
い
。
孔
子

が
ま
さ
に
血
気
の
勇
を
反
対
し
、
謀
略
が
あ
る
義
理
の
勇
を
提
唱
し
て
い
る
。 

⑥
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
8

（
「
完
本
『
万
川
集
海
』
」
） 

「
子
曰
獲
罪
於
天
無
所
祈
也
。
」 

現
代
語
訳
：P

5
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

天
に
反
す
る
罪
を
犯
し
て
祈
る
事
自
体
無
意
味
で
あ
る
。 

『
論
語
』
原
文
：
（
八
佾
） 

「
王
孫
賈
問
曰
：
「
與
其
媚
於
奧
，
寧
媚
於
竈
，
何
謂
也
？
」
子
曰
：
「
不
然
，
獲
罪
於
天
，
無
所
禱

也
。
」
」 

比
較
： 

『
論
語
本
解
』
：
王
孫
賈
が
問
う
：
奥
神
に
祈
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
竃
神
（
竃
神
の
位
は
奥
神

よ
り
下
で
あ
る
）
に
祈
る
ほ
う
が
い
い
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
孔
子
が
曰
く
：
そ
う
で
は
な
い
、
天

に
反
し
て
、
罪
を
犯
し
た
ら
、
ど
の
神
に
祈
っ
て
も
何
も
な
ら
な
い
。 

こ
こ
は
、
朱
熹
の
『
論
語
集
註
』
の
引
用
も
あ
る
の
で
、
参
考
に
『
論
語
集
註
』
を
記
す
。 
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朱
熹
は
天
と
は
理
で
あ
る
と
注
を
し
た
。
ま
た
理
と
は
事
の
真
理
、
万
物
の
規
律
で
あ
る
。
こ
れ
が

『
万
川
集
海
』
の
天
理
と
似
て
い
る
内
容
だ
と
思
わ
れ
る
。
故
に
忍
者
は
天
理
に
従
い
、
行
動
す
べ
き

で
あ
る
。
天
（
天
理
）
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。 

⑦
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
三
・
正
心
第
二
・P

52
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孔
子
曰
死
生
有
命
富
貴
在
天
」 

現
代
語
訳
：P

6
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

生
死
は
天
命
で
決
ま
り
、
富
貴
は
天
の
御
加
護
に
よ
る
。 

『
論
語
』
原
文
：
（
顏
淵
） 

「
司
馬
牛
憂
曰
：
「
人
皆
有
兄
弟
，
我
獨
亡
。
」
子
夏
曰
：
「
商
聞
之
矣
：
死
生
有
命
，
富
貴
在
天
。

君
子
敬
而
無
失
，
與
人
恭
而
有
禮
。
四
海
之
内
，
皆
兄
弟
也
。
君
子
何
患
乎
無
兄
弟
也
？
」 

比
較
： 

『
論
語
本
解
』
：
司
馬
牛
が
愁
え
て
い
う
：
人
は
皆
兄
弟
が
い
る
、
私
だ
け
に
は
い
な
い
。
子
夏
が

答
え
：
私
は
「
死
生
は
運
命
で
決
ま
り
、
富
貴
は
天
に
よ
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
君
子
は
常
に
慎

ん
で
過
失
が
な
く
、
人
を
尊
敬
し
て
礼
儀
正
し
く
す
れ
ば
、
四
海
（
天
下
）
の
内
で
は
皆
兄
弟
で
あ

る
、
故
に
君
子
は
兄
弟
が
い
な
い
こ
と
に
憂
え
る
こ
と
は
な
い
。 

『
論
語
本
解
』
の
注
：
子
夏
は
宿
命
論
で
あ
り
な
が
ら
、
人
の
主
観
能
動
性
を
も
強
調
す
る
。
こ
れ

は
孔
子
と
一
致
し
て
い
る
。
当
時
で
は
宿
命
論
の
観
念
は
揺
れ
て
い
る
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
こ
こ
は
死
に
恐
れ
ず
、
「
必
死
則
生
」
と
い
う
の
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
宿
命
論
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
死
生
有
命
，
富
貴
在
天
」
だ
け
を
引
用
し
た
。
矛
盾
す
る
こ
と
は
な

い
が
、
後
の
内
容
を
読
ん
だ
ら
、
人
の
主
観
能
動
性
に
よ
り
、
運
命
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
。 

⑧
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
六
・
遁
甲
篇
・P
66
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
子
曰
民
可
使
由
之
，
不
可
使
知
之
」 

現
代
語
訳
：P

3
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

民
は
日
時
方
で
動
か
し
、
日
時
方
の
方
法
を
分
か
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

『
論
語
』
原
文
：
（
泰
伯
） 

「
子
曰
：
「
民
可
使
由
之
，
不
可
使
知
之
。
」
」 

比
較
： 

『
論
語
本
解
』
：
百
姓
は
道
に
よ
り
動
か
す
が
、
そ
の
道
の
真
意
を
分
か
ら
せ
な
い
。 

『
論
語
本
解
』
に
よ
り
、
「
之
」
と
は
「
道ど

う

」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
道
と
い
う
の
は
事
の
道

理
、
規
律
で
あ
る
。
こ
の
文
だ
が
、
中
国
に
お
い
て
、
い
つ
か
の
解
釈
が
あ
る
が
、
一
番
広
く
知
ら
れ
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て
い
る
の
は
『
論
語
本
解
』
に
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
即
ち
、
百
姓
は
道
理
に
従
い
、
行
動
す
れ
ば
い

い
、
そ
の
道
理
の
深
い
真
意
は
わ
か
ら
な
く
て
も
構
わ
な
い
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
こ
こ
は
遁
甲
篇
で
、
忍
者
は
遁
甲
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
適
当
な
時
期
に

活
用
す
る
。
将
軍
は
策
を
立
て
（
例
え
ば
吉
の
方
向
を
示
す
、
軍
を
興
奮
さ
せ
る
）
、
一
般
の
兵
士
は

従
う
だ
け
で
は
十
分
で
あ
る
。 

現
代
語
訳
で
は
、
「
之
」
は
「
日
時
方
」
と
訳
し
た
が
、
狭
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
遁
甲
篇
の
た

め
、
理
解
で
き
る
。 

ま
と
め
： 

『
論
語
』
か
ら
の
引
用
は
主
に
正
心
の
所
に
集
中
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
心
は
儒
教
思
想
に
強

く
影
響
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
引
用
の
比
較
か
ら
み
る
と
、
特
に
矛
盾
し
て
い
な
い
。 

た
だ
し
、
中
国
儒
教
思
想
に
主
張
さ
れ
た
「
仁
」
・
「
義
」
・
「
礼
」
・
「
智
」
・
「
信
」
（
「
五

常
」
と
も
い
う
）
と
違
い
、
忍
者
の
正
心
と
は
「
仁
」
・
「
義
」
・
「
忠
」
・
「
信
」
で
あ
る
。
そ
の

意
味
に
つ
い
て
は
： 

「
仁
」
：
温
和
慈
愛
の
道
理
で
あ
る
。
心
を
ま
ろ
や
か
に
潤
わ
せ
、
和
や
か
で
何
事
を
も
憐
れ
ん

で
、
恵
の
心
を
持
つ
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。 

「
義
」
：
断
制
裁
割
の
道
理
で
あ
る
。
そ
の
時
の
理
に
よ
っ
て
変
化
し
、
時
や
所
に
か
な
っ
た
道
理

に
従
っ
て
行
う
こ
と
を
い
う
。
ま
た
恥
を
知
る
こ
と
も
義
で
あ
る
。 

「
忠
」
：
己
の
心
を
尽
く
し
つ
く
す
こ
と
を
い
う
。 

「
信
」
：
す
べ
て
の
物
に
真
実
の
誠
が
あ
る
こ
と
で
、
毛
頭
偽
り
や
で
た
ら
め
な
こ
と
が
な
い
こ
と

を
い
う
。 

中
国
で
は
、 

朱
子
学
は
「
仁
」
を
「
温
和
慈
愛
」
の
道
理
と
説
き
、
『
孟
子
』
に
は
「
仁
」
す
な
わ
ち
思
い
や
り

の
心
で
、
人
は
本
来
持
っ
て
い
る
心
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
論
語
』
は
親
孝
行
が
仁
の
行
為

だ
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
「
義
」
を
「
断
制
裁
割
」
の
道
理
と
す
る
の
は
、
同
じ
く
朱
熹
『
玉
山
講

義
』
に
、
『
孟
子
』
「
離
婁
下
」
に
「
非
礼
の
礼
、
非
義
の
義
、
大
人
は
な
さ
ず
」
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
忠
」
と
は
主
君
に
真
心
を
尽
く
す
と
い
う
の
も
古
代
中
国
の
「
忠
君
思
想
」
ま

た
「
三
綱
」
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
「
信
」
と
は
誠
実
で
あ
る
こ
と
は
『
論
語
』
を
始
め
、
沢

山
な
儒
教
書
籍
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
「
仁
」
、
「
義
」
、
「
忠
」
、
「
信
」
の
意
味
に
つ
い
て

は
、
両
方
に
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
と
言
え
る
［2

8

］

。 

し
か
し
、
儒
教
「
五
常
」
（
仁
義
礼
智
信
）
と
忍
者
の
正
心
は
本
来
に
も
違
う
も
の
で
あ
り
、
著
者

は
儒
教
思
想
に
影
響
さ
れ
、
儒
教
書
籍
を
参
照
し
て
「
正
心
」
を
提
出
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、

一
緒
に
し
て
は
い
け
な
い
。 
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著
者
は
忍
び
が
窃
盗
と
区
別
で
き
る
よ
う
、
ま
た
忍
び
に
正
義
を
求
め
る
よ
う
に
忍
び
に
「
正
心
」

を
要
求
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
忍
び
と
し
て
は
、
ま
ず
根
本
で
あ
る
正
心
を
求
め
る
。
で
な

け
れ
ば
、
悪
人
に
な
り
や
す
く
、
身
を
亡
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
正
心
」
の
提
出
に
よ
り
、

忍
び
に
「
正
義
性
」
を
与
え
、
心
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
著
者
は
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
あ

ろ
う
。 

〈
第
二
節
〉
『
大
学
』 

『
大
学
』
は
、
儒
教
の
経
書
の
一
つ
で
あ
る
。
南
宋
以
降
、
『
中
庸
』
『
論
語
』
『
孟
子
』
と
合
わ

せ
て
四
書
と
さ
れ
た
。
も
と
も
と
は
『
礼
記
』
の
一
篇
で
あ
り
、
曾
子
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
も
秦
漢

の
儒
家
の
作
と
も
言
わ
れ
る
。 

四
書
に
含
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
全
域
で
広
く
読
ま
れ
た
。
特
に
江
戸
時
代
後
期
の
日
本

で
は
、
『
経
典
余
師
』
な
ど
の
注
釈
書
・
訓
蒙
書
が
盛
ん
に
作
ら
れ
、
向
学
心
の
あ
る
庶
民
に
広
く
読

ま
れ
た
。
一
説
に
は
、
二
宮
金
次
郎
が
薪
を
背
負
い
な
が
ら
読
ん
で
い
る
の
も
本
書
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
パ
ロ
デ
ィ
の
対
象
に
も
な
り
、
関
亭
京
鶴
『
傾
城
情
史 
大
客
』
な
ど
の
戯
作
・
洒
落
本

や
、
古
典
落
語
の
廓
噺
の
演
目
『
廓
大
学
』
な
ど
が
作
ら
れ
た
［2

9

］

。 

『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
『
大
学
』
か
ら
の
引
用
は
二
箇
所
あ
る
。
一
つ
目
は
「
孔
子
曰
」
と
書

い
て
い
る
が
、
実
は
『
大
学
』
の
内
容
で
あ
る
。 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
2

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
孔
子
曰
ソ
ノ
本
乱
而
末
治
者
否
也
」 

現
代
語
訳
：P

5
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

幹
が
乱
れ
れ
ば
、
末
は
決
し
て
治
ま
り
得
な
い
。 

『
大
学
』
原
文
： 

 

「
自
天
子
以
至
於
庶
人
，
壹
是
皆
以
修
身
為
本
。
其
本
亂
而
末
治
者
否
矣
，
其
所
厚
者
薄
，
而
其
所
薄

者
厚
，
未
之
有
也
！
此
謂
知
本
，
此
謂
知
之
至
也
。
」 

比
較
： 

こ
れ
は
『
大
学
』
の
内
容
で
あ
る
。 

『
大
学
今
注
今
譯
』
：
天
子
か
ら
庶
民
ま
で
、
す
べ
て
は
修
身
を
根
本
と
す
る
。
で
な
け
れ
ば
根
本

が
乱
れ
、
他
の
事
は
（
治
国
、
平
天
下
な
ど
）
う
ま
く
で
き
る
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
自
分
に
近
い
身

家
を
重
視
し
な
く
、
か
え
っ
て
治
国
、
平
天
下
を
重
視
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
話
で
あ
る
。 
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故
に
「
本
乱
而
末
治
者
否
也
」
と
は
、
「
本
」
の
修
身
を
重
視
し
、
「
治
国
」
、
「
平
天
下
」
を

「
末
」
と
し
て
い
る
。
根
本
が
あ
っ
て
か
ら
、
末
が
あ
る
。
「
本
」
と
は
事
の
根
本
で
あ
り
、
「
末
」

と
は
事
の
表
面
で
あ
る
と
認
識
で
き
る
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
「
正
心
」
を
「
本
」
と
し
て
、
「
陰
謀
佯
計
」
を
「
末
」
と
す
る
と
説
か
れ

て
い
る
。
著
者
は
「
正
心
」
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
忍
者
に
注
意
を
起
こ
さ
せ
る
。
正
心
を
失
え

ば
、
露
見
し
や
す
く
な
り
失
敗
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
2

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
大
学
曰
心
不
在
焉
視
而
不
見
聴
而
不
聞
食
而
不
知
其
味
」 

現
代
語
訳
：P

5
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

心
が
焉
す
な
わ
ち
正
心
に
し
て
艶
や
か
で
無
け
れ
ば
、
視
て
も
分
か
ら
ず
、
聴
い
て
も
、
本
質
を
聞

き
落
と
し
、
御
馳
走
で
さ
え
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
な
い
。 

『
大
学
』
原
文
： 

 

「
心
不
在
焉
，
視
而
不
見
，
聽
而
不
聞
，
食
而
不
知
其
味
。
此
謂
修
身
在
正
其
心
。
」 

比
較
： 

①
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
参
考
に
な
る
。
こ
れ
も
正
心
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
。
現
代
語

訳
に
は
問
題
が
な
い
が
、
焉
の
解
釈
に
つ
い
て
： 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
（
原
本
）
「
焉
ト
ハ
仁
義
忠
信
指
云
也
」
、
即
ち
「
焉
」
と
は
「
正
心
（
仁

義
忠
信
）
」
で
あ
る
。 

だ
が
、
中
国
方
面
で
は
、
「
焉
」
と
は
之
、
彼
、
此
処
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
文
を
訳
し
た
ら
、
心

は
こ
こ
に
な
い
（
集
中
し
な
い
）
と
見
て
も
分
か
ら
ず
、
聞
い
て
も
分
か
ら
ず
、
食
べ
て
も
味
わ
え
な

い
と
い
う
意
味
に
な
る
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
著
者
は
「
焉
」
を
別
の
解
釈
に
し
、
「
焉
」
と
は
「
仁
義
忠
信
」
（
正
心
）

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
山
田
雄
司
先
生
が
「
焉
の
字
に
つ
い
て
、
上
の
部
分
を
『
正
』
、
下

の
部
分
を
『
心
』
と
読
め
ば
、
こ
の
字
が
「
正
心
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
い
の
で
は
」
と

註
し
て
、
本
人
も
非
常
に
賛
成
し
て
い
る
。 

正
心
の
重
要
性
が
強
調
す
る
こ
と
で
、
こ
の
文
を
引
用
し
た
と
い
う
、
特
に
問
題
が
な
い
。 

ま
と
め
： 

②
の
所
に
焉
の
意
味
に
つ
い
て
、
『
万
川
集
海
』
は
『
大
学
』
と
大
き
く
外
れ
て
い
る
が
、
必
ず

『
万
川
集
海
』
の
ほ
う
が
間
違
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
著
者
の
立
場
に
よ
り
、
「
焉
」
を
「
正
心
」
に

す
る
と
、
説
明
し
や
す
く
な
り
、
読
者
も
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。 
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〈
第
三
節
〉
『
孟
子
』 

『
孟
子
』
は
、
儒
教
の
思
想
家
・
哲
学
者
で
あ
る
孟
子
の
逸
話
・
問
答
の
集
成
で
あ
る
。
歴
史
は
紀

元
前
四
世
紀
後
半
ま
で
遡
る
。 

儒
教
の
古
典
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
宋
朝
時
代
に
重
ん
じ
ら
れ
た
。
一
般
に
新
儒
学
の
創
始
者
と

さ
れ
る
学
者
の
朱
熹
は
、
『
孟
子
』
を
儒
教
正
典
の
四
書
に
含
め
、
後
に
『
孟
子
』
は
新
儒
学
の
正
典

の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
『
孟
子
』
は
宋
学
の
一
部
と
し
て
日
本
に
伝
来
し
、
江
戸
時
代
か

ら
日
本
人
に
爆
発
的
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
［3

0

］

。 

『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
『
孟
子
』
か
ら
の
引
用
は
二
箇
所
あ
る
。 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
凡
例
・P

50
0

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
天
時
天
父
ヲ
第
五
ニ
置
事
天
時
不
如
地
利
地
利
不
如
ト
先
賢
ノ
教
ニ
元
ツ
キ
テ
也
」 

現
代
語
訳
：P

4
2

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

天
時
は
地
の
利
に
及
ば
ず
、
地
の
利
は
人
の
和
に
及
ば
ず
と
い
う
先
賢
の
教
え
が
あ
り
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
方
法
で
あ
る
。 

『
孟
子
』
原
文
：
（
公
孫
丑
下
） 

「
孟
子
曰
：
天
時
不
如
地
利
，
地
利
不
如
人
和
。
」 

比
較
： 

原
文
の
「
天
時
不
如
地
利
地
利
不
如
ト
」
の
と
こ
ろ
、
「
不
如
」
の
後
に
「
人
和
」
が
漏
れ
た
と
推

測
す
る
。
つ
ま
り
、
「
天
時
不
如
地
利
地
利
不
如
人
和
ト
」
。 

天
時
、
地
利
、
人
和
と
い
う
概
念
は
中
国
の
兵
法
書
に
は
結
構
昔
か
ら
も
あ
っ
た
。
（
『
司
馬

法
』
：
順
天
，
阜
財
，
懌
衆
，
利
地
，
右
兵
，
是
謂
五
慮
。
『
孫
子
』
：
故
經
之
以
五
事
，
校
之
以

計
，
而
索
其
情
，
一
曰
道
，
二
曰
天
，
三
曰
地
，
四
曰
將
，
五
曰
法
。
『
尉
繚
子
』
：
又
曰
：
「
天
時

不
如
地
利
，
地
利
不
如
人
和
。
」
聖
人
所
貴
，
人
事
而
已
。
）
た
だ
し
、
孟
子
が
こ
の
理
論
を
具
体
的

に
論
じ
て
い
て
、
一
番
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
此
処
は
凡
例
の
終
わ
り
の
所
で
、
天
時
、
天
文
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。

著
者
は
「
先
賢
の
教
え
」
だ
け
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
『
孟
子
』
か
ら
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
た

だ
し
、
下
の
②
の
引
用
（
遁
甲
篇
に
あ
る
）
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
先
賢
が
孟
子
で
あ
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
。 

戦
争
に
お
い
て
、
著
者
は
人
和
を
重
視
す
べ
き
で
あ
り
な
が
ら
、
天
時
や
地
利
の
役
目
も
軽
視
し
て

は
い
け
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
故
に
、
天
時
の
遁
甲
篇
が
あ
っ
た
。 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
六
・
遁
甲
篇
・P

66
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 
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「
孟
子
曰
三
里
之
城
，
七
里
之
郭
環
而
攻
之
而
不
勝
夫
環
而
攻
之
必
有
得
天
時
者
矣
而
不
勝
者
是
天
時

不
如
地
利
也
」 

現
代
語
訳
：P

1
84

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

三
里
の
城
を
七
里
の
郭
で
囲
ん
で
攻
め
た
が
勝
て
ず
。
そ
れ
を
囲
ん
で
攻
め
て
も
、
必
ず
天
の
時
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
勝
て
な
か
っ
た
の
は
、
天
の
時
は
地
の
利
に
及
ば
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。 

『
孟
子
』
原
文
：
（
公
孫
丑
下
） 

「
孟
子
曰
：
天
時
不
如
地
利
，
地
利
不
如
人
和
。
三
里
之
城
，
七
里
之
郭
，
環
而
攻
之
而
不
勝
。
夫
環

而
攻
之
，
必
有
得
天
時
者
矣
；
然
而
不
勝
者
，
是
天
時
不
如
地
利
也
。
」 

比
較
： 

引
用
①
を
参
照
す
る
。
ま
た
『
尉
繚
子
』
の
引
用
を
参
照
す
る
。 

現
代
語
訳
は
意
味
が
ず
れ
て
い
る
。 

『
孟
子
今
注
今
譯
』
： 

郭
：
外
の
城
也
。 

内
城
が
三
里
、
外
城
が
七
里
で
あ
る
城
を
囲
ん
で
は
攻
め
た
が
勝
て
ず
、
囲
ん
で
は
攻
め
る
と
い
う

の
は
必
ず
天
の
時
を
得
た
。
し
か
し
勝
て
ず
と
い
う
の
は
天
時
が
地
利
に
及
ば
な
い
。 

『
万
川
集
海
』
の
遁
甲
篇
は
こ
こ
か
ら
開
始
し
て
い
る
。
日
取
り
、
方
取
り
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

で
、
「
人
和
」
の
重
要
性
と
作
用
、
ま
た
「
天
時
」
は
末
だ
が
、
無
視
し
て
は
い
け
な
い
と
説
か
れ
て

い
る
。
特
に
問
題
が
な
い
。 

〈
第
四
節
〉
『
易
経
』 

五
経
の
一
。
伏
羲
（
ふ
っ
き
）
氏
が
初
め
て
八
卦
（
は
っ
け
）
を
作
り
、
孔
子
が
集
大
成
し
た
と
い

わ
れ
る
が
未
詳
。
天
文
・
地
理
・
人
事
・
物
象
を
陰
陽
変
化
の
原
理
に
よ
っ
て
説
い
た
書
で
、
元
来
、

占
い
に
用
い
ら
れ
た
。
六
十
四
卦
（
け
）
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
爻
（
こ
う
）
に
つ
け
ら
れ
た
占
い
の
文

章
（
経
）
と
、
易
全
体
お
よ
び
各
卦
に
つ
い
て
哲
学
的
に
解
説
し
た
文
章
（
伝
も
し
く
は
十
翼
と
い

う
）
と
か
ら
成
る
。
周
代
に
流
行
し
た
と
こ
ろ
か
ら
周
易
と
も
い
う
［3

1

］

。
陰
陽
五
行
思
想
や
天
干
地

支
な
ど
は
確
か
に
『
周
易
』
か
ら
発
源
さ
れ
、
古
代
中
国
文
化
に
深
く
影
響
を
与
え
た
。 

『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
『
周
易
』
か
ら
の
直
接
引
用
は
一
箇
所
だ
け
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
易
曰
其
機
事
不
密
則
害
成
」 

現
代
語
訳
：P

7
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 
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間
者
の
機
の
秘
密
が
漏
れ
る
と
、
味
方
に
は
大
害
と
な
る
。 

『
周
易
』
原
文
：
（
繫
辭
上
） 

子
曰
：
「
亂
之
所
生
也
，
則
言
語
以
為
階
。
君
不
密
則
失
臣
，
臣
不
密
則
失
身
，
幾
事
不
密
則
害
成
。

是
以
君
子
慎
密
而
不
出
也
。
」 

比
較
： 

『
周
易
今
注
今
譯
』
：
災
禍
は
常
に
言
語
不
慎
に
よ
り
起
こ
す
。
君
主
が
機
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
臣

を
失
う
。
臣
が
機
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
命
を
失
う
。
機
密
を
守
ら
な
け
れ
ば
被
害
を
及
ぼ
す
た
め
、
君

子
は
機
密
を
慎
ん
で
守
っ
て
、
他
人
と
話
さ
な
い
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
こ
れ
は
忍
術
禁
忌
三
箇
条
の
三
、
「
忍
計
ヲ
取
沙
汰
ス
ル
者
ヲ
ハ
速
ニ
可
見

行
死
罪
事
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
引
用
で
あ
る
。
機
密
を
厳
し
く
守
る
よ
う
に
提
唱
し
て
い
る
。
引
用
さ

れ
た
内
容
も
一
致
し
て
い
る
の
で
、
問
題
は
な
い
。 

〈
第
五
節
〉
『
性
理
大
全
』 

『
性
理
大
全
』
と
は
中
国
、
宋
の
性
理
学
説
を
分
類
集
大
成
し
て
編
ん
だ
書
。
七
〇
巻
。
永
楽
一
三

(

一
四
一
五) 

年
に
完
成
し
た
。
胡
広
ら
が
王
命
に
よ
っ
て
撰
し
た
。
『
四
書
大
全
』 

(

三
六
巻)

 

，

『
五
経
大
全
』 

(

一
五
四
巻)

 

と
と
も
に
永
楽
三
大
全
と
い
わ
れ
る
。
巻
一
か
ら
巻 

二
五
ま
で
は
原
書

を
収
め
，
巻 

二
六
以
下
は
項
目
を
立
て
て
，
理
気
、
鬼
神
、
性
理
、
道
統
、
聖
賢
、
諸
儒
、
学
、
諸

子
、
歴
代
、
君
道
、
治
道
、
詩
、
文
の 1

3

目
と
し
，
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
諸
家
の
説
を
程
朱
の
説

を
中
心
に
収
録
し
て
い
る
［3

2

］

。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
『
性
理
大
全
』
か
ら
の
引
用
は
一
箇
所
だ
け
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
三
・
正
心
第
二
・P

52
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
天
理
也
人
亦
理
也
循
理
則
与
天
為
一
我
非
我
也
理
也
天
也
」 

現
代
語
訳
：P

6
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

天
は
理
で
あ
り
、
人
も
ま
た
理
で
あ
る
。
理
に
従
え
ば
天
と
一
つ
に
な
っ
て
、
別
人
す
な
わ
ち
理
で

あ
り
天
で
も
あ
る
云
々
。 

『
性
理
大
全
』
原
文
：
（
巻
三
十
四
） 

「
上
蔡
謝
氏
曰
天
理
也
人
亦
理
也
循
理
則
與
天
為
一
與
天
為
一
我
非
我
也
理
也
理
非
理
也
天
也
、
」 

比
較
： 

『
性
理
大
全
』
の
原
文
を
現
代
日
本
語
で
訳
す
と
：
上
蔡
謝
氏
が
曰
く
：
天
と
は
理
で
あ
る
、
人
も

理
で
あ
る
。
理
に
従
え
ば
天
と
一
つ
に
な
り
、
天
と
一
つ
に
な
っ
た
ら
我
は
我
で
な
く
、
理
で
あ
る
。

理
は
理
で
な
く
、
天
で
あ
る
。 
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要
す
る
に
、
人
は
理
に
従
え
ば
、
理
に
な
る
。 

著
者
は
理
の
概
念
を
出
し
、
生
死
は
理
で
あ
る
か
ら
、
恐
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
提
唱
し
て
い
る
。

特
に
問
題
が
な
い
が
、
古
代
中
国
の
「
宋
明
理
学
」
に
お
け
る
「
理
」
は
森
羅
万
象
と
さ
れ
、
そ
の
内

容
は
自
然
世
界
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
社
会
に
お
い
て
も
複
雑
な
こ
と
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
点
に

注
意
し
た
い
。 

〈
第
六
節
〉
『
論
語
集
註
』 

『
論
語
集
注
』
は
、
南
宋
の
儒
学
者
で
あ
る
朱
熹
（
朱
子
）
に
よ
る
『
論
語
』
の
注
釈
書
。
『
四
書

集
注
』
（
『
大
学
章
句
』
、
『
中
庸
章
句
』
、
『
論
語
集
注
』
、
『
孟
子
集
注
』
）
に
含
ま
れ
る
。
何

晏
等
に
よ
る
『
論
語
集
解
』
の
「
古
注
」
に
対
し
て
「
新
注
」
と
称
さ
れ
る
［3

3

］

。
一
箇
所
だ
け
の
引

用
が
あ
る
が
、
『
論
語
』
引
用
の
⑥
の
す
ぐ
あ
と
に
注
と
し
て
引
用
さ
れ
た
た
め
、
⑥
を
参
照
す
る
。

（
『
論
語
』
の
引
用
⑥
：
子
曰
獲
罪
於
天
無
所
祈
也
） 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
一
・P

51
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
朱
注
曰
天
即
理
也
其
尊
無
對
非
奥
竈
之
可
比
逆
理
則
獲
罪
於
天
矣
豈
媚
于
奥
竈
所
能
禱
而
免
乎
」 

現
代
語
訳
：P

5
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

天
は
理
で
あ
り
、
そ
の
尊
さ
は
比
較
す
る
物
が
な
い
ほ
ど
で
、
か
ま
ど
神
に
祈
っ
た
皆
が
火
事
を
ま

ぬ
が
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
神
は
正
直
者
の
頭
に
宿
る
も
の
で
、
非
礼
者
を
守
護
し
て
く
れ
る
は
ず
が

な
い
。 

『
論
語
集
註
』
原
文
：
（
八
佾
第
三
） 

「
天
，
即
理
也
；
其
尊
无
対
，
非
奥
竈
之
可
比
也
。
逆
理
，
則
獲
罪
于
天
矣
，
豈
媚
于
奥
竈
所
能
祷
而

免
乎
？ 

」 

比
較
： 

『
論
語
集
註
』
原
文
を
現
代
日
本
語
で
訳
す
と
：
天
と
は
理
で
あ
る
。
そ
の
尊
さ
は
比
較
で
き
る
も

の
は
な
い
。
理
に
逆
ら
え
ば
、
天
に
反
し
て
罪
を
犯
す
。
奥
神
や
竃
神
に
諂
っ
て
祈
っ
て
罪
を
免
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。 

『
万
川
集
海
』
の
現
代
語
訳
に
は
少
々
外
れ
て
い
る
が
、
意
味
と
し
て
は
問
題
が
な
い
。 

忍
者
は
理
に
逆
ら
う
こ
と
は
い
け
な
い
。
正
心
は
理
に
一
致
す
る
の
で
、
従
う
べ
き
で
あ
る
と
著
者

は
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。 



七〇 

《
第
四
章
》
歴
史
書
と
文
芸
作
品
の
引
用 

こ
の
部
分
の
引
用
に
は
物
語
を
例
と
し
て
挙
げ
た
こ
と
が
多
い
。
著
者
は
大
抵
物
語
の
あ
ら
す
じ
を

書
い
て
、
そ
の
主
人
公
が
持
つ
貴
重
な
精
神
や
上
手
な
や
り
方
な
ど
を
見
せ
、
主
張
を
提
唱
す
る
。 

〈
第
一
節
〉
『
史
記
』 

『
史
記
』
は
、
中
国
前
漢
の
武
帝
の
時
代
に
、
司
馬
遷
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
中
国
の
歴
史
書
で
あ

る
。
二
十
四
史
の
一
つ
で
、
正
史
の
第
一
に
数
え
ら
れ
る
。
計
五
二
万
六
千
五
百
字
。
著
者
自
身
が
名

付
け
た
書
名
は
『
太
史
公
書
』
（
た
い
し
こ
う
し
ょ
）
で
あ
る
が
、
後
世
に
『
史
記
』
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
る
と
こ
れ
が
一
般
的
な
書
名
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
四
史
の
中
で
も
『
漢
書
』
と
並

ん
で
最
高
の
評
価
（
史
漢
）
を
得
て
お
り
、
単
に
歴
史
的
価
値
だ
け
で
は
な
く
文
学
的
価
値
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
古
く
か
ら
読
ま
れ
て
お
り
、
元
号
の
出
典
と
し
て12

回
採
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
伝
来
時
期
は
正
確
に
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
の
典
拠
の
ひ
と
つ

と
し
て
『
史
記
』
を
挙
げ
る
見
解
が
あ
る
［3

4

］

。 

①
胯
下
之
辱 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
韓
信
ハ
淮
陰
ノ
人
也
若
キ
時
常
ニ
好
テ
長
劍
ヲ
帶
ブ
淮
陰
ノ
少
年
ノ
モ
集
テ
云
ヤ
ウ
ス
彼
韓
信
ハ
長

劍
ヲ
好
ト
モ
心
ハ
臆
病
也
市
ノ
中
ニ
テ
耻
ヲ
与
ン
ト
テ
一
人
ノ
少
年
韓
信
ニ
向
テ
汝
死
ナ
ン
ト
思
ワ
バ
我

ヲ
刺
セ
死
ス
マ
シ
キ
ト
思
ワ
バ
吾
カ
胯
ヲ
ク
ヽ
レ
ト
云
ケ
レ
ハ
韓
信
仰
キ
見
テ
頭
ヲ
タ
レ
伏
テ
胯
ノ
下
ヲ

ク
ヽ
ル
諸
人
是
ヲ
見
テ
大
ニ
笑
フ
韓
信
ハ
大
キ
ナ
ル
志
シ
有
ニ
依
テ
纔
ナ
ル
卑
キ
者
ト
死
ナ
ン
ヿ
ヲ
不
思

故
ナ
リ
後
果
メ
漢
ノ
高
祖
ニ
事
テ
數
万
ノ
大
將
ト
ナ
リ
少
勢
ノ
敵
ニ
逢
フ
ニ
一
度
モ
敗
ラ
ス
ト
云
ヿ
ナ
ク

楚
ノ
項
羽
ヲ
亡
シ
齊
ノ
国
ノ
侯
ニ
封
セ
ラ
ル
、
」 

現
代
語
訳
：P

5
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

准
陰
の
韓
信
〔
漢
の
三
傑
の
一
人
〕
は
若
い
時
は
長
剣
を
好
ん
で
帯
刀
し
て
い
た
の
で
、
若
者
達
は

「
韓
信
は
臆
病
者
だ
」
と
噂
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
一
人
の
若
者
が
韓
信
に
恥
を
か
か
せ
よ
う
と
思

い
、
「
お
前
、
我
に
殺
さ
れ
る
と
思
え
ば
我
を
刺
せ
。
死
に
た
く
な
け
れ
ば
我
股
下
を
潜
れ
」
と
言
っ

た
処
、
韓
信
は
膝
を
付
い
て
少
年
を
仰
ぎ
見
、
頭
を
垂
れ
て
股
を
潜
っ
た
。
大
衆
は
こ
れ
を
見
て
笑
っ

た
。
こ
の
韓
信
に
は
大
志
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
卑
し
い
小
者
と
刺
し
違
え
る
よ
う
な
馬
鹿
な
事
は

し
な
い
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
韓
信
は
漢
の
高
祖
に
仕
え
て
数
万
を
従
え
る
大
将
に
な
っ

た
。
小
勢
で
敵
と
遭
遇
し
て
も
決
し
て
負
け
る
事
も
な
く
、
楚
の
項
羽
を
亡
ぼ
し
た
後
は
斉
の
国
を
与

え
ら
れ
た
。 



七一 

『
史
記
』
原
文
：
（
史
記
・
列
伝
淮
陰
侯
列
傳
）  

「
淮
陰
屠
中
少
年
有
侮
信
者
，
曰
：
「
若
雖
長
大
，
好
帶
刀
劍
，
中
情
怯
耳
。
」
眾
辱
之
曰
：
「
信
能

死
，
刺
我
；
不
能
死
，
出
我
袴
下
。
」
於
是
信
孰
視
之
，
俛
出
袴
下
，
蒲
伏
。
一
市
人
皆
笑
信
，
以
為

怯
。
」 

分
析
： 

胯
下
之
辱
の
物
語
は
よ
く
知
ら
れ
て
、
『
史
記
』
を
は
じ
め
、
多
数
の
書
籍
に
は
書
か
れ
て
い
る
。

著
者
は
実
に
『
史
記
』
を
参
照
に
し
た
か
ど
う
か
は
確
信
で
き
な
い
が
、
後
に
は
『
史
記
』
か
ら
の
引

用
も
あ
る
の
で
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
物
語
を
通
し
て
、
著
者
は
耐
え
忍
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
の
前
に
『
論
語
』
の

「
曰
小
不
忍
則
乱
大
謀
」
の
引
用
が
あ
り
、
杜
牧
の
忍
に
つ
い
て
の
詩
も
あ
っ
て
、
全
部
忍
ぶ
こ
と
を

述
べ
て
い
る
た
め
、
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
。 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
法
曰
規
小
節
者
不
能
成
榮
名
惡
小
恥
者
不
能
立
大
功
」 

現
代
語
訳
：P

5
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

細
々
し
た
節
目
に
難
癖
を
つ
け
る
者
は
、
栄
名
を
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
小
さ
な
恥
を
憎
む
よ
う
で

は
、
大
功
は
立
て
ら
れ
な
い
。 

『
史
記
』
原
文
：
（
史
記
・
列
伝
魯
仲
連
鄒
陽
列
傳
） 

「
且
吾
聞
之
，
規
小
睗
者
不
能
成
榮
名
，
惡
小
恥
者
不
能
立
大
功
」 

比
較
： 

こ
れ
は
元
々
『
史
記
』
の
文
だ
が
、
「
法
曰
」
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
ど
こ
か
を
参
考
に
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
『
論
語
』
引
用
の
③
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
参
照
す
る
。 

『
史
記
全
訳
』
：
子
節
に
こ
だ
わ
る
人
は
い
い
名
声
に
な
ら
な
い
、
小
さ
い
恥
に
耐
え
忍
べ
な
い
人

は
大
功
を
遂
げ
な
い
。 

現
代
語
訳
の
意
味
は
同
じ
く
、
特
に
問
題
が
な
い
。
忍
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
の
引
用
で
あ
る
。 

③
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
史
記
曰
事
ハ
以
密
成
語
ハ
以
泄
敗
ル
」 

現
代
語
訳
：P

7
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

事
は
内
密
を
以
て
成
就
し
、
密
談
は
も
れ
れ
ば
敗
れ
る
。 

『
史
記
』
原
文
：
（
老
子
韓
非
列
傳
） 

夫
事
以
密
成
，
語
以
泄
敗
。 

比
較
： 



七二 

『
孫
子
』
引
用
の
⑯
と
『
周
易
』
の
引
用
を
参
照
す
る
。 

機
密
保
持
に
つ
い
て
だ
が
、
意
味
と
し
て
： 

『
史
記
全
訳
』
：
事
は
密
を
保
つ
こ
と
で
成
功
に
な
る
、
言
語
で
密
が
漏
れ
、
失
敗
に
な
る
。 

忍
術
の
禁
忌
三
カ
条
の
三
：
忍
計
を
取
り
沙
汰
す
る
者
は
即
刻
死
罪
と
し
、
そ
れ
を
秘
密
保
持
の
為

の
見
せ
し
め
に
す
る
事 

ゆ
え
に
機
密
を
守
る
こ
と
で
、
引
用
に
も
一
致
す
る
の
で
特
に
問
題
が
な
い
。 

④
鶏
鳴
狗
盗 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

55
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
齊
ノ
孟
嘗
君
秦
ノ
昭
王
ニ
ト
ラ
ハ
レ
テ
白
狐
ノ
裘
ヲ
后
妃
ニ
賄
ヒ
テ
獻
セ
シ
ニ
依
テ
襟
ヲ
遁
レ
テ
夜

潛
ニ
逃
ル
夜
深
メ
函
谷
關
未
開
夜
ヲ
明
サ
バ
追
手
來
ン
フ
ヲ
憂
フ
爰
ニ
三
千
ノ
客
ノ
中
ニ
鷄
鳴
ヲ
能
ス
ル

人
其
名
ヲ
田
甲
ト
云
フ
木
ニ
登
テ
鷄
ノ
鳴
ヲ
ナ
ス
其
時
関
路
雞
モ
盡
ク
鳴
ク
於
是
関
守
夜
明
ト
思
開
関
テ

通
ス
」 

現
代
語
訳
：P

9
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

斉
の
孟
嘗
君
が
秦
の
昭
王
に
捕
わ
れ
た
時
に
、
后
妃
に
用
意
し
て
い
た
白
狐
の
皮
衣
を
賄
賂
と
し
て

献
じ
た
。
こ
れ
で
禁
足
が
緩
ん
だ
の
で
夜
陰
に
紛
れ
て
密
か
に
逃
走
し
た
が
、
ま
だ
朝
が
早
か
っ
た
の

で
函
谷
関
〔
河
南
省
北
西
部
に
あ
る
交
通
の
要
地
で
秦
代
に
は
霊
宝
県
に
あ
っ
た
。
河
南
省
洛
陽
か
ら

潼
関
に
至
る
隘
路
で
、
古
来
有
名
な
攻
防
戦
の
地
で
あ
る
〕
の
門
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
夜
明
け
に
は

追
手
が
迫
り
来
る
の
で
気
が
気
で
は
な
か
っ
た
が
、
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
門
前
に
居
た
三
千
の
大
衆

の
中
か
ら
鶏
の
鳴
声
が
上
手
な
田
甲
と
い
う
人
物
を
見
付
け
た
。
頼
ん
で
木
の
上
か
ら
鶏
の
声
を
出
さ

せ
た
処
、
関
路
の
鶏
が
一
斉
に
鳴
き
始
め
た
。
関
守
は
夜
明
け
と
勘
違
い
し
て
門
を
開
け
て
人
を
通
し

た
と
い
う
〔｢

函
谷
関
の
鶏
鳴｣

〕
。 

『
史
記
』
原
文
：
（
孟
嘗
君
列
傳
） 

「
齊
湣
王
二
十
五
年
，
復
卒
使
孟
嘗
君
入
秦
，
昭
王
即
以
孟
嘗
君
為
秦
相
。
人
或
説
秦
昭
王
曰
：

「
孟
嘗
君
賢
，
而
又
齊
族
也
，
今
相
秦
，
必
先
齊
而
後
秦
，
秦
其
危
矣
。
」
於
是
秦
昭
王
乃
止
。
囚
孟

嘗
君
，
謀
欲
殺
之
。
孟
嘗
君
使
人
抵
昭
王
幸
姫
求
解
。
幸
姫
曰
：
「
妾
願
得
君
狐
白
裘
。
」
此
時
孟
嘗

君
有
一
狐
白
裘
，
直
千
金
，
天
下
無
雙
，
入
秦
獻
之
昭
王
，
更
無
他
裘
。
孟
嘗
君
患
之
，
遍
問
客
，
莫

能
對
。
最
下
坐
有
能
為
狗
盜
者
，
曰
：
「
臣
能
得
狐
白
裘
。
」
乃
夜
為
狗
，
以
入
秦
宮
臧
中
，
取
所
獻

狐
白
裘
至
，
以
獻
秦
王
幸
姫
。
幸
姫
為
言
昭
王
，
昭
王
釋
孟
嘗
君
。
孟
嘗
君
得
出
，
即
馳
去
，
更
封

傳
，
變
名
姓
以
出
關
。
夜
半
至
函
谷
關
。
秦
昭
王
後
悔
出
孟
嘗
君
，
求
之
已
去
，
即
使
人
馳
傳
逐
之
。

孟
嘗
君
至
關
，
關
法
雞
鳴
而
出
客
，
孟
嘗
君
恐
追
至
，
客
之
居
下
坐
者
有
能
為
雞
鳴
，
而
雞
齊
鳴
，
遂

發
傳
出
。
」 

比
較
： 



七三 

忍
者
が
物
真
似
な
ど
を
習
熟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
動
す
る
こ
と
。
著
者
は
こ
の
例
を
あ
げ
、
物
真

似
の
お
か
げ
で
孟
嘗
君
が
逃
げ
出
し
た
と
い
う
。
こ
の
物
語
を
通
し
て
著
者
は
物
真
似
の
強
さ
を
示
し

た
い
の
だ
ろ
う
。 

あ
ら
す
じ
は
『
史
記
』
と
同
じ
く
、
特
に
問
題
が
な
い
。
こ
の
引
用
の
後
に
、
同
じ
『
史
記
』
か
ら

の
引
用
も
あ
る
、
即
ち
陳
勝
と
い
う
人
は
秦
二
世
の
統
治
に
不
満
を
持
ち
、
呉
広
と
一
緒
に
策
を
立

ち
、
狐
の
鳴
き
声
を
真
似
し
て
起
義
し
た
と
い
う
。
こ
れ
も
物
ま
ね
の
こ
と
で
あ
り
、
特
に
問
題
が
な

い
。
こ
れ
ら
の
物
語
は
結
構
世
間
に
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
起
源
は
『
史
記
』
で
あ
る
こ
と
は
明
晰
で

あ
る
が
、
他
の
古
典
に
も
沢
山
書
か
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ゆ
え
に
『
万
川
集
海
』
の
著
者
は
実

際
に
『
史
記
』
を
読
み
な
が
ら
引
用
し
た
の
か
は
確
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
注
意
し
た
い
。 

⑤
閼
与
の
戦
い 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
八
・
陽
忍
上
・P

56
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
秦
ノ
將
軍
閼
與
ト
云
モ
ノ
ヲ
攻
ル
時
閼
與
ト
趙
奢
ト
ハ
蘭
金
ノ
交
ア
ル
ニ
ヨ
リ
趙
奢
閼
與
ヲ
救
ン
ト
メ

行
ヿ
二
十
里
程
ニ
メ
一
城
ヲ
構
堀
ヲ
深
シ
壁
ヲ
堅
メ
留
ル
ヿ
二
十
八
日
時
ニ
秦
ヨ
リ
間
者
來
テ
趙
奢
カ
樣

体
ヲ
窺
見
ケ
リ
趙
奢
是
ヲ
知
リ
ツ
ツ
知
ラ
ヌ
体
ヲ
メ
閼
ヲ
救
フ
ヿ
ハ
中
々
及
難
シ
ナ
ト
彌
礨
ヲ
高
ケ
シ
篭

城
ノ
用
意
ヲ
專
一
ト
ス
ル
樣
体
ヲ
示
ス
秦
ノ
間
者
皈
テ
秦
ノ
將
ニ
斯
ト
告
ケ
レ
ハ
將
大
ニ
喜
ン
テ
曰
趙
カ

閼
ヲ
不
救
ヿ
必
定
セ
リ
心
易
ク
閼
ヲ
攻
ン
ト
軍
ヲ
出
ス
趙
ハ
秦
ノ
間
者
ノ
皈
ル
ト
等
ク
甲
ヲ
卷
旗
ヲ
伏
テ

趨
ル
ヿ
三
十
里
許
リ
引
テ
北
山
ニ
攀
登
テ
數
万
人
秦
軍
ノ
來
ル
ヲ
待
カ
ケ
タ
リ
秦
將
此
事
思
ヒ
ガ
ケ
レ
ク

來
ル
所
ヲ
其
不
意
ニ
趙
奢
ガ
勢
討
テ
出
ル
秦
軍
終
ニ
敗
軍
セ
シ
、
」 

現
代
語
訳
：P

9
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

秦
の
将
軍
が
閼
与
と
い
う
者
を
攻
め
た
時
、
閼
与
と
趙
奢
と
は
金
蘭
の
交
わ
り
だ
っ
た
の
で
趙
奢
は

閼
与
の
救
援
に
行
く
事
二
十
里
に
一
城
を
構
え
た
。
堀
は
深
く
城
壁
は
厚
く
強
固
に
し
、
在
城
二
十
八

日
間
。
そ
の
時
に
秦
の
間
者
が
忍
び
込
ん
で
趙
奢
の
様
子
を
窺
っ
た
。
趙
奢
は
そ
れ
に
気
付
い
た
が
、

知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
、
敵
忍
に
「
閼
与
の
救
援
は
中
々
難
し
い
」
と
聴
か
せ
て
石
垣
を
高
く
し
て
籠
城

だ
け
の
用
意
を
し
て
撃
っ
て
出
る
等
は
し
な
い
様
な
素
振
り
を
し
た
。
秦
の
間
者
は
戻
っ
て
そ
の
旨
を

報
告
す
る
と
、
将
は
大
喜
び
し
て
「
趙
奢
は
閼
与
を
救
う
事
は
完
全
に
諦
め
て
お
り
、
こ
れ
で
気
易
く

閼
与
攻
撃
に
専
念
出
来
る
」
と
言
っ
て
進
軍
し
た
。
と
こ
ろ
が
趙
奢
は
秦
の
間
者
が
帰
る
と
同
時
に
甲

を
巻
き
、
旗
を
伏
し
て
走
る
事
三
十
里
ば
か
り
引
い
て
北
山
に
登
り
、
秦
兵
数
万
人
の
進
軍
を
密
か
に

待
ち
、
来
た
処
を
突
然
討
っ
て
出
て
秦
軍
を
敗
走
さ
せ
た
。 

『
史
記
』
原
文
：
（
廉
頗
藺
相
如
列
傳
） 

「
秦
伐
韓
，
軍
于
閼
與
。
王
召
廉
頗
而
問
曰
：
“
可
救
不
？
”
對
曰
：
“
道
遠
險
狹
，
難
救
。
”
又

召
樂
乘
而
問
焉
，
樂
乘
對
如
廉
頗
言
。
又
召
問
趙
奢
，
奢
對
曰
：
“
其
道
遠
險
狹
，
譬
之
猶
兩
鼠
闘
于

穴
中
，
將
勇
者
勝
。
”
王
乃
令
趙
奢
將
，
救
之
。
兵
去
邯
鄲
三
十
裏
，
而
令
軍
中
曰
：
“
有
以
軍
事
諌
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者
死
。
”
秦
軍
軍
武
安
西
，
秦
軍
鼓
噪
勒
兵
，
武
安
屋
瓦
盡
振
。
軍
中
候
有
壹
人
言
急
救
武
安
，
趙
奢

立
斬
之
。
堅
壁
，
留
二
十
八
日
不
行
，
複
益
增
壘
。
秦
閑
來
入
，
趙
奢
善
食
而
遣
之
。
閑
以
報
秦
將
，

秦
將
大
喜
曰
：
“
夫
去
國
三
十
裏
而
軍
不
行
，
乃
增
壘
，
閼
與
非
趙
地
也
。
”
趙
奢
既
已
遣
秦
閑
，
卷

甲
而
趨
之
，
二
日
壹
夜
至
，
今
善
射
者
去
閼
與
五
十
裏
而
軍
。
軍
壘
成
，
秦
人
聞
之
，
悉
甲
而
至
。
軍

士
許
暦
請
以
軍
事
諌
，
趙
奢
曰
：
“
内
之
。
”
許
暦
曰
：
“
秦
人
不
意
趙
師
至
此
，
其
來
氣
盛
，
將
軍

必
厚
集
其
陣
以
待
之
。
不
然
，
必
敗
。
”
趙
奢
曰
：
“
請
受
令
。
”
許
暦
曰
：
“
請
就
鈇
質
之
誅
。
”

趙
奢
曰
：
“
婿
後
令
邯
鄲
。
”
許
暦
複
請
諌
，
曰
：
“
先
據
北
山
上
者
勝
，
後
至
者
敗
。
”
趙
奢
許

諾
，
即
發
萬
人
趨
之
。
秦
兵
後
至
，
爭
山
不
得
上
，
趙
奢
縱
兵
撃
之
，
大
破
秦
軍
。
秦
軍
解
而
走
，
遂

解
閼
與
之
圍
而
歸
。
」 

比
較
： 

天
唾
術
の
二
カ
条
に
こ
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
天
唾
術
と
は
敵
の
間
者
を
味
方
に
し
、
敵
に
害
を
与

え
る
。
即
ち
、
「
反
間
」
に
あ
た
る
。
こ
の
物
語
で
は
趙
奢
は
真
の
目
的
を
隠
し
て
わ
ざ
と
偽
り
の
情

報
を
流
し
、
間
接
的
に
敵
忍
を
反
間
に
し
て
謀
略
を
立
て
た
と
い
う
。
相
応
し
い
引
用
で
あ
る
。
両
方

の
粗
筋
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
「
敵
忍
」
を
利
用
す
る
こ
と
も
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
史
記
』

に
お
い
て
、
閼
與
と
い
う
の
は
地
名
で
あ
り
、
人
の
名
前
で
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
は
、
著
者
は
直
接

『
史
記
』
を
参
照
に
し
て
『
万
川
集
海
』
を
書
い
た
可
能
性
が
低
い
。
こ
の
点
は
と
て
も
重
要
で
あ

る
。
一
体
何
に
基
づ
い
て
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
た
だ
ろ
う
。 

ま
と
め
： 

『
史
記
』
か
ら
の
引
用
は
確
信
で
き
る
の
が
一
箇
所
あ
る
が
、
他
は
そ
の
起
源
が
『
史
記
』
で
あ
る

と
い
え
る
が
、
著
者
は
同
じ
内
容
が
書
か
れ
た
他
の
書
物
か
ら
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
引

用
そ
の
も
の
は
矛
盾
す
る
こ
と
は
特
に
な
い
。 

〈
第
二
節
〉
『
三
国
志
』 

『
三
国
志
』
は
、
中
国
三
国
時
代
に
つ
い
て
書
か
れ
た
歴
史
書
で
あ
る
。
著
者
は
陳
寿
で
あ
る
。
後

漢
の
混
乱
期
か
ら
西
晋
に
よ
る
中
国
統
一
ま
で
を
扱
う
。
二
十
四
史
の
一
つ
で
あ
る
［3

5

］

。 

『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
引
用
は
物
語
を
例
に
し
て
挙
げ
た
と
い
う
。 

羊
陸
之
交 

 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
唐
ノ
羊
祐
ハ
晋
ノ
大
將
ナ
リ
シ
刀
敵
ノ
大
将
陸
孫
軍
中
ニ
ナ
ン
煩
ケ
レ
ハ
羊
祐
聞
テ
我
カ
旧
友
ナ
リ

ト
テ
薬
ヲ
贈
リ
シ
ヲ
陸
孫
疑
気
也
モ
ナ
ク
受
テ
服
シ
ケ
リ
サ
レ
ハ
如
何
ニ

旧
友
ノ
仙
薬
也
ト
モ
敵
ノ
送
リ
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侍
ラ
ハ
計
略
カ
ト
可
思
ニ
羊
祐
ニ
信
実
至
テ
深
キ
故
ニ
陸
孫
飲
ケ
リ
敵
将
ス
ラ
斯
有
ケ
レ
ハ
軍
中
ノ
士
卒

羊
祐
刀
言
行
ヲ
渇
仰
シ
可
察
知
、
」 

現
代
語
訳
：P

7
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

唐
の
羊
社
は
晋
の
大
将
で
あ
っ
た
が
、
敵
の
大
将
陸
孫
が
戦
の
最
中
に
病
で
倒
れ
た
時
に
薬
を
贈
っ

た
処
、
陸
孫
は
全
く
疑
う
事
無
く
、
そ
の
仙
薬
を
服
用
し
た
。
敵
の
将
軍
で
も
、
羊
裕
で
あ
っ
た
が
故

の
信
頼
で
あ
る
。
部
下
の
士
卒
が
彼
の
命
令
を
心
待
ち
に
す
る
の
も
当
然
で
あ
り
、
推
し
て
知
る
べ

し
。 

『
三
国
志
』
原
文
： 

（
呉
書
十
三
陸
遜
傳
注
）
（
『
晋
書
』
：
列
傳
第
四
羊
祐
に
も
あ
る
、 

 
 

内
容
は
主
に
一
緒
で
あ
る
） 

「
晉
陽
秋
曰
：
抗
與
羊
祐
推
僑
、
札
之
好
。
抗
嘗
遺
祐
酒
，
祐
飲
之
不
疑
。
抗
有
疾
，
祐
饋
之
藥
，
抗

亦
推
心
服
之
。
于
時
以
為
華
元
、
子
反
復
見
於
今
。
漢
晉
春
秋
曰
：
羊
祐
既
歸
，
增
脩
德
信
，
以
懷
呉

人
。
陸
抗
毎
告
其
邊
戍
曰
：
「
彼
專
為
德
，
我
專
為
暴
，
是
不
戰
而
自
服
也
。
各
保
分
界
，
無
求
細
益
而

已
。
」
於
是
呉
、
晉
之
間
，
餘
糧
栖
畝
而
不
犯
，
牛
馬
逸
而
入
境
，
可
宣
告
而
取
也
。
沔
上
獵
，
呉
獲
晉

人
先
傷
者
，
皆
送
而
相
還
。
抗
嘗
疾
，
求
藥
於
祐
，
祐
以
成
合
與
之
，
曰
：
「
此
上
藥
也
，
近
始
自
作
，

未
及
服
，
以
君
疾
急
，
故
相
致
。
」
抗
得
而
服
之
，
諸
將
或
諫
，
抗
不
荅
。
孫
皓
聞
二
境
交
和
，
以
詰
於

抗
，
抗
曰
：
「
夫
一
邑
一
郷
，
不
可
以
無
信
義
之
人
，
而
況
大
國
乎
？
臣
不
如
是
，
正
足
以
彰
其
德
耳
，

於
祐
無
傷
也
。
」
或
以
祐
、
抗
為
失
臣
節
，
兩
譏
之
。
習
鑿
齒
曰
：
夫
理
勝
者
天
下
之
所
保
，
信
順
者
萬

人
之
所
宗
，
雖
大
猷
既
喪
，
義
聲
久
淪
，
狙
詐
馳
於
當
塗
，
權
略
周
乎
急
務
，
負
力
從
橫
之
人
，
臧
獲
牧

豎
之
智
，
未
有
不
憑
此
以
創
功
，
捨
茲
而
獨
立
者
也
。
是
故
晉
文
退
舍
，
而
原
城
請
命
；
穆
子
圍
鼓
，
訓

之
以
力
；
冶
夫
獻
策
，
而
費
人
斯
歸
；
樂
毅
緩
攻
，
而
風
烈
長
流
。
」 

「
（
『
晋
書
』
原
文
：
祐
與
陸
抗
相
對
，
使
命
交
通
，
抗
稱
祐
之
德
量
，
雖
樂
毅
、
諸
葛
孔
明
不 

 

能
過
也
。
抗
嘗
病
，
祐
饋
之
藥
，
抗
服
之
無
疑
心
。
人
多
諫
抗
，
抗
曰
：
「
羊
祐
豈
鴆
人
者
！
」
時
談
以

為
華
元
、
子
反
復
見
於
今
日
。
抗
毎
告
其
戍
曰
：
「
彼
專
為
德
，
我
專
為
暴
，
是
不
戰
而
自
服
也
。
各
保

分
界
而
已
，
無
求
細
利
。
」
孫
皓
聞
二
境
交
和
，
以
詰
抗
。
抗
曰
：
「
一
邑
一
郷
，
不
可
以
無
信
義
，
況

大
國
乎
！
臣
不
如
此
，
正
是
彰
其
德
，
於
祐
無
傷
也
。
」
） 

比
較
： 

粗
筋
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
（
『
万
川
集
海
』
で
は
、
陸
抗
で
は
な
く
陸
孫
で
あ
る
）
お
互
い
に
敵
だ

と
し
て
も
、
抗
は
祐
に
酒
を
与
え
、
祐
は
躊
躇
も
な
く
飲
ん
だ
。
抗
は
病
気
に
か
か
り
、
祐
は
薬
を
送

り
、
抗
も
疑
心
な
く
飲
ん
だ
。
お
互
い
に
信
用
が
高
い
と
い
え
る
。 

著
者
は
信
に
つ
い
て
、
羊
陸
之
交
と
い
う
物
語
を
引
用
す
る
こ
と
は
と
て
も
相
応
し
い
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
著
者
は
具
体
的
に
『
晋
書
』
か
『
三
国
志
』
か
、
ま
た
他
の
歴
史
書
な
ど
を
参
照
に
し
た
か
は

確
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
『
万
川
集
海
』
の
原
文
に
は
、
「
唐
ノ
羊
祐
ハ
晋
ノ
大
將
ナ
リ
」
の

「
唐
」
は
間
違
え
て
書
い
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。 
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〈
第
三
節
〉
『
左
傳
』 

『
春
秋
左
氏
伝
』
は
、
孔
子
の
編
纂
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
歴
史
書
『
春
秋
』
（
単
独
の
文
献
と
し
て

は
現
存
し
な
い
）
の
代
表
的
な
注
釈
書
の
一
つ
で
、
紀
元
前
七
〇
〇
年
頃
か
ら
約
二
五
〇
年
間
の
魯
国

の
歴
史
が
書
か
れ
て
い
る
。
通
称
『
左
伝
』
。
『
春
秋
左
氏
』
『
左
氏
伝
』
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
現

存
す
る
他
の
注
釈
書
『
春
秋
公
羊
伝
（
公
羊
伝
）
』
『
春
秋
穀
梁
伝
（
穀
梁
伝
）
』
と
あ
わ
せ
て
春
秋

三
伝
（
略
し
て
三
伝
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
前
漢
末
の
劉
歆
に
よ
っ
て
、
後
漢
で
は
三
伝
の
中
で
『
左

伝
』
が
一
番
高
く
評
価
さ
れ
た
。
こ
れ
は
撰
者
の
左
丘
明
が
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
た
め
と
さ
れ
た

［3
6

］

。 

季
路
一
言 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
小
邾
國
ノ
射
ト
云
者
魯
國
ト
会
盟
ス
ル
時
射
曰
子
路
ト
我
約
束
ス
ル
ナ
ラ
ハ
魯
國
ト
小
邾
國
ノ
盟
ヲ

止
ン
云
リ
盟
ヲ
不
信
シ
テ
子
路
カ
一
言
ノ
約
ヲ
信
ス
ル
ヿ
有
難
リ
ヿ
ニ
非
ズ
ヤ
是
平
生
子
路
真
実
フ
カ
キ

ニ
因
テ
小
モ
偽
ナ
キ
者
ト
人
見
付
タ
ル
故
也
、
」 

現
代
語
訳
：P

5
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

小
邾
国
〔
春
秋
戦
国
時
代
、
山
東
省
に
あ
っ
た
。
後
に
鄒
と
改
名
〕
の
射
と
い
う
人
物
が
魯
国
と
会

盟
し
た
時
、
射
は
「
私
が
子
路
と
約
束
し
た
の
な
ら
、
両
国
と
の
盟
約
は
結
べ
な
い
」
と
言
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
国
家
間
の
盟
約
よ
り
も
「
子
路
の
一
言
」
の
方
を
重
視
す
る
。
な
ん
と
有
難
い
事
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
、
子
路
は
常
に
偽
り
な
き
真
実
の
人
、
と
認
め
ら
れ
て
い
る
結
果
か
ら
生
ま
れ
る
成
功
で

あ
る
。 

『
左
傳
』
原
文
：
（
巻
十
五
） 

「
小
邾
射
以
句
繹
来
奔
，
曰
：
使
季
路
要
我
，
吾
无
盟
矣
。
使
子
路
，
子
路
辞
。
季
康
子
使
冉
有
謂
之

曰
：
千
乘
之
国
，
不
信
其
盟
，
而
信
子
之
言
，
子
何
辱
焉
？
対
曰
：
“
魯
有
事
于
小
邾
，
不
敢
問
故
，
死

其
城
下
可
也
。
彼
不
臣
而
済
其
言
，
是
義
之
也
。
由
弗
能
。
」 

比
較
： 

 

『
左
傳
全
訳
』
に
よ
る
と
、
射
（
身
分
が
高
い
）
は
自
分
の
国
か
ら
逃
げ
、
魯
國
に
来
た
。
そ
し

て
、
子
路
と
口
頭
の
約
束
を
す
れ
ば
、
正
式
な
会
盟
を
し
な
く
て
も
い
い
。
故
に
、
子
路
は
信
が
深
い

と
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
の
内
容
だ
が
、
子
路
は
射
に
断
り
、
行
か
な
か
っ
た
が
、
『
万
川
集

海
』
に
お
い
て
、
著
者
は
前
の
部
分
だ
け
を
引
用
し
、
信
に
つ
い
て
の
説
明
な
の
で
、
特
に
問
題
が
な

い
。 
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〈
第
四
節
〉
『
宋
書
』 

『
宋
書
』
（
そ
う
し
ょ
）
は
、
中
国
南
朝
の
宋
の
六
〇
年
間
に
つ
い
て
書
か
れ
た
歴
史
書
。
宋
・

斉
・
梁
に
仕
え
た
沈
約
（
四
四
一
年
～
五
一
三
年
）
が
南
朝
斉
の
武
帝
に
命
ぜ
ら
れ
て
編
纂
し
た
。
本

紀
一
〇
巻
・
列
伝
六
〇
巻
・
志
三
〇
巻
の
計
一
〇
〇
巻
か
ら
な
る
紀
伝
体
。
二
十
四
史
の
一
つ
で
あ
る

［3
7

］

。 

王
鎮
悪
の
物
語 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
三
・
正
心
第
二
・P

52
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
唐
の
王
鎮
悪
ト
云
者
秦
ノ
國
ヲ
征
伐
ノ
タ
メ
數
千
人
ヲ
引
卒
シ
兵
舩
ニ
取
衆
リ
遥
ノ
海
上
ヲ
経
テ
秦

ニ
起
ク
秦
國
ノ
清
橋
ト
云
所
ニ
着
テ
舟
ヨ
リ
上
リ
兵
糧
衣
類
ヲ
ハ
其
侭
舟
ニ
入
置
甲
胄
器
械
ハ
カ
リ
ヲ
舟

ヨ
リ
取
上
ケ
山
ニ
登
リ
其
夜
ノ
風
ニ
任
セ
テ
舟
ヲ
放
ツ
其
後
王
鎮
惡
軍
勢
ニ
向
テ
曰
舟
楫
衣
類
兵
糧
盡
ク

流
レ
タ
リ
我
カ
長
安
城
ヘ
ハ
万
里
ノ
海
上
也
此
上
ハ
進
シ
戰
テ
不
勝
ト
キ
ハ
二
タ
ヒ
本
國
ヘ
皈
ル
ヿ
叶
フ

マ
シ
ト
云
是
ヨ
リ
軍
勢
ノ
モ
臆
病
者
武
偏
ニ
ナ
リ
死
武
者
ニ
成
テ
身
ヲ
捨
功
リ
先
ニ

々
ト
爭
ヒ
進
シ
ケ
レ

ハ
終
ニ
秦
ノ
大
国
大
ニ
勝
ツ
、
」 

現
代
語
訳
：P

6
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

唐
の
王
鎮
悪
と
い
う
人
が
数
千
の
兵
を
兵
船
に
乗
せ
て
遥
か
彼
方
の
秦
国
に
遠
征
し
た
。
上
陸
し
た

秦
の
清
橋
と
い
う
所
で
、
甲
冑
や
武
具
以
外
の
全
て
す
な
わ
ち
兵
粮
や
衣
類
全
部
を
船
に
残
し
て
山
に

登
り
、
船
を
流
し
た
。
王
は
振
り
返
っ
て
兵
に
言
っ
た
。
「
我
々
の
長
安
城
は
万
里
の
海
の
彼
方
に
あ

る
。
船
が
離
れ
た
以
上
、
前
進
し
て
戦
い
、
勝
つ
以
外
に
帰
国
は
叶
わ
な
い
」
と
訓
示
す
る
と
、
臆
病

な
兵
ま
で
武
勇
に
奮
い
立
ち
、
死
武
者
と
な
っ
て
身
を
捨
て
、
先
陣
を
争
っ
て
突
撃
し
、
そ
の
結
果
は

大
国
秦
に
勝
つ
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
。 

『
宋
書
』
原
文
：
（
卷
四
十
五
列
傳
第
五
王
鎮
惡
） 

「
大
軍
次
潼
關
，
謀
進
取
之
計
，
鎮
惡
請
率
水
軍
自
河
入
渭
。
偽
鎮
北
將
軍
姚
強
屯
兵
涇
上
，
鎮
惡
遣

毛
德
祖
撃
破
之
，
直
至
渭
橋
。
鎮
惡
所
乘
皆
蒙
衝
小
艦
，
行
船
者
悉
在
艦
内
，
羌
見
艦
溯
渭
而
進
，
艦
外

不
見
有
乘
行
船
人
，
北
土
素
無
舟
楫
，
莫
不
驚
惋
，
咸
謂
為
神
。
鎮
惡
既
至
，
令
將
士
食
畢
，
便
棄
船
登

岸
。
渭
水
流
急
，
倏
忽
間
，
諸
艦
悉
逐
流
去
。
時
姚
泓
屯
軍
在
長
安
城
下
，
猶
數
萬
人
。
鎮
惡
撫
慰
士
卒

曰
：
「
卿
諸
人
並
家
在
江
南
，
此
是
長
安
城
北
門
外
，
去
家
萬
里
，
而
舫
乘
衣
糧
，
並
已
逐
流
去
，
豈
復

有
求
生
之
計
邪
！
唯
宜
死
戰
，
可
以
立
大
功
，
不
然
，
則
無
遺
類
矣
。
」
乃
身
先
士
卒
，
衆
亦
知
無
復
退

路
，
莫
不
騰
踴
爭
先
。
泓
衆
一
時
奔
潰
，
即
陷
長
安
城
。
泓
挺
身
逃
走
，
明
日
，
率
妻
子
歸
降
。
城
内

夷
、
晉
六
萬
餘
戸
，
鎮
惡
宣
揚
國
恩
，
撫
尉
初
附
，
號
令
嚴
肅
，
百
姓
安
堵
、
」 

比
較
： 



七八 

少
々
違
い
が
あ
る
が
、
『
宋
書
』
で
は
「
渭
橋
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
万
川
集
海
』
で
は
「
清

橋
」
で
あ
る
。
『
宋
書
』
の
各
写
本
だ
が
、
「
欽
定
四
庫
全
書
本
」
、
「
摛
藻
堂
四
庫
全
書
薈
要

本
」
、
「
武
英
殿
二
十
四
史
本
」
な
ど
、
す
べ
て
「
渭
橋
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
で

は
「
清
橋
」
と
書
か
れ
る
こ
と
は
な
い
と
推
測
す
る
。 

あ
ら
す
じ
は
ほ
ぼ
同
じ
く
、
王
鎮
悪
は
将
軍
と
し
て
、
岸
に
着
い
た
ら
、
船
を
捨
て
、
軍
を
死
地
に

置
か
せ
て
、
勝
利
を
得
た
と
い
う
。
所
謂
「
必
死
則
生
、
必
生
則
死
」
。
『
万
川
集
海
』
で
は
、
身
を

守
り
た
い
と
い
う
心
が
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
迷
い
が
生
じ
て
、
身
を
滅
ぼ
す
と
い
う
結
果
に
な
り
や
す

い
と
述
べ
て
い
る
。
故
に
王
鎮
悪
の
よ
う
に
、
軍
を
死
地
に
置
か
せ
て
、
全
員
を
専
念
さ
せ
、
勝
利
を

得
る
と
い
う
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
は
特
に
問
題
が
な
い
。 

〈
第
五
節
〉
詩
歌
と
文
章 

①
『
題
烏
江
亭
』 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
包
羞
忍
耻
是
男
子
」 

現
代
語
訳
：P

5
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

羞
を
包
み
恥
を
忍
ぶ
、
こ
れ
男
子
。 

『
題
烏
江
亭
』
唐
・
杜
牧 

『
題
烏
江
亭
』
は
杜
牧
が84

1

年
に
烏
江
亭
を
経
由
し
た
と
き
に
書
か
れ
た
絶
句
で
あ
る
。 

「
勝
敗
兵
家
事
不
期
，
包
羞
忍
耻
是
男
儿
。
江
東
子
弟
多
才
俊
，
卷
土
重
来
未
可
知
、
」 

比
較
： 

現
代
日
本
語
で
訳
す
と
：
戦
争
に
は
勝
負
は
常
に
あ
る
、
そ
の
先
は
予
測
で
き
な
い
。
辱
を
耐
え
忍

ぶ
こ
と
こ
そ
男
ら
し
い
。
項
羽
よ
、
江
東
に
は
人
材
が
沢
山
い
る
、
若
し
気
を
整
え
て
も
う
一
度
や
り

直
す
れ
ば
勝
負
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
「
包
羞
忍
耻
是
男
子
」
だ
け
が
引
用
さ
れ
、
耐
え
忍
び
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
特
に
問
題
が
な
い
。
（
胯
下
之
辱
と
同
じ
の
所
に
あ
る
の
で
、
参
照
す

る
） 

②
伯
楽
と
千
里
馬 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
四
・
将
知
一
・P

53
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
夫
世
伯
楽
ナ
キ
時
ハ
千
里
ヲ
馳
ス
ル
馬
ナ
シ
」 

現
代
語
訳
：P

6
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 



七九 

伯
楽
の
よ
う
に
名
馬
を
見
定
め
る
人
が
居
な
け
れ
ば
千
里
を
走
る
馬
も
居
な
い
に
等
し
い
。 

『
馬
説
』
唐
・
韓
愈 

『
馬
説
』
は
唐
の
文
学
家
で
あ
る
韓
愈
が
書
か
れ
た
物
を
借
り
て
主
張
を
言
う
作
品
で
あ
る
。
七
九

五
年
か
ら
八
〇
〇
年
の
間
に
書
か
れ
た
。 

「
世
有
伯
楽
，
然
后
有
千
里
馬
。
千
里
馬
常
有
，
而
伯
楽
不
常
有
。
故
雖
有
名
馬
，
祗
辱
于
奴
隶
人
之

手
，
駢
死
于
槽
櫪
之
間
，
不
以
千
里
称
也
。 

馬
之
千
里
者
，
一
食
或
尽
粟
一
石
。
食
馬
者
不
知
其
能
千
里
而
食
也
。
是
馬
也
，
雖
有
千
里
之
能
，
食

不
飽
，
力
不
足
，
才
美
不
外
見
，
且
欲
与
常
馬
等
不
可
得
，
安
求
其
能
千
里
也
？ 

策
之
不
以
其
道
，
食
之
不
能
尽
其
材
，
鳴
之
而
不
能
通
其
意
，
執
策
而
臨
之
，
曰
：
天
下
无
馬
！
”
嗚

呼
！
其
真
无
馬
邪
？
其
真
不
知
馬
也
！
」 

比
較
： 

こ
の
引
用
は
元
々
『
馬
説
』
か
ら
の
内
容
だ
と
判
断
で
き
る
。
世
間
に
は
千
里
馬
が
常
に
い
る
が
、

伯
楽
は
常
に
い
な
い
と
い
う
旨
が
よ
く
知
ら
れ
て
沢
山
な
本
に
も
引
用
さ
れ
た
た
め
、
『
万
川
集
海
』

に
お
い
て
は
、
他
の
本
か
ら
参
照
し
た
可
能
性
も
高
い
。
こ
こ
は
将
知
一
の
所
で
、
つ
ま
り
将
は
伯
楽

で
、
忍
者
は
千
里
馬
で
あ
る
と
例
え
て
い
る
。
忍
術
は
素
晴
ら
し
い
が
将
軍
の
知
恵
は
最
も
重
要
で
あ

る
と
著
者
が
強
調
し
て
い
る
。
矛
盾
し
て
い
な
い
。 

〈
第
六
節
〉
演
劇 

①
『
趙
氏
孤
児
』 

趙
武
の
物
語
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
（
成
公
四
年
・
五
年
・
八
年
）
に
見
え
、
『
史
記
』
趙
世
家
に
も

見
え
る
が
、
『
万
川
集
海
』
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
元
の
劇
で
あ
る
『
趙
氏
孤
児
』
を
参
照
に
し
た
。 

『
趙
氏
孤
児
』
（
ち
ょ
う
し
こ
じ
）
は
、
元
の
紀
君
祥
（
き
く
ん
し
ょ
う
）
に
よ
る
雑
劇
で
、
春
秋

時
代
の
晋
の
趙
武
に
よ
る
趙
氏
の
再
興
を
主
題
と
す
る
［3

8

］

。 

こ
の
劇
は
、
史
実
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
脚
本
と
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
、
か
な
り

歴
史
と
ず
れ
て
い
る
。 

『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
9

、52
0

、5
21

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
昔
秦
ノ
世
ニ
趙
盾
知
伯
ト
云
二
人
ノ
者
趙
ノ
國
・
・
・
・
（
省
略
）
杵
臼
カ
尸
ヲ
埋
シ
古
墳
ノ
前
ニ

テ
自
剣
ニ
伏
シ
」 

現
代
語
訳
： 

『
趙
氏
孤
児
』
の
あ
ら
す
じ
： 



八〇 

楔
子
：
屠
岸
賈
は
ラ
イ
バ
ル
の
趙
盾
を
憎
み
、
刺
客
を
送
っ
た
り
、
西
戎
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
犬
に

趙
盾
を
襲
わ
せ
た
り
し
た
上
、
霊
公
の
命
と
い
つ
わ
っ
て
趙
盾
の
一
族300

人
を
滅
ぼ
し
た
。
趙
盾
の
子

の
趙
朔
も
自
殺
を
命
ぜ
ら
れ
る
が
、
そ
の
妻
の
公
主
は
妊
娠
し
て
い
た
。
趙
朔
は
公
主
か
ら
生
ま
れ
る
子

に
「
趙
氏
孤
児
」
と
名
づ
け
、
一
族
の
仇
を
取
ら
せ
る
よ
う
遺
言
を
残
す
。 

第1

折
：
公
主
は
屠
岸
賈
に
幽
閉
さ
れ
、
そ
こ
で
趙
氏
孤
児
を
生
む
。
趙
朔
に
恩
義
の
あ
る
程
嬰
は
公

主
に
薬
を
届
け
に
行
く
が
、
公
主
は
程
嬰
に
趙
氏
孤
児
を
託
し
て
自
殺
す
る
。
程
嬰
は
ひ
そ
か
に
趙
氏
孤

児
を
連
れ
だ
そ
う
と
す
る
が
韓
厥
に
見
破
ら
れ
る
。
し
か
し
韓
厥
は
趙
氏
を
憐
れ
に
思
っ
て
見
な
か
っ
た

こ
と
に
し
、
自
殺
す
る
。 

第2

折
：
屠
岸
賈
は
趙
氏
孤
児
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
知
り
、
晋
国
内
の
歳1

か
月
以
上6

か
月
以

下
の
幼
児
を
す
べ
て
殺
す
よ
う
に
命
令
す
る
。
程
嬰
は
す
で
に
引
退
し
て
い
た
公
孫
杵
臼
に
相
談
に
行

く
。
程
嬰
は
自
分
の
子
を
趙
氏
孤
児
と
い
つ
わ
っ
て
父
子
と
も
に
死
刑
に
な
り
、
本
物
の
趙
氏
孤
児
は
公

孫
杵
臼
に
あ
ず
け
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
公
孫
杵
臼
は
自
分
が
老
人
で
あ
っ
て
趙
氏
孤
児
が
成
人
す
る

ま
で
育
て
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
し
て
、
自
分
が
か
わ
り
に
な
る
こ
と
を
申
し
出
る
。 

第3

折
：
程
嬰
は
屠
岸
賈
の
も
と
に
出
頭
し
、
公
孫
杵
臼
が
趙
氏
孤
児
を
か
く
ま
っ
て
い
る
と
密
告
す

る
。
屠
岸
賈
は
公
孫
杵
臼
を
拷
問
に
か
け
て
趙
氏
孤
児
の
所
在
を
聞
き
だ
そ
う
と
し
、
程
嬰
に
も
公
孫
杵

臼
を
打
た
せ
る
。
公
孫
杵
臼
は
口
を
割
ら
な
い
が
、
兵
卒
が
趙
氏
孤
児
（
実
際
に
は
程
嬰
の
子
）
を
発
見

し
、
屠
岸
賈
が
程
嬰
の
眼
前
で
殺
す
。
公
孫
杵
臼
は
自
殺
す
る
。
屠
岸
賈
は
程
嬰
を
褒
め
、
そ
の
子
を
自

分
が
育
て
よ
う
と
言
う
。 

第4

折
：20

年
後
、
趙
氏
孤
児
は
程
嬰
の
子
と
し
て
屠
岸
賈
が
育
て
、
程
勃
の
名
を
与
え
ら
れ
て
い

た
。
程
嬰
は
屠
岸
賈
が
趙
氏
を
滅
ぼ
し
た
経
緯
を
描
い
た
絵
を
見
せ
て
、
か
た
き
を
取
る
よ
う
に
伝
え

る
。 第5

折
：
程
勃
は
屠
岸
賈
の
前
で
自
分
が
趙
氏
孤
児
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
し
、
屠
岸
賈
を
と
ら
え
る

［38

］

。 

比
較
： 

ま
ず
、
両
方
の
あ
ら
す
じ
は
同
じ
で
あ
る
が
、
人
物
の
名
前
に
は
違
い
が
あ
る
。 

『
万
川
集
海
』
で
は
、
趙
盾
が
知
伯
を
殺
し
て
、
知
伯
の
子
は
孤
児
と
し
て
、
密
か
に
隠
し
て
育

て
、
結
局
、
趙
盾
を
滅
ぼ
す
の
で
あ
る
が
、
『
趙
氏
孤
児
』
で
は
、
屠
岸
賈
が
趙
盾
を
殺
し
、
趙
盾
の

子
が
趙
氏
孤
児
で
あ
る
。 

猶
、
知
伯
に
つ
い
て
：
智 

瑶
（
ち 

よ
う
、
生
年
不
詳―

紀
元
前4

53

年
）
は
、
春
秋
末
期
の
晋
の

政
治
家
・
武
将
。
姓
は
不
明
、
氏
は
荀
、
も
し
く
は
領
地
名
か
ら
智
（
ま
た
は
知
）
、
諱
は
瑶
、
諡
は

襄
。
智
伯
ま
た
は
智
襄
子
と
も
呼
ば
れ
る
。
韓
国
、
魏
国
、
趙
国
に
よ
り
、
一
族
が
全
滅
し
た
［3

9

］

。 

こ
こ
で
は
趙
国
に
よ
り
知
伯
の
一
族
が
全
滅
す
る
の
に
注
意
し
た
い
。 

著
者
は
恐
ら
く
こ
の
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
論
述
を
展
開
し
た
だ
ろ
う
。 



八一 

す
な
わ
ち
、
著
者
は
『
趙
氏
孤
児
』
を
知
っ
て
い
て
、
ま
た
知
伯
の
こ
と
も
知
っ
て
い
て
、
両
方
を

合
わ
せ
て
書
か
れ
た
。
或
は
参
照
し
た
本
に
は
こ
の
よ
う
な
間
違
い
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。 

人
物
の
名
前
は
と
も
か
く
、
こ
の
物
語
は
真
実
と
か
な
り
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
著
者

は
正
心
（
仁
義
忠
信
）
を
説
得
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
わ
か
る
の
で
、
文
芸
作
品
ま
で
も
引
用
す
る

こ
と
が
納
得
で
き
る
。 

《
第
五
章
》
不
明
な
引
用
と
疑
問
点 

〈
第
一
節
〉
不
明
な
引
用 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
一
・
忍
術
問
答
・P

50
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
軍
書
曰
兵
法
ハ
治
内
知
外
」 

現
代
語
訳
：P

4
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

兵
法
は
内
を
治
め
て
外
を
知
る
。 

②
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
法
曰
和
顔
ハ
奇
計
之
始
」 

現
代
語
訳
：P

5
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

穏
や
か
な
顔
付
き
奇
計
の
第
一
条
件 

③
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
法
曰
常
不
妄
言
者
一
戦
之
時
為
要
言
」 

現
代
語
訳
：P

5
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

常
に
妄
言
無
き
者
は
、
一
戦
の
時
に
要
言
を
出
す
。 

④
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
法
曰
見
表
而
勿
不
察
裏
也
察
而
勿
疎
之
」 

現
代
語
訳
：P

5
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

表
を
見
た
ら
、
裏
を
察
す
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
察
す
れ
ば
す
ぐ
行
動
に
移
す
べ
き
で
、
こ
れ
を

蔑
ろ
に
し
て
は
な
ら
な
い
。 

⑤
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
8

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 



八二 

「
法
曰
有
声
有
響
不
以
言
以
書
」 

現
代
語
訳
：P

7
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

声
は
他
人
に
聞
え
る
の
で
将
と
間
者
と
は
筆
談
す
べ
き
。 

⑥
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

53
9

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
法
ニ
曰
有
形
有
影
不
以
墨
而
以
不
見
墨
」 

現
代
語
訳
：P

7
4

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

形
が
あ
る
物
に
は
影
が
あ
る
。
墨
で
書
か
な
け
れ
ば
墨
は
見
え
な
い
。 

⑦
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
五
・
将
知
二
・P

54
1

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
法
曰
相
圖
ハ
皆
以
心
傳
心
也
非
守
古
法
也
」 

現
代
語
訳
：P

7
6

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

相
図
は
皆
、
心
を
も
っ
て
心
を
伝
え
る
も
の
だ
。 

⑧
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
・
陽
忍
下
・P

59
3

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
軍
書
曰
出
戰
時
先
陣
者
ハ
奥
へ
行
後
陣
者
ハ
門
口
へ
行
モ
ノ
也
故
出
不
出
ハ
旗
ニ
テ
知
」 

現
代
語
訳
：P

1
24

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

出
戦
の
時
、
先
陣
の
者
は
奥
に
行
き
、
後
陣
の
者
は
門
口
に
行
く
。
よ
っ
て
出
陣
す
る
か
し
な
い
か

は
旗
の
動
き
で
察
知
す
る
。 

⑨
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
十
・
陽
忍
下
・P

59
5

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
六
韜
曰
兵
有
野
則
雁
乱
行
」 

現
代
語
訳
：P

1
26

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

伏
兵
が
野
に
居
れ
ば
雁
は
乱
れ
行
く
。 

分
析
： 

以
上
の
九
か
条
の
出
自
が
わ
か
ら
な
い
。
多
く
記
さ
れ
る
「
法
曰
」
は
、
『
万
川
集
海
』
の
現
代
語

訳
版
で
は
、
「
法
」
を
「
司
馬
法
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
『
司
馬
法
』
に
は
一
致
す
る
内
容
は
な
い
た

め
、
「
司
馬
法
」
で
は
な
い
と
断
言
で
き
る
。 

「
法
曰
」
に
つ
い
て
だ
が
、
『
武
経
総
要
』
（
一
〇
四
〇
年
に
編
纂
を
始
め
と
し
、
一
〇
四
三
年
に

成
書
し
た
）
に
あ
る
「
百
戦
奇
略
」
に
お
い
て
「
法
曰
」
が
よ
く
出
現
す
る
。
原
文
を
挙
げ
る
。 
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一
、
計
戰 

凡
用
兵
之
道
，
以
計
為
首
。
未
戰
之
時
，
先
料
將
之
賢
愚
，
敵
之
強
弱
，
兵
之
衆
寡
，
地
之
險
易
，
糧

之
虛
實
。
計
料
已
審
，
然
後
出
兵
，
無
有
不
勝
。
法
曰
：
「
料
敵
製
勝
，
計
險
阨
遠
近
，
上
將
之
道

也
」
。 

二
、
謀
戰 

凡
敵
始
有
謀
，
我
從
而
攻
之
，
使
彼
計
衰
而
屈
服
。
法
曰
：
「
上
兵
伐
謀
。
」 

三
、
間
戦 

凡
欲
征
伐
，
先
用
間
諜
，
覘
敵
之
衆
寡
、
虚
實
、
動
靜
，
然
後
興
師
，
則
大
功
可
立
，
戰
無
不
勝
。
法

曰
：
「
無
所
不
用
間
也
。
」 

（
中
略
） 

百
、
忘
戰 

凡
安
不
忘
危
，
治
不
忘
亂
，
聖
人
之
深
誡
也
。
天
下
無
事
，
不
可
廢
武
，
慮
有
弗
庭
，
無
以
捍
禦
。
必

須
内
修
文
德
，
外
嚴
武
備
，
懷
柔
遠
人
，
戒
不
虞
也
。
四
時
講
武
之
禮
，
所
以
示
國
不
忘
戰
。
不
忘
戰

者
，
教
民
不
離
乎
習
兵
也
。
法
曰
：
「
天
下
雖
安
，
忘
戰
必
危
。
」 

 

す
べ
て
百
戦
の
奇
略
で
、
百
回
「
法
曰
」
が
出
て
く
る
。
こ
の
「
法
曰
」
の
内
容
は
、
主
に
武
経
七

書
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
法
曰
」
は
常
に
「
兵
法
曰
」
と
訳
し
て
い
る
。
他
の

兵
法
書
で
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
色
々
探
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
頻
繫
に
「
法
曰
」
が
出
て
く
る
の
か

ど
う
か
ま
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。 

し
た
が
っ
て
暫
時
的
に
「
法
」
を
「
兵
法
」
に
訳
し
変
え
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
引
き
続

き
、
こ
れ
ら
の
不
明
な
引
用
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

な
お
⑩
の
引
用
に
、
「
六
韜
曰
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
六
韜
』
に
は
こ
の
よ
う
な
文
は
存
在
し

な
い
。 

〈
第
二
節
〉
疑
問
点 

①
『
万
川
集
海
』
原
文
：
巻
二
・
正
心
第
一
・P

51
7

（
『
完
本
「
万
川
集
海
」
』
） 

「
子
路
カ
衛
ノ
出
公
輒
ト
云
無
道
人
ニ
仕
テ
後
ニ
討
死
シ
タ
ル
類
也
」 

疑
問
点
： 

『
左
傳
』
に
よ
る
と
、
当
時
子
路
は
孔
悝
の
家
臣
と
し
て
、
孔
悝
を
守
ろ
う
と
し
た
と
き
に
蒯
聵
に

殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
の
で
、
出
公
輒
の
た
め
で
は
な
い
。
（
当
時
に
は
出
公
輒
は
太
子
の
蒯
聵
と
争
っ

て
い
る
が
、
蒯
聵
が
反
乱
し
た
者
だ
と
さ
れ
て
い
る
）
ま
た
「
出
公
輒
ト
云
無
道
人
」
に
つ
い
て
、
出
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公
輒
が
無
道
人
だ
と
著
者
は
思
っ
て
い
る
が
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
。
な
ぜ
著
者
が
そ
う
思
っ
て
い
る

の
か
興
味
深
い
。 
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《
副
表
》 

『
万
川
集
海
』
に
出
た
中
国
古
典
目
録 

 
 

兵法書 儒 教 

『孫子』 三十カ条 『論語』 八カ条 

『呉子』 一カ条 『大学』 二カ条 

『尉繚子』 一カ条 『性理大全』 一カ条 

『三略』 六カ条 『孟子』 二カ条 

『司馬法』 一カ条 『易経』 一カ条 

『六韜』 六カ条 『論語集注』 一カ条 

『李衛公問対』 五カ条 歴史書 

『兵鏡』 四カ条 『史記』 四カ条 

『太白陰経』 一カ条 『左傳』 一カ条 

『喩子十三種秘書兵衛』 一カ条 『三国志』 一カ条 

『七書直解』 一カ条 『宋書』 一カ条 

『十一家註孫子』 二カ条 他 

『孫子書校解引類』 一カ条 『唐開元占經』 二カ条 

『武経七書匯解』 三カ条 『黄帝内経』  

『武備志』 二カ条   

『武経総要』 二カ条   
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《
お
わ
り
に
》 

最
後
に
本
論
の
ま
と
め
を
行
う
。
『
万
川
集
海
』
に
お
い
て
、
全
篇
に
引
用
さ
れ
た
内
容
は
そ
ん
な

に
大
き
く
矛
盾
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
ず
兵
法
書
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
、
引
用
は
全
書
に
あ
る
が
、
武
経
七
書
の
他
、
『
兵
鏡
』
、

『
七
書
直
解
』
、
『
太
白
陰
経
』
、
『
十
一
家
注
孫
子
』
、
『
孫
子
書
校
解
引
類
』
、
『
喩
子
十
三
種

秘
書
兵
衛
』
、
『
武
経
七
書
匯
解
』
『
武
備
志
』
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
に
『
孫
子
』
「
用
間
篇
」
は

最
も
多
く
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
全
体
的
な
引
用
は
特
に
問
題
が
な
い
と
い
え
る
が
、
あ

る
引
用
箇
所
で
き
ち
ん
と
説
明
が
な
い
ま
ま
書
か
れ
て
い
た
こ
と
、
特
に
『
万
川
集
海
』
の
遁
甲
篇
と

天
文
篇
に
お
い
て
、
そ
の
ま
ま
長
く
抄
出
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
間
違
え
て
抄
出
し
て
い
た
り
、

字
が
漏
れ
て
い
た
り
と
理
解
し
に
く
い
箇
所
も
い
く
つ
か
存
在
し
た
。 

ま
た
『
武
経
七
書
匯
解
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
、
『
武
経
七
書
匯
解
』
の
一
番
早
い
出
版
時
期

は
、
一
六
八
八
年
で
あ
り
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
万
川
集
海
』
の
成
立
時
間
で
あ
る
延
宝
四
年
（
一

六
七
六
）
と
一
二
年
遅
い
。
な
お
、
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
に
よ
り
「
明
和
五

戊
子
年 

武
経
七
書
匯
解 

一
部
二
套
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
日
本
へ
の
輸
入
時
期
が
一
七
六
八
年
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
九
二
年
の
ズ
レ
も
判
明
し
た
。
九
二
年
と
い
う
と
か
な
り
の
時
間
差
で

あ
り
、
『
万
川
集
海
』
巻
一
は
そ
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐

船
持
渡
書
の
研
究
』
の
記
述
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
武
経
七
書
匯
解
』
中
の
「
言
謂

間
諜
中
事
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
「
間
」
の
重
要
性
や
そ
の
効
果
を
強
調
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
「
言
謂
間
諜
中
事
」
に
つ
い
て
の
本
人
の
解
釈
は
存
在
し
な
い
。
本
人
が
知
っ
て
い

る
限
り
で
は
恐
ら
く
『
武
経
七
書
匯
解
』
だ
け
に
は
こ
の
文
が
あ
る
。
従
来
に
「
言
」
は
「
太
公
言
」

（
『
太
公
金
匱
』
）
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
が
、
「
言
」
と
は
「
間
諜
」
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
を

持
っ
て
い
る
。 

次
に
、
儒
教
に
関
す
る
引
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
正
心
篇
」
に
集
中
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
正

心
」
は
儒
教
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
「
正
心
篇
」
に
お
い
て
は
、
儒
教
書
籍
の
他
に
、
「
三

焦
」
と
い
う
伝
統
中
国
医
学
概
念
も
あ
り
、
そ
の
源
で
あ
る
『
黄
帝
内
経
』
の
思
想
が
見
ら
れ
る
。
引

用
は
『
論
語
』
を
は
じ
め
、
『
大
学
』
、
『
孟
子
』
、
『
周
易
』
、
『
性
理
大
全
』
、
『
論
語
集
註
』

で
あ
る
。
儒
教
思
想
に
よ
り
、
「
正
心
」
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
引
用
に
つ
い
て
は
特
に

矛
盾
は
な
い
。
た
だ
し
、
忍
者
の
「
正
心
」
と
い
う
の
は
「
仁
義
忠
信
」
で
あ
り
、
儒
教
に
提
唱
さ
れ

た
「
五
常
」
（
仁
義
礼
智
信
）
と
字
面
に
は
少
々
違
っ
て
い
る
も
の
の
、
「
五
常
」
の
他
に
「
三
綱
」

も
あ
り
、
儒
教
は
忠
も
強
く
提
唱
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
歴
史
書
と
文
芸
作
品
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
、
こ
の
部
分
は
歴
史
物
語
が
一
番
多
く
、

『
史
記
』
、
『
三
国
志
』
、
『
左
傳
』
、
『
宋
書
』
な
ど
の
歴
史
書
の
ほ
か
、
詩
歌
、
文
章
、
演
劇
な
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ど
か
ら
の
引
用
も
あ
る
。
特
に
元
時
代
の
演
劇
で
あ
る
『
趙
氏
孤
児
』
の
あ
ら
す
じ
部
分
が
長
く
引
用

さ
れ
、
仁
義
忠
信
を
謳
っ
て
い
る
。
そ
の
物
語
を
通
し
て
、
主
人
公
が
持
っ
て
い
る
崇
高
な
精
神
を
強

調
し
、
『
万
川
集
海
』
の
信
憑
性
、
説
得
力
を
高
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
趙
氏
孤
児
』
は
歴
史
に
基

づ
い
て
書
か
れ
た
物
語
で
あ
る
か
ら
真
実
で
は
な
い
。
著
者
の
意
図
は
分
か
る
が
、
作
り
話
で
主
張
を

補
強
す
る
と
は
言
語
同
断
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
意
し
た
い
。
引
用
は
「
正
心
篇
」
と
「
将
知
篇
」
に

集
ま
っ
て
お
り
特
に
問
題
が
な
い
と
判
断
し
た
。 

最
後
の
不
明
な
引
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
出
自
が
わ
か
ら
な
い
の
で
解
釈
し
に
く
く
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
『
完
本 
万
川
集
海
』
の
現
代
語
訳
で
は
、
「
法
曰
」
と
い
う
の
を
全
部

「
『
司
馬
法
』
曰
く
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
相
応
し
く
な
い
。
「
『
司
馬
法
』
曰
く
」
で
は
な

く
、
「
兵
法
」
と
訳
し
た
方
が
適
当
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
子
路
が
無
道
人
に
仕
え
て
死
ん
だ
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
非
常
に
興
味
深
い
記
述
だ
と
い
え
よ
う
。
中
国
で
は
こ
の
よ
う
な
認
識
が
な
く
、
む
し

ろ
子
路
は
義
礼
の
た
め
に
命
を
捨
て
た
と
い
う
英
雄
の
よ
う
な
印
象
が
強
い
。 

以
上
、
本
論
文
で
は
『
万
川
集
海
』
に
引
用
さ
れ
た
中
国
古
典
の
内
容
に
つ
い
て
、
比
較
研
究
を
行

っ
た
。
ま
だ
不
明
な
引
用
や
疑
問
点
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
よ
り
深
い
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
。 本

論
文
執
筆
に
あ
た
り
、
山
田
雄
司
先
生
、
吉
丸
雄
哉
先
生
、
高
尾
善
希
先
生
に
は
多
大
な
ご
教
示

を
頂
き
、
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
。
ま
た
同
じ
三
重
大
学
院
生
で
あ
る
郷
原
匠
さ
ん
に
は
沢
山
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
こ
の
他
、
支
え
て
頂
い
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
本
稿
を

こ
こ
で
擱
筆
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 
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八九 

《
註
》 

［1

］
「
『
万
川
集
海
』
の
伝
本
研
究
と
成
立
・
流
布
に
関
す
る
考
察
」 

福
島
嵩
仁 

お
わ
り
に
： 

第
二
章
で
は
、『
万
川
集
海
』
の
成
立
お
よ
び
著
者
に
つ
い
て
、
従
来
ま
で
は
著
者
は
「
藤
林
左
武
次
保

武
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
正
確
に
は
「
冨
治
林
傳
五
郎
保
道
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
本
文
に
記
載
さ
れ
る
流
派
の
特
徴
か
ら
も
、
藤
林
（
富
士
林
）
が
著
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
裏
付
け
ら
れ
た
。 

［2

］ht
tp
s:/

/w
ww
.k
ok
ush

o.
co
.j
p/
np/

is
bn
/9
78
433

60
57
67
9/ 

『
完
本 

万
川
集
海
』
中
島
篤
巳 

訳
註 

発
売
日
：20

15
/0
5/
22

 

判
型
：A

5

変
型
判  

 
IS
BN

：97
8-4

-3
36

-0
57
67-

9
 

ペ
ー
ジ
数
：7

46
 

頁  
 C

コ
ー
ド
：0

02
1
 

定
価
：7

,0
40

円 

（
本

体
価
格6

,4
00

円
） 

［3

］
『
日
本
兵
法
史
上
』
石
岡
久
夫 

第
一
章
序
説 

［4

］
『
新
中
国
成
立
以
来
「
孫
子
兵
法
」
研
究
述
略
』 
姚
振
文
、
呉
如
嵩 

3
.1

《
孫
子
兵
法
》
作
者

及
成
書
年
代
問
題
研
究 

［5

］ht
tp
s:/

/j
a.
wi
ki
ped

ia
.o
rg
/w
iki

/

孫
子_

(

書
物)

、
ま
た
は
「5

.1 

日
本
へ
の
伝
来
」
に
よ

る
。 

［6

］
『
清
華
簡
与
伊
尹
伝
説
之
謎
』 

杜
勇
、
中
原
文
化
研
究
、20

14

年9

月8
日
、
中
図
分
類

号
：K

22
3.
K87

7 

［7

］
『
清
華
簡
「
赤
鵠
之
集
湯
之
屋
」
与
伊
尹
問
夏
』 

劉
国
忠
、
深
圳
大
学
学
報(

人
文
社
会
科
学

版)
 

第30

卷
第1

期
、2

013

年1

月
、
中
図
分
類
号
：K2

21
.0
4 

［8

］
『
呂
尚
与
西
周
的
創
建
』 

韓
玉
徳
、
東
方
論
壇
、2
00

1

年
第3

期 

［9

］
「
『
孫
子
』
と
『
万
川
集
海
』
と
を
比
較
し
て
」
片
倉
望 

［1
0

］h
tt
ps:

//
ja
.w
ik
ipe

di
a.
or
g/
wik

i/

六
韜 

、
ま
た
は
「
４
、
伝
承
」
に
よ
る
。 

『
兵
法
勝
ち
残
る
た
め
の
戦
略
と
戦
術
』
：P

48

。 

［1
1

］h
tt
ps:

//
ja
.w
ik
ipe

di
a.
or
g/
wik

i/

三
略 

、
ま
た
は
「
概
要
」
に
よ
る
。 

［1
2

］h
tt
ps:

//
ja
.w
ik
ipe

di
a.
or
g/
wik

i/

呉
子 

、
に
よ
る
。 

［1
3

］
『
兵
法
勝
ち
残
る
た
め
の
戦
略
と
戦
術
』
：P3

6

、P
37

。 

［1
4

］
『
兵
法
勝
ち
残
る
た
め
の
戦
略
と
戦
術
』
：P4

0

。 

［1
5

］
『
兵
法
勝
ち
残
る
た
め
の
戦
略
と
戦
術
』
：P6

6

。 

［1
6

］
『
中
国
兵
書
集
成
』
第
三
十
八
冊
、
第
三
十
九
冊
、
「
《
兵
镜
》
编
辑
说
明
」
に
よ
る
。 

《
兵
镜
》 

分
编
为
《
中
国
兵
书
集
成
》
第
三
十
八
册
、
第
三
十
九
册
。 

《
兵
镜
》 

一
题
《
兵
镜
吴
子
》
，
全
书
十
三
篇
，
二
十
卷
，
另
有
《
兵
镜
纲
目
》
一
卷
。
明
庚
申
岁

(

万
历
四
十
八
年
，
即
公
元
一
六
二0

年)

前
后
，
四
川
新
都
吴
惟
顺
、
吴
鸣
球
、
吴
若
礼
编
辑
。
该
书

https://www.kokusho.co.jp/np/isbn/9784336057679/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AD%E9%9F%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AD%E9%9F%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%AD%E9%9F%9C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E7%95%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E7%95%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E7%95%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%91%89%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%91%89%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%91%89%E5%AD%90


九〇 

内
容
涉
及
军
制
、
选
将
、
任
将
、
将
职
、
选
兵
、
讲
武
、
行
军
、
计
战
、
营
阵
、
攻
守
、
军
需
、
天

文
、
地
理
。
江
起
龙
在
《
兵
镜
凡
则
》
中
说:

「
是
书
抽
阴
符
之
秘
，
泄
玉
版
之
精
，
不
简
不
繁
，
准
古

酌
今
，
而
集
其
成
」
，
「
间
有
发
前
人
所
未
发
，
道
时
人
所
不
敢
道
者
」
，
「
勘
乱
之
韬
钤
，
保
泰
之

经
济
，
文
治
武
备
，
均
不
可
少
」
。
其
内
容
相
当
丰
富
，
对
于
学
习
研
究
我
国
古
代
军
事
思
想
，
具
有

重
要
参
考
价
值
。 

［1
7

］
《
张
居
正
增
订
〈
武
经
七
书
直
解
〉
版
本
考
辨-

兼
论
〈
孙
子
直
解
〉
的
增
订
情
况
及
其
学
术
价

值
》
赵
英
，
钟
少
异
：
一
、
张
居
正
增
订
《
武
经
七
书
直
解
》 

现
存
版
本
概
览 

に
よ
る
。 

《
武
经
七
书
直
解
》
，
明
刘
寅
著
，
该
书
是
奉
明
太
祖
朱
元
璋
旨
意
而
作
， 

成
书
于
明
洪
武
三
十
一
年

(
13
98

)

， 

卷
首
有
目
录
、
序
言
、
凡
例
、
读
书
兵
法
、
武
经
所
载
阵
图
、
武
经
所
载
国
名
、
兵
法
附
录

等
， 

关
于
直
解
《
武
经
七
书
》
的
缘
由
，
刘
寅
在
《
武
经
直
解
序
》
中
说:

「
洪
武
三
十
年
，
岁
在
丁

丑
。
太
祖
高
皇
帝
有
旨:

 

『
俾
军
官
子
孙
讲
读
武
书
，
通
晓
者
临
期
试
用
。
」
寅
观
孙
武
旧
注
，
数
家

矛
盾
不
一
，
学
者
难
于
统
会
，
《
吴
子
》
以
下
，
六
书
无
注
，
市
肆
板
行
者
阙
误
又
多
，
虽
尝
口
授
于

人
，
而
竟
不
能
晓
达
其
理
，
于
是
取
其
书
，
删
繁
撮
要
，
断
以
经
传
所
载
先
儒
之
奥
旨
，
质
以
平
日
所

闻
父
师
之
格
言
，
讹
舛
者
稽
而
正
之
，
脱
误
者
订
而
增
之
，
幽
微
者
彰
而
显
之
，
傅
会
者
辨
而
析
之
，

越
明
年
，
藁
就
；
又
明
年
，
书
成
，
凡
二
十
五
卷
一
百
一
十
四
篇
。 

［1
8

］
『
兵
法
勝
ち
残
る
た
め
の
戦
略
と
戦
術
』
：P7

0

。 

［1
9

］
『
宋
刻
本
「
十
一
家
注
孫
子
」
匯
考
』
褚
良
才 

浙
江
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
） 

 

第3
0 

卷
第4

期2
000

年8

月 

［2
0

］
『
中
国
兵
書
集
成
』
第12

冊
、
「
中
国
兵
书
集
成
第
十
二
册
编
辑
说
明
」
に
よ
る
。 

《
孙
子
书
校
解
引
类
》
亦
称
《
孙
子
书
》
，
是
明
代
赵
本
学(

虛
舟)

研
究
《
孙
子
》
的
一
部
重
要
专

著
。
成
书
于
明
隆
庆2

年(

一
五
六
八)

，
由
明
代
抗
倭
名
将
谭
纶
总
督
蓟
、
辽
、
保
定
军
务
时
刻
成
，

称
之
『
蓟
辽
旧
刻
。
』
到
万
历
年
间
又
有
重
刻
。
其
自
序
中
谈
及:

『
学
不
自
量
，
窃
为
忧
之
，
于
是
重

为
校
仇
而
通
释
之
，
又
取
古
人
一
二
己
行
之
事
，
以
证
其
下
，
名
之
曰
校
解
引
类
。
』
又
按
书
中
凡
例:

『
校
以
订
误
，
分
书
本
文
之
下
；
解
以
训
义
，
下
本
文
一
字
；
引
类
以
证
实
，
又
下
解
一
字
。
』
这
可

说
明
著
者
的
意
图
所
在
。
其
书
章
节
句
辞
盖
融
贯
《
孙
子
》
十
家
注
及
讲
义
、
直
解
等
书
而
成
，
又
以

史
传
证
实
，
别
为
引
类
。
著
者
对
《
孙
子
》
文
句
作
了
许
多
慎
重
而
又
重
要
的
校
勘
，
其
释
文
对
研
究

孙
子
的
军
事
思
想
有
很
高
的
参
考
价
值
。 

［2
1

］h
tt
ps:

//
ww
w.
sh
uge

.o
rg
/e
bo
ok/

mi
-s
hu

-b
ing

-h
en
g/

 
 

此
《
喻
子
十
三
种
秘
书
兵
衡
》
为
明
代
代
喻
龙
德
撰
，
龚
居
中
辑
。
全
书
共
分
：
武
论
齧
偏
肩
、
武

策
窔
穻
、
阵
法
神
为
、
奇
计
泣
天
狼
、
霹
雳
星
、
闭
户
周
疆
、
奇
门
鬼
吼
、
禽
遁
蜃
楼
山
象
、
太
乙
相

天
根
、
天
书
龙
女
珠
等
十
三
卷
，
主
要
内
容
是
以
阴
阳
玄
学
、
奇
门
遁
甲
为
主
的
兵
书
。
此
为
明
天
启

时
期
郑
大
经
刊
本
。 

https://www.shuge.org/ebook/mi-shu-bing-heng/


九一 

是
书
附
载
四
扫
长
歌
，
其
自
序
云:

「
行
至
江
湄
，
百
路
浑
绝
，
不
知
东
西
，
忽
有
道
翁
，
猛
出
奇

声
，
低
喝
喻
生
曰:

尔
忘
天
书
与
奇
遁
耶?

吾
昔
命
九
玄
山
人
假
手
苍
童
，
授
尔
秘
术
，
俾
尔
合
显
冥
之

道
，
以
济
当
世
。
」
卷
道
列
授
受
印
证
师
友
源
流
，
首
旡
上
人
，
即
其
事
也
。
按
自
古
为
兵
家
言
者
，

往
往
托
之
神
道
，
以
奇
其
书
。
况
龙
德
报
国
有
心
，
进
身
无
路
，
忧
愁
抑
郁
，
著
为
此
书
，
惟
恐
不
见

知
于
人
，
遂
不
得
不
用
此
技
俩
。
阅
其
内
容
，
不
过
摭
拾
古
人
牙
慧
，
毫
无
发
明
，
较
之
王
鸣
鹤
茅
元

仪
诸
家
，
远
不
及
也
。
盖
布
衣
书
生
，
既
鲜
修
养
，
又
无
经
验
，
故
其
成
就
仅
止
尔
尔
。
惟
是
书
传
本

不
多
，
乾
隆
间
曾
加
禁
绝
。 
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『
兵
法
勝
ち
残
る
た
め
の
戦
略
と
戦
術
』
：P7

3
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［2
3

］
『
中
国
兵
書
集
成
』
第4

2

、43
冊
、
「
武
经
七
书
汇
解
编
辑
说
明
」
に
よ
る
。 

《
武
经
七
书
汇
解
》
编
为
中
国
兵
书
集
成
第
四
十
二
、
四
十
三
两
册
。
此
书
为
清
康
熙
年
间
青
溪
朱
墉

纂
辑
。
早
在
康
熙
二
十
七
年(

一
六
八
八
年)

即
有
《
武
经
汇
纂
》
八
卷
刻
本
。
康
熙
三
十
八
、
三
十
九

年
先
后
又
有
《
武
经
七
书
讲
义
全
汇
合
参
》
、
《(

增
补)
武
经
七
书
汇
解
》
、
《
武
经
七
书
汇
解
》
等

多
种
版
本
问
世
，
虽
书
名
有
异
，
其
内
容
基
本
相
同
。 
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遠
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文
婷 
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匯
解
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謝
祥
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［2
6
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清
朱
墉
「
尉
繚
子
匯
解
」
注
釈
体
例
「
直
解
」
之
特
征
与
価
値
』
師
雨
柔
・
廖
文
婷
・
許
富

宏 ［2
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ps:
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di
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論
語 

 

［2
8

］
『
忍
者
の
精
神
』
第
三
章 

正
心
と
は
？
（
山
田
雄
司
、
角
川
選
書 

令
和
元
年5
月24

日
） 
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書
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え
き
き
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エ
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易
経
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デ
ジ
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大
辞
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易
経
と
は
何
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性
理
大
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ブ
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ニ
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国
際
大
百
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項
目
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